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は　じ　め　に

　これは、国立圏諮研多乞所が！953年4月から着手している「言語

能力の発達に関する調査研究」の第一次中間報告である。この調

査研究のため、研究所は実験学佼（所員が直接、観察・記録・テス

トなどをして資料を集める学校）と協力鮮：校（その学校の教員が

研究所の規格にしたがって調査窃i：究をして資料を提供する学校）

とを設け、学校と父兄との協力を得ている。

　この報魯では、小学校1年ζ，絃入学の当初には一般にどれだけの

言語能力を持っているが、それはそれ以後どう伸びて行くか、そ

の発達を規定する要1強はなにかについての研究を主として、その

間の家庭における読書の）伏況や学校における国語学：習指導の実態

についてf、解明しまうとした。児童ひとひとりの発達事例の記述

は，この調査研究の一・つの特色をなすものであって、この報告に

おいても随処に取り入れたが、その詳しい報告は次にゆする。

　この調査研究は、所員輿水察、高橋一・夫、芦沢節、岡本圭六（非

常勤）が担当していたもので、報告書の執筆はWのBのα）、（2）、

c、D岡本、　V全部芦沢、通のA高橋、：B村石昭三の各所員、他

の部分の執筆と全体の編集は輿水所員が担当しナこ。「

　1．954年3月

国：立瞬語研究所長　　西 尾 実
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1小学稜入学当初の感熱力

Aどれだけの：交字が読めるか

　　　　　　　　糠　1．　ひらがな清音

　あいうえお……んの猫宇についてみると、東京では平均して3｛｝，〔｝宇読め、

農村では平均して23．8字読める。

　しかし「、これはほとんど金部読める＝者が相笥数いるからであって、そうで

ない者は逆にほとんど読めないe

いま、実験学狡の48人についてみ

ると、左図のように中間の藩がい

ない。両極端に偏っている。そし

てこれは、東京のこの学狡だけで

なく他にも見られる傾向である。

その意味では平均何回とい窪こと

は意味がない。はじめから’…1つの

　爽験学校ひらがな溝音読掌得点分布

　人
20

　　　　　　　　　　　　　　17
15FLI4

　10

s，L　gg　i4　？

　　　　J量
象・

　O　一　IO　：・5　20　25　30　35　pt．g　4i　・gt
学激一一

7

う
‘

↑

群に分けて考えなければならないほどである。

　　　　　　　　　2．　ひらがな濁音’半濁音’

　がぎぐげこなど25字については、東京で平均／2宇、農村では7．7字読める。

これも、次頁の図の通りti少数のほとんど1金鳥読める者がいるから高し・数字

が出たのである。そして、ここではむしろ、半数の者が…・字も読めないとい

うことが沼旨餌される。
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扁

爽験挙校ひらがな濁音読享得点分布

ん

2sL24

1　i鑛

人　　　τ
幽。

　　e
写敬・一

2．OtS

ISt

完。｝．・

，ti

・
1

て

a

2
一
　
．

3

」2

　　　　36’9t2言51821，24寧

的多くの者が読L￥）た丈宇は・

　　カ　キ　セ　・＝　ヘ　ヤ　り

の7等二、その中でも「りjであって、つまりひらがなと字形が同じであるか、

ひらがなに似ているものである。

よく読めた婆、名の者を除けば、か

たかなとして、読めたわけではな

い。

4．　かたかな濁音。半濁音

　ガギグゲゴなどの26字について

は、東京で平均3．05宇、農村で

駕8字である。

　　　3．　かたかな清音

　アイウエオのかたかな46字につ

いては、後に掲げる数衰の通り、

東京で平均6。8字、農村で3。6字

読めるという結果が得られた。こ

れも内訳をみると、48名甑4入

だけ相端読める者がいるが、超倒

的に多数の者は金然読めないこと

がわかる。しかもこのうちで比較

　爽験学校かたかな湾訓読掌得点分布

　人
35

3e

25

？．8

1S

10

i5　　　－　　　　　u　2翠

観」．・・D15一㍊署†，

　旧れぱ、26宰全部読めた者が3入いたために、これだけ成績がよくなった

のであり、大多数の者はほとんど読めない。わずかに読めた細字は、

　　ガ　ギ　一ぜ　ベ　ペ

の5字であって、これも、ひらがなからめ類推によることは明かである。
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5．　数 宇

　．123蔓S）　・’’’”］Oの数字につ

いては、東京で平均7．9字、農

村でも6．5字である。これは1｛｝

字金部が読める考が半数以上あ

る。そしてこれは、実験学校に

おける6月1口の検査である。

（被li題査者48名）

　ただし、123の全く読めな

し、ヲ婁乏力9ξ）回し、る。　こ二〇）じ手1群こ（Ml、

孤月学校かたかなi蜀馬蝿掌得点分布

35一國

．30

？．5

20

15

10

“5

魯
3

0369，2言5了82124字字教一一

2、3の意味は理解しているのではないかと考えられる者もいるが泌にかく

こうし「た：検盗で全く反応：を示さなかった者である。

　　　　　　案騒学校数字読掌得点分布
6．　漢　　字

、念L

20レ1
，
5
1
’

」寛謹・
　　　　　　　2
　　ユ　　　　　　ぎ

鍵L認一一皿」霞＿

　　Ol　23　4Sb　78　9字数一

　　　　漢字についてはs

　　　　どうし・う≒斧力9読N）る

　　　か適離に検査するこ

　　　　とがむずかしい。子

　　　供は、自分の姓名や

　　　地名などに使われて

　　　いる蛋墾殊な漢字を読
10客

　　　むことができる揚合

がある。しかしそれを、ひとりひとりについて想定した検査問題を作成する

ことは麟である．わ編。れは・畔一聯年生・2年生の鍵｝書に頻mし・

1、2年で学襯すべきものと考えられている50宇（後に掲げてある）を選んで



i

それについて検；査したのであって、以下はその隈りでの話である。そして、

東京では平均5．35宇、農村では4．議宇知っているという緋果を得た。これに

ついても個人差が甚しく、最低毛）宇から最高23字まで、大多数の者ぱ…・宇も

読めない。あとは得点が分散していて、字数が多くなれば入数ぱへる傾向が

IE’

l
，
5
1

i’撃
決
盒。

爽駿学校漢字読掌得点分布

2’r

’lr

　　o
亨数一一

3

5

2
1　　1

2

3　も　9　22　15　18　？毛掌

ある。左の図で幻宇以上が

ふたりであるのは、検査：文

等：・を50宇に限ったからであ

り、ひらカ：な、力当妃力・なと

はとはちがって、対i象が無

限ではないにしても、何百

何千というわけであるから

それは当然である。

　このうちで比較的多くの

者が知っていた漢字は、

　一．・二三四大子

の6宇である。
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Bどれだけの：文字が：書けるか

1．ひらがな清音

　あいうえお……んの46等二についてみると、東京では平均して23．2字書け、

農村で1＝L平均して望3．9字書ける。実験学校の46人についてみるとN最低は｛》

等：一、妓高は45字である。これを談

　　　　　　　　ぽド
示すると1右のようになる。

　こGでも書けない者と講こける者

とがあって、中閥の聯1よ少いとい

う傾向がないわけではないが、読

字の時ほど極端でない。完企にで

きたという者がなく、上位者が分

；散している。それに、完全にでき

人
G

　
2

1
5

10

5

　
　
　
　
つ

f
八
数

爽蘭学絞ひらがな漕音書康得点分布

ll

　　s
A．　t，　O

芋歌一一

　　　　　　6．　　　6

鹸血糊一・
lo　｝s　20　2s　3D　3r）　4e　arJ　cs’．

なかったという者も割合に少い。｛｝字から4字までの者が読みの場合には望4

魯・たが・書く方では7釈こへっている。そして・その代り・5掌から9宇

までの者が増している。読みの時に一・等：も読めないで零点だった者がx書く

方では4字書けているという、ちょっとふしぎな現i象もある。これはテスト

の方法によることであって、読みの時にはこちらできめた語の形で嵐したの

であるが、書く時には、それと共に「そのほかなんでも書ける宇があったら

書いてごらんなさい」というのをカllえた。そしてそれに対して、肉分の名前

だけは書けるようになっていて、書いた著がある。その中には誤字、あるい

は判読に苦しす∫ものもあったが、何心かは蕉字と凋定されたのである。なお、

この学校では、入学に際して、自分の姓名だけは読み霧きできるようになっ

ているのが望ましいという指示をしている。したがって、大都分の者は入学



〈
｝

講にそれだけの蒙庭指導を受けて来ているのである。

　自分の姓名だけは書ける、したがってその一・宇一字もその限り読めるので

あるが、この際、まだ、その文宇が単独で、あるいは知らない組み合わせで

繊て来た時に読めるだけのカはない。第一…i、…・寧が…音をあらわすとか、一．．一

宇一字が独立した表現符号であるという意識が明瞭でない。

　小学校入学当初において、ある者には読めないにもかかわらず書けるとい

う文才があり、読める丈宇数よりも書ける：文字数の方が多いという者が何回

か見繊されるということは奇妙であるが、実はそeに、子供の文宇轡得の過

程や段階が示されているのである。

　なおこの現象は、実験学校だけでなく、各地の協力学校において兇繊され

報告されている。

2．　ひらがな濁音・半濁音・

　がぎぐげこなど25字については、東京で平均7．3宇、農i村で平均4．｛｝字書

ける。実験学校における内訳をみると、47名中，最低は｛〕字最高は22字である。

爽験学校ひらがな湾音書掌得点分布

人

25
　24

20

15

　10

i　s！

金
　o

k　， e　3　3

6

2

　　03　b　9　12　15　18　21　V一

字数一

　左のように．半数以上、の24名が一・

宇も書けない。他の約半数の能力

は分散している。よく書ける者で

も全都完全には書けないで、第一・

位は。、次は2名で、第三：：三段階力1一

その申では一番人数が多い。な

お、ここでもまた読めないで書け

るという鏡象がわずかであるが見

出された。
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　　　　　　　　　　　3。かたかな清音

アイウエオのかたかな猫字については、東京で平均ユ．5宇、農村で平均0．

f，8宇である。実験学校で最低は（，

字最i蕗で～い。字である。　（被調査

者46名）右表の44名の内訳ぱO字

者が38名、1字から2字書けた者

が5名、3宇書けた者が1名であ

る。そしてコ〔｝字以上というのは葦・／）

ずかに［名である。この点からい

って小学校入学時においてはかた

かなが書ける者はほとんどないと

いってよいであらう。

4．　かたかな濁音・半濁音

実験学校かたかな湾音露禦得点分布

人
4
5
　
釦
｝
3
0
3
0
2
5
鉛
刷
1
5
4
0
5
0

↑
へ
数

“

44

等　　1

　　O　5　10　15　N．　45　’sde’

栖数字

　ガギグゲゴなどの25字については、東京で平均O．48掌、農村で平均（1．】3宇

でこれもほとんど書けないといってよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　5．　漢　　　　掌
　人
　　　　　　　　　　漢字は東京で平均2，9字、農村で2．6宇となっている。
　　　30

，s

1
，
i
i

7

　　　　0　3
　字eSt　一一

これは刺激語の継違、検査の場面と心理との絹違に基づくものと思われと」。

　　実験学校についてみると、最低｛〕宇、最高ぱユ6宇である。

　　麟のように大多麹堵はあまり｝鰍ない←臨吟二繍け

実験学校蒲田認掌得点分布　　ない者23名）が、籍字書けた蔚が

　　　　　　　　　　　　2名あり、その間だいたい高点者

　　　　　　　　　　　　ほど少くなる傾向を示している。
n　3
　　　　　　2　　　　　　ここでもまた、読みの検；査の時は

　　　　　　　　　　　　読めなかったが、書く時になった
6　9　12　15　18・　21　“fy’：’

　　　　　　　　　　　　ら書けなという実例が幽ている。
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C　入学前にどうして文字を習得したか

　　　　1．　入学前の交字習得の源泉

　都市の優秀な児童ならば、小学校に入学する前に、ひらがな（済・濁。半

濁）がだいたい読め、漢字も少しは知っている。書くことについても、ひら

がな（清・濁・半濁）・がなかり書ける。1234の数字ぱ完全に読める。こ

れはどういうふうにして習得したものであろうか。これについて、…般的に

次の三つの源泉が老えられる。

　（エ）　生活上の必要……コ234などの数宇にふれることが多い。地名や人

　　名の漢字にもふれる。これらの：文宇は生活的1意味の重い記号である二

　（2）絵本やまんがを読む……そこに書かれている文字を絵と結びつけ、だ

　　んだんと：文字に親しみ、：丈字の意i乗を斑解し、：交字を正しく読もうと1．、

　　て、父兄にたずねる。したがって、絵本やまんがなどを多く与えられた

　　子穣がよく野鶏をおぼえているgとになる。

　⑧　入学準備としての家庭の計画指導……いよいよ学校にぱいるといつの

　　で、絵本や丈宇カードによって家庭で積極的に指導する。この指導を受

　　けて来賭は・．少くとも入学の当三越績がよい・α特旨プ談では・

　　入学準備として自分の姓：名が書けるように要望し、家庭でこれを指導し

　　たことは前述した。）

2．習得の個丁丁

　以上のようにして、知能とか身体的条件とかが仮りに同謡であるとして賑

そこに罪常な個人差が繊て来る。

　最優秀児は、ひらがながほとんど完全に読み書きでき、かたかなもほとん
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ど；読める。漢等二も50字繊して25字読め、1与字は正しく書けるという者があっ

た。劣った者は、ひらがなが一字も読めないし、また書けない。漢字などは

もちろん全然読めないで入学して来る。文宇学｝野は、現代の教育課程の建溺

では小学校に入学し．てから闘摩することになっているから、…・宇も知らない

のが、ある意味では当然である。纂実学校では’、子供は：交宇を一・宇も知って

いないもの、はじめから学習するものとして授業をはじめるのである。しか

し建前はそうであり、総織的な、正規の学習はまだ開始されないとしても、

子供がもし知的。身体的に成熟L．ていたら、それまでの生活そのものから、

多少の自然の習得をしているはずであるe

　入学前の：文峯習得の源泉としてllllに3条に分けてあげておいたが、農村．よ

りは都市の方が文字記号にふれる機会が多い。農民や工員などの療庭よりも

サラリーマンの家庭などの方が、絵本を買って与えるとか、それを子供とい

っしょになって読むとかいう条件にめぐまれていることもたしかである。兄

や姉がいて、それがfi’］t：校に通っているというようなことも、この殴合有利な

条件にちがいない。

　これ等の問題については、後にさらに研究するが、そうした環境要因の差

違にによって、すでに入学の当初に個人差が生じて来ているのである。

　　　　　　　　　　3．習得の地域難

　われわれの調査結果を、東京と農村と、それに中学都市とに分1ナてヌ礼ると、

そこに明かに段階が認められる。

　もちろん、これで東京を代表させ、申間郡市を代表させ、純農村を代表さ

．せるには、学校数が」］li’L足であるしx第一・、中間都旨旨という規定もおかしなも

のであるが、これでだいたいの傾向を知ることはできるであろう。

　細紐にも、ごぐすぐれた少数の児藻1はいるのであるが、亮0人、50人の学級

というよりことになると、全体的には都市に劣って来ろ。それは少くとも前
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項にあげた環境的要因にめぐまれていないのであるから、当然である。

　次に掲げるのはその三つの地域の読宇高平均の比較表であって、そこから

いろいろのことが導き出されるが、特に注隠されるのは、東京と農村とをく

らべた揚合に、ひらがな清音の読字力については農村は車京の80％であるの

に、書字力については、6｛｝％で、つまり，都市・農村の差違が書宇の方によ

くあらわれているということである。

　そしてこれについ℃二1二つのことが考えられる。第一・は、テス｝対象そのも

のの性格から来ることで、あいうえお46丈宇の読みはやさしい。そしてそれ

を完全に習得してしまった者が、農村の方にも算当数存在する。そのために

差が規ないのである。第二：二は、読宇よりも書類の’方が輔導翔得の完成的段階

として、それだけ組織的学習の諸要園の強い麦配を受ける。したがって、こ

こに都市と農村との差がはっきりあらわれる。

　この第二1二の点をさらにもう一歩進めると、読竿力よりも書字力の方が、少

くとも小学校の低学年において、国語学轡の全擁の能力を代表するというこ

とが見繊されそうである。

　ただし、読字力とのこうした関係は、小学校入学動議だからであって、小

学校高学年から中学校生徒の…般的傾向としては、むしろ農村の方が読字力

と書字力との開きが少い。それは、農村ではその後読書が進まず、読字量が

ふえないからである。

地域による読寧数年均の比較（東京と農村）

学鵬項泱|人数繕畔織蜀馨篇翻1脚継灘鍵
　　　　　　　　　　　　　入．　　字
諾鷺藝聯校4・・8・826・・

衆響相論校4…6◎33・・

都二

E轍　 計・・83α・

　　字　　　字　　　　　掌　　　字　　字

10．2　6．2　3．3　4．5　7．1

13．8　5．4　2：8“　6．2　8．7

12．0　5．8　3．　05　5．　35　7．　9・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H

業繋耀lb一、7・4728・・8・・4・…　8・・…

躰睾耀校4，・8・5524．・8・・…　。・・4・・…

判1咩驍P禦校・…．35・8・・　6…4・・　2・・4・・5・・

農鞘繋数　　計33・23・・　7・・・・　・・・・…

　　　　　　　地域による読字数平均の比較（地方中閲都市）

学校名羨翻人数篇辮諜濁難事編：諜露欝欝
　　　　　　　　　　人　 字　　　　字　　字　　　字　字　字
小異鐘京学校4を。一23・52…　7・・・・・…　6・・

松簾小学校　・，・5・29・・4・8・…　3　・…　9・・

横縮東学校9il－266・25・・9・46・・…　4・…

小縣第二小糠5…　　2…　4．・5・・　・・・…　7・・

四絞の平：1均　　　　　　　　205　　25．2　　　7．6　　4．1　　　0．5　　　3、8　7．9

東京二字，農村三
絞を合せて　　　　　　　650　　25．8　　　8．6　　4．3　　　1．5　　　4．3　7，4
九校の平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢

　　　　　　　地域による善字数平均の比鮫練京と農村）　　　　愛．

鞭名評 ﾜ痂1人数繍認羅蜀獣藩駕：灘濁薯漢字

　　　　　　　　　　人　　字　　　字　　字　　　字　　掌
礪懲難轍4，・22　・6’・2・・・　・…　　α・62・・

穆錦紗　・，・・6・2・・…　　2・・・…

璽甥㌢数　　・・62・・7・・3エ…　482・・

長騒未羅郡響董・4・…　4・・・…　25…

兵纂欝拳饗　4…8・55…　3・・・・・…　2・・
；神奈規県中郡

　　　　　　4，　21　35　U．4　2．1　2．9此々多小学校
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数野遊農

学　校　名

小田原市
　大窪小学校

松代町
　松代小学按i

横須賀市
　沢山小学校

小霞町
　小出第二小学校

　四校の平均

東京こ絞・農村三
校と合せて
　九校の平均

337　13．　9 4．0 O．　98　O．　13

地域による讐掌数軍均の比較（地方L申開都市）

テ　ス　ト
　　　　入　数実施月日

　　　　　　入
5，25ﾇ　45

5，1　50
臥25I　60

5，X　5e

　　　　205

2．　0

　　　　　　音かたかかた濁　音激　，t！、，ひらがひら濁
な濁瞥がな半濁暑な清心かな半言蜀暑換ヤ

　掌　　　　　字

18．　5　4．　3

2エ，7　　　5．0

22．0　7，4

ユ2，1　　　3．0

18．　6　4．　9

648　18．　1 5．　3

O．　5

0．5

1．　7

1．　3

xe

エ，1

字
目．　2

0．　2

2，　1

1．　4

字
2．　5

2．5

3．　8

1．　8

e．　95　2．3

e．　64　2．　4

字

　　　　　　　　　　　4．習得の男女差

　雷語発達のごく初期には女児り方が発達が早い。（女児はおしゃべりであ

る。）が小学校の全期閥を通して余り大した差違はなく、小学校5、6年から

中学校2年生の闇では女子の方がややすぐ匙ているということは、これまで

の諸家が報告しているところである。（ただし愛育会の昔の調査では学齢前

児童で男子の方がむしろよかったという。）実験学校の48名にtついては、当

初は女子の方が平均してよい点を示していたが、そのうちに男子の方の学業

不振児が2名転校して男子の方に嫉不振の者は少くなり、女子の方には依然

として3名ばかりの不振児がいる。それk’すべてのテス｝を通じて男子の方

が優勢になってしまったQ

　入学当初におけるひらがな溝音・濁音・半濁音の読み書きについて、実験

学校、協力学校などの合計29学級、勇女各700名ばかりについてみると、女
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子の方が績がはるかによく、男子の方が成績がよいのは、読み書きとも、わ

ずかに2地点2学級：だけである。しかしNひらがなの読み書きのようにきま

ったものでなく、その他の’方については、男子の：方がすぐれているq

男女別による読掌率の比較

・　徽人数
　　　名…ス月i級学校
｝．　｝ト日糊烈

神辮鵡：嶺・論：発I

i鷺・榊
　　　　　　　748工　　　　　4，　！．81，　4宰世小学校
遮断校、、81、24124
方南磁、：、。t、3。i，。

柴鑑・・蕪・

　　　　　　　21．　24
　　　　鷺・22！25

　　　　　，，　Egl　，li，，，L，4

　　　　　　　　1
　　　　　　　1i26　26　　　　　g．　1
　　　　　’　TIHVI
　　　　　s，　61

　　　　　蔓　隅：1

　　　　　　　1　　　　　　　32，25　　　　　6，工7

　　　　　5．　ll
　　　　　，

　　　　　　lli

計総鞠 @28i788“ss2

大欝劉壌

認：諜

松代弓・学絞

雲嘉：諜

沢由小学絞

罫蝶

隔疑｛蜜蜜1藝ヨ藝
　　　　　　　　　嫡女囲女剛女囲．客寓躯｝女

％［％i％1％1…畷…多「調コぎ…藏曲断羽％

lEi
i
i
”
i
1
2鵬隠0…8agisa　S40

：：：1｝1識膿：：／s：撒罪：：1に：／l：／

　　　　　　　　　　　　　｝　1　　　　　　　　　｝1　ヨ　　　　　　ミ

　i　l　l
li｛llil｝1蕪llil｛！響

　「　…　　1　　　　　　　　　｝　i　｛　　1　　｝
3ユ・5；37・G｝！7・6i1エ・2

　　　　　　鍛，幽；毒財182．　41S7．　462．　4i72．。

咋魯・一回一　・
　　　　　　10．4　　　　　　　　i4．8112．O14．4！フ．G　　　　　　　　　　　　　　l8，4
蕪ill叢i；i翻：i翻㍊lli

　　　　　　　く　　　　　　　　　、　｝　i　l　l

幽激1｝：lllll鴛

；：：：｝1：：！

釧
91．082．Oi

：銘｝：：：：｝

　l　i
　一　「
　　　ミ：1：！ll：：i

　　　｝

二口

，9．。1、。．。

　一1『i

　l　　ヒ80．OI7S．○

73．　7
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学校名

レ実
iス施

幸燈小学校

比’々多小学絞

池上小学旧

蹟谷第六
小学校
二子小学校

方南小学絞

神多賜・学校

中央小学絞

下松小学校

松代小学絞

城中小学校

新通小学校

沢1⊥i小学校

大窪小学絞

申国小学校

小山第二
小学校

計総平薄

月
［
日

　
ト

Q
u
　
1
　
1

1
　
2
　
2

4
　
44

2
4
【
D
7
フ
2

2
2
2
2
2
5
，

窺
蕉
～
口
広
～
4

1
　
l

戸
b
　
5

6
6
0
5
6
5
0
7

　
1
2
2
2
3
1

覧
覧
回
覧
⑤
⑤

男女別による同字率の比鮫

　　　　　　　　　　　学　　　　ひらがな　i　カタカナ

4
5
4
3
2
G
8
8

人

7
！
2
2
2
3
6
2

9三2

【
b
4
（
」
O
l
三
〇
Q

2
6
3
3
2
3
2

53
・
7

4
‘
1
三
l
lユ
3
！
8
1
2
1
1
1
1
1
　

9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　i　　　　l
　　　　　：：…21：lt：：i121：：

，。1、痴，1，JI2

　i　　l
フ9奄QS・『4S・　5i’2・　0

2468，3i72．4：47。6

　ミ　　　　　　、8、i，、．，i加a、

寧岬・
61：57・2is7・8ρ4・O

　l　　l　　｝　ミ　　く：；li：：1：：：：1：：1

24；41．II34．3、18．8

　i　〔　2
25奄Ua！陣6

　｝…1
　1i1704奄R9・　gi46・　934，’4

誼12諮1油売騰｛

・・如　・・■．

241’20．7i137．sii　“1　一

％
ユ
8
3
フ
　
8
2
　6
3
1

α
4
瓦
瓦
　

4
0
　
．
4
1
α

唱

2
3
R
）
【
b

O
。
よ
8
a

％
8

⑤1

2
6
8
4
8
0
6
4

7
9
4
Z
O
。
a
2
4

2
　

3
2
5
只
）
2
つ
U8
8
2
6
4

4
0
5
9
2

1
3
堰
■
4
ユ

29．　0

　
1
2．　41　2．　sl　2．　sl　2．　21　6．　71　s．s

’
］

　　　　漢字

　　　　｝男i女

a鷺臆講誰．認
ElglV’V：IV’VJ　JI］Algl

　II
g’・ileislfioi’iiloliii・1・

5．　4i　3．　61　3．　9i　S．　61　9．6

　1　i
2．ll　Oi　2．0　　　　ユ．4　　　　　　i．　8i　ii　’i　”’　’1　’i’H　TI

「噌i一一一i
l：：i：：：斗1：：ll

oll　oi　ol　7．2i　7．8i

∴、∴訟。；l

llil編；鰯

　口　　1
’u 戟@L’Ji　L’　thl　W’”1　V’

上の表の合計をすると、入学当時における能力は、

ひらがな清燭の読勃　 男（708名）47．21％

ひらがな溝・濁の書字力　　　男（735名）32．4％

である。

女（704名）50ユ％

女（704名）38．0％
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D　どういう文字がおぼえやすいか

1．習得の難易の条件

　：交字学習の難易については、ふつう二つの基準が考えられている。

　（1）使m率rたびたび使われている文字ほどやさしい。

　②　字形一字形の簡策明瞭なものほどやさしい。

（1）の使用率については、ただ、たびたび使われているというだけでなく、

生活の基本的な揚でたびたび使われているという、揚の限定を加えた方がよ

いであろう。また（2）の字形についても、ただ簡単なものがよいのでなく、特

徴のある字形であれば、相当複雑でもおぼえやすい。もし正しく書くことは

環難でも、読む方だけはかえってやさしいのである。またそこに、読むこと

と書くこととの聞のちがいがある。

　以上の原欺ま、主として漢字の学習について、わが国でこれまで研究され

て来ていたことであるが、小学校入学当初におけるV，らがなの習得について

も、三期はほぼ同一であることが確認された。

　以下に掲げるのは、実験学校におけるひらがな清音の文字別習得率である。

　読む。害くを通じて「お」がやさしいのであるが、これは宇形も複雑であ

るし、特に「あ」の字と似ていて、まぎれやすいのである。テスFにおいてx

両者を混同するものが時kあった：。けれども、使，用程度という点からいえば、

断然多いのであって、そこがおぼえやすい理的の一一つであろう。

　「ほ」と「ぬ」が読みにくい、書きにくいというのも、やはり、字形の複

雑さと共に、使用頻度によることと愚われる。

　「こ」「い」「し」などが書きやすいのは、主として、字形の簡単明瞭であ

ることによるものであろ）。ところが、「へ」は字形が簡単であるにもかかわ
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らず読みにくく、書きにくい方である。これは「く」との混同やもし助詞と

して出ても音価のちがうことなど、習得に不利な条件があるからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　爽験学校ひらがな瀞血盟享別冊得率

一読
月H　　書

4，　18

4，　22

Jr C30

5，　28

426

526

7，　16

7，　14

9，3

9，4

人　　読

　　　　　書 8
6
4
4

4
　
F
り
4
4あ

、し

読

書

60．　，1　e％ i
54．　3

　　　e／0
79．　S

フ1．1

77．3

’r，1．　1

82．　8

71．　！．

4
藪

1
2

4
〔
丞
（ 1

1
4
4

体
の
平
均

　　　　　　　読…．1．．

1．．．　1．　tt，i　1

　　　　　　　読

　　う

　　　　　　　書

　　　　　1読

えi．。N

　　　　　1辮

tt．．．…

　お　l
　　　　　i書

60．4

　び
64．4

64．6

56．5’

62．5　i

43．5

60．4i

63．0

　　　％
91．　1

79．　S

86．　7

8E；．　！

9S．　6

80．　0

　　　9’e
97．　6

92．　9

95．　1

88．　1

92．　7

88．　i

IOO

87．　6

9フ．6

90．　：）

83．　6

フ7．S

！oe

．）o．　：”’

IOO

100

e％1
　　　Z，o，1

84．　9

i？s．　4

82．　6

’7g．　6’

83．　6

”？　7．　5

7フ．3

55．　6

86．　4

77．　8

3k．　8

”ip　3’．　3

8S．　’V

72．フ

95．　6

gg．　s

90．　2

’8！．　0

100

95．　2

｝
　
　
　
　
ミ　
…

　
　
－
　
i

　
　
　
－
　
－
　
．

　
　
　
　
i
　
1

　
　
　
　
　
1

82．　6

67．　9

8フ．7

86．　8

　　　　　読

か

60．　4

60，　9

う
◇

3
．9

ρ
0

8
．（

d

95．　i

gC．，　2

97．　6

90．　Z，

84．　9

8k．　2

き

く

け

こ

読

書

64．　6

63．　0

75，　O

’k］．1

86．フ

88．　6

9．　6．　1

95．　2

97．　6

9S．　1

83．工

82．三

轟冗

書

66．　2

50．　0

70．　S

55．　6

フ5．6

72．フ

9S．　1

76．　2

ioo

ICO

読
書
．
読
書

60．　4

41．　3

62．　5

7ユ．7

72．　7

E4．　4

81．　8

77．　8

77．　8

6rro．　9

86．フ

86．　4

70．　2

73．　8

9S．　1

90．　S

95．　1

87．　8

100

100

78．　5

フ1．6

　　　　　　

78、51
　　　　　｝

66・li
　．．…一…　　弓

ll：｝

　　　　．！



17

隣
i朋
1’pm

l入
瞬
’

さ

読
書
．
読

4，　／g

4，　22

5，　30

5，　28

読

書

8
乃
b

4
一
4

4
F
D

4
462．　5

63．　0

し
読1

書

フO．　8

69．　6

す

けココ
1．i冗

ゴ算；

髭・芝

70．　8

6透．4

79．　5

？5．　6

8i．　8

80．　0

8工，8

フ3，3

6，24

6，　25

　　4

必

7，　16

7，　14

41

42

88．　9

81．　8

9フ．6

90．　S

93．　3

9S．　S

97．　6

92．　9

88．　9

88．　6

95．　1

96．　2

9，3

9，4

41

41

全
体
の
平
均

1

…
　
…

　
　
　
ト
　
「
　
」

　　　　i読

せi
　　　　｝諮
　　　’I

　　　　i”…読m

そ
　　　　　　書

　　　　　　読

『た　、

　　　　［　漁
　　　　1　下誌

ち

つ

50．　2

5S．　7

VJO．　0

2’L．　’？

SS．　3

52．　2

81．　8

71．工

E2．3

24．　6

68．　3

66．　7

・9S．　1

97．　6

84．　0

81．　2

　　　　　I
gs．！　1
　　　　　］

　　　　　　　
92・7　i

87．　2

8S．　8

±oe

92．　7

　　　　9S．6　1　ll．OO

＿＿『『二『．．1．一…翌『二％．

　　　　7±．’7　1　80．5

　　　　61．4　　　　　　66ヤ7

　　　　82．2　1　92．7

　　　　75．0　1　90．5

読

書

，．，，　E

iiケ‘

書

て
読

書

58．　ge

50．　O

rJ4．　2

49．　8

54．　2

4ユ．3

　　　　68．　2

　　　　51．ユ

i’　’70．　，5

i

i　60．O
l
．

61．　4

Sl．　1

．
と

臆
‘

じ
ソ

6e．　4

S8．　7

フフ．8

57．　Jr

97．　6

95．工

92．フ

r7s．　0

97．　6

92．　7

86．　8

87．　6

88．　9

79．　rrJ

77．　8

77．　3

96．ぎ

9．　．　rJ

92．　8

8i．　O

84．　4

フ5．0

90．　2

8i．　O

な

一
｝

を

読

書

読

書

ss．3　1

3叫」．、

rJ2．　！

47．　8

68．　．Z）

5S．　6

65．　9・

5フ．3

軍

88．9　1　97．6

・釧．95・2

77．　8

63．　6

90．　2

85．　3

s2．2　1　g2．　’？．

77．3　　　 8S．フ

ー　
　
　
　
一

85．　4

8！．　2

68．　5

49．　S

”7g．　0

74．　8

9フ．6

！00

フ5．ユ

92．　7

9S．　1

92．　7

97．　6

9S．　！

80．　0

フ3．4

フフ．2

71．　2

76．　3

6フ．4

83．　6

フフ．5

96．k

92．7

　　　　　ヒ

93・馴

85．4

ラ7．2

66．工

76．　7

70．　2



18

月
【
日

調
査

入
数

読
書

4，　18

4．　22

読

書

8
ρ
0
4
4

5，　3e

5，　28

6，　24

5，　25

畷
4
5

5
4
4
4

7，　16

7，　14

9，　3

9，　4

1
9
翻
4
4

1

・　

　　　　　　ミ　みニ　　

　　ぬ　l　　　i
　　　　　　　　書　i

　　　　　　，　　　　　j

4S．　8

26．　1

so．　0

33，　3

48，　9

50．　0

’70．　7

6！．　9

｛
ム
ー4
4

全
体
の
平
均

ね
読

書 i
．

54．　2

32．　6

　　　　i読

の　i
　　　　l書

　　　　1

1

9
　
5

2
1
a

8
　
〔
b

S8．　9

4S．　4

72．　7

44．　4

62，5　　　 7フ．3

64・門60・0

82．2　’I

　　　　　l

68．　2　li

　　　　　L

80．　0

79．　，5

90．　2

フ8．6

90．　2

92．　7

　　　　　一1

は
i…酌h．’．”’

堰
D
．

ひ

読

書

62．　5

54．　3

1
79．　5

66．　7

77．　2

62．　4

92．　7

83．　3

96．　1

95．　1

90．　8

73．　9

1
91．　1

84．　i

97．　6

92．　9

97．　6

9フ．6

84．　7

78．　4

マヒ
肖北

蜘・

翼

56．　2

50．　2

66．　9

60．　9

’d”g’ P－S’一’

　　　　　I

70．5　i

9λ8

83
，7

ふ

92．　7

8S，　4

フ2．6

67a　4

読

書

」
一

、誇

曽
ま

そ

雪≧聾2

5冗

壱冬，

碧f

S4．　2

26．ユ’

63．　6

23a　9

73．　3

63．　3

E S2．　1

32．　6

59．　6

33．　3

52a　3

4／S．　7

95．　1

66．フ

92．　7

8．2，　9

74．　9

52．　8

読

書

u．．39。6

　　

t23・・
巾幽＿．，、．．　　、：．，、　　　　　　，　．＿「．＿　　．

ま

み

読
書
読
書

64．　6

60．　7

64．　6

S8．　7

　60．0　1　73．2

．．一．『3：．『．⊥．．．．．．『『二一5

60．0　1　・63．4

　　　　　　　1・

59．0　1　6C．，5

77．　3

77．　8

81．　8

72，　3

9：．”．6

rj5．　S

93．　3

84，　1

97．　6

96．　2

9’7．　6

85．乙

78．　0

フ8．0

90．　0

82．　9

100

95．　i

leo

9フ．6

63．　9

50．　9

60．　，5

33，フ

　　　　i読

む
　　　　　　書

47．　9

i9．　6

S6．　8

17．　8

86．　3

84．　4

86．　8

”？g．　4

64．　4

50．　0

78．　0

64．　0

フ0．2

70．フ

66．　0

43．　6

めi読
　　　i書

s6．21，　6s．2　i　so．　o　li

3g．1　1　33．3　1　63．6

9S．　1

「フ8．6

92．　！

87．　8

77．　6

59．　6



コ9

調月

川州

人
数

読

書

4．，　18

4，　22

5；30

5，　28

6，　24

6，　25

7，　16

7，14

t
9，　3

9，農

・．，＝ヒ

i…冗

夢1殺

lk 8
6
4
4

襲
薦 5

畦
4
農

1
2
4
4

！
1
4
4

全
体
の
平
均

1

も繁i
　　　　　　　　　j’

や　副

ゆ

よ

ら

り

読
書
…
読
霜
…
読
需

2
8
一
3
　
2
…
4
9
…
4
2
…
0
8
．
2
1

6
。
臥
…
a
Z
…
0
，
3
…
α
a
…
α
4
…
6
。
9

5
4
5
5
…
6
2
…
6
5
…
5
3
内
5
3

　q．　rro．　o　s6．　7

　51．　1　79．　5

68．2ド867
s3．3　1　sk．　s

．．．．．．um．．．．．．．L，．

6s．gl　6gg

　26．7　i　6k　4

97．　6

90．　5

92．　7

88．　1

9．　17．　6

92．　7

9S．　1

92．　7

81．　7

71．　6

7フ．5

72．　9

　
　
…
　
　
…

釜
穿
…
釜
｝
…

ぽ
訪
響
…
影
譲
…

1

91．　8

64．　4

66．g　l

SI，　1

7フ．3

60．　0

9！．　1

84．　1

68．　9

6S．　9

…　1
82．2　i
　　　　　1
7．s：．．g．m．1．

82．　9

73．　8

91．　6

92．　9

78．　0

73．　8

90．　2

83．　3

90．2

80．5

97．6

　　　　　　
95・l I

9B．ユ

8フ．8

97．6

92．7

73．　．1

52．　3

84．　9

77．　1

70．　8

61．　9

79．　9

69．　3

る

れ

読

嘗

財
‘
p
．
毒

y
診
l
j
し
毎
‘
を
．
i
．

．
読

66．　2

47．　8

72．　7

6S．　6 1

88．　9

フ2．7

96．　1

83．　3

92．　7

90．　2

80．　4

69．　3

ろ

47．　7

2C3．　9

J6．　2

3フ．O

！，Q　0

26．工

59．ユ

3］．．　1

63．　6

57．　8

）躍

71．　1

t3A．．　Jcr

フ5．6

t？　．2．　7

t7s．　6

63．　6

86．　4

S6．　7

8，5．　4

66．　t？

8フ．8

76．　2

87．8　i

　　　　　］

3α明．

cjL）．’7　i

87．　8

56．　8

44．　4

69．　4

3i　O．　E

’：74．　0

6（｝．　8

1”　b，s．i

I　s2．g

を

ん

読
書
…
読
講

50．　0

ユ3．0・

63．　6

22．　2

フ7．8

59．　i

87．　8

7ユ．4

97．　6

9’7，　C－i

i

I　　　　95．　1

1　6i．o

I　ioo
I／　i．oo
1

72，　I

st7．　8

s6．2　1　84．1
　　　　　｝

，」8．7　’ P　’1／5．6

91．］

93．　2

フ4．0

46．　6

84．　9

84．　t2



20

査
日

調
月

人
数

含

読
書

読
書

4，　18

劇22

8
6

4
　
4

5，　30

5，　28

5
4
｛

4
｛
4

読

ゴ
ポ

s7．3　1　7±．3
．．fift，．g．wwLum一．｛s｛

6，　24

6，　25

7，　16

7，　14

5
4
一
4
4

1
9
μ
4
4

9，3

9，　4

8！．　4

フ5．4

1
1
4
4

体
の
平
均

90．　E

82．　3

96．　2

89．　3

フ8．5

68．　9

2．　読みやすい女字：と読みにくい文字

　ひらがな清音だけでなく、濁音・半濁音・それに湊字をもS］ilえて、特に読

みやすい文字と読みにくい丈字とについて考えてみる。ここで「ま」が読み

やすい：文字にはいっているが、これは、「ましたjとい）形や何かで頻出す

るからであろう。

　「ぬj「め」「わ」「れ」などは混同しやすい／ハあまり出ないので読みにく

い。

　濁音・半濁音では「が」が読みやすい。また，「ぽぴぶぺぽ」の半濁音が読

みにくい。ひらがなでは特にあまり提錫される機会が少い文字である。

　漢宇では「一・二三」から「子」が読みやすいのは，女子の名前に出て来た

り、生活上頻嵐しているからであろう。

　かたかなは、カリキヘヤなど、ひらがなと宇形の似たものが読みやすい。
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3．書きやすい文字と書きにくい丈宇

　書きやすい文字・書ぎにくい文字は、読みやすい丈宇？読みにくい丈字と

だいたい似ている。しかし、書く場合には字形というものがンかなり：重要に

なる。「ご」「い」「し」が書きやすかったり、「を」「ぬ」「む」「ゆ」

などが書きにくかったりするのは、その理由による。

　書きにくい濁音。半濁音が、「ばぴぷぺぽ」だけでなくて、「ぢ」「ぜ」

「ぞ」などあることも注筒される。

　なお、これは読みにくさと関連するが、音価から来る賑題がある。「へ」

を「エ」と読む、「ず」＝「づ一1　「じ」m「ぢ一，iという閥題もこのことと

からんでいる。

　　　　　　　　　　　　　零
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Eどのようにして調べたか

1．　実験学校と協力学校

　われわれの「露語能力の発達に減する調査研究」は、昭和28年慶に：おいて

実験学校1校、協力学校14校を委嘱して繊発し、た。

　実験学校（東京四谷第六校）においてば、4月5Hから所員および補助員

6名が毎日教室に参加し、運動場で子供たちと共に遊んで、子供たちと親し

くなることに努力した。

　入学当初の子供は、文字が読めないから、テストぱ口頭でs姻汝面接でな

ければならない。それに入学当初の微妙な神経の動きを考慮して、警戒心を

解かせることが第一であった。

実験学校においては・観察記録・テス陸全部）直接・所員の手によって

おこなったのであるが、協力学校はこれをその学校の職員に任せるのである

から、それだけの熱意と研究能力とのある学校でなければならない。特に神

奈川県申郡比女多出は、実験学校が東京の中心都の学校である閣係から、純

農村地帯の資料がぜひとも必要であるためNわれわれが実験学校において実

施した観察・記録・テス5のほとんどすべてについて、全く同一ものを作っ

てもらった。その他の協力学校においても、担任教員、国語主任、学校長の

協力によって、できるだけの研究項霞を担当し、資料を送付してもらった。

　その成果の一・部分はすでに示したが、以下に掲げるのは4月第ユ園のテス

トの時の調査問題と、実験学校の心気の一部である。実験学校の個入個入に

ついては、この報告の中で触れられることがあり、この研究自休が個々の事

例の研究を一つの重要な爾と考えているので5個人別集計表を掲げる。

　昭和28年度の正式の実験学校と協力学校とは次の通りであるが、この報告
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書の中にはそのほかに協力していただいた学校からの資料ものせてある。

　爽験学校　　東京都新宿区四谷繁六小智校

爽験学校に攣ずる協力学校

協力学校 ．兵障撮氷上郡幸世小学校

　長淵県上水内郡神頻匡小学校

　滋賀膿大津市中央小学校

　長野県松代町松代小学校

　神奈川県横浜市六浦小学校

　静岡喋静岡市彩樋小学零簑i・同 中田小学校・岡

神奈川県中郡比々多小学校

岩手漿和賀郡二子小学校

東京都杉並区方南小学校

栃木県小μ1町小山簗二小学校

神奈川照逗子町久木小学校

山口県下松市下松小学校

　　　　　城内小学校

2．　第1回調査の問題

ひらがなテスト

　　　　　　　r凶・i・国・　　　　ヒ　　　　
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漢享および数享テスト
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ひらがな・かたかな書掌テスト

　下記は参考にすぎない、児1童にわかる語であればなんでもよい、下記によると清・

濁・半濁のすべてをつくしている、ただし次のように重禺する、一一お、う、つ、こ、

と、り、る（2囲）、き‘（3圓）、ん（9鳳）。

1　あさ

2　いぬ

3　えんぴつ

4　おに

5　き・をきる

6　かぜ

7けしζむ’

8　すずめ

9　せみ

10　ばん

11　つづき

12　べんとう

13　ともだち

14　のり

15　はなぢ

19　ひよこ

17　ふゆ

18　へび

19　ほんばこ

20　まんが

21　やね

22　きれ

23　げに

24　ぼんぷ

25　どんぐり

26　ざる

27　おじぎ

28　ぼく

29　ぞう

30　でんわ

31　てぶくろ

32　べん

○ひらかなで書いたら、ほかの字は知らないかと言ってかたかなを書かせるo

Oお・をなど一方の掌しか字かないときは、ほかのお（またはをを）知らないか。

　と雷ってきく。

漢字テスト

1　いち、いっ（いっぼん）、ひとつ。

2　あし、そく（えんそく、げそく）。

3　あおい、あお（あおそら）。

4　あかい、あか。

5　に二、ふたつ、ふた（ふたり）。

6　いし、こいし（いし、いしけり）0

7　いれる、いる（いりぐち）、はいる、｝こゆう（｝こゆうがく）。

8さん、みっつ（みつこし）、み（みいろ）。
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9
0
　
1

1
2
1
1

いろ（きいろ）。

うえ○えした、うえの．うわぼき）、あカミる、あげる、のぼる・のぼり・じょ

う（じょうげ、じょうとう）o

し、よっつ（よつや）、よん（よんこ、よんほん）。

うまれる、いきる（ながいぎ）、せい（せいと、せんせい）o

13　おおきい、おお（おおさわぎ）、だい（だいすき’、だいがく）。

／4　かわ（たまがわ、おがわ）o

5
6
7
8
9
0
1
2

1
1
1
1
1
2
2
2

3
4
5
戸
◎

2
ウ
個
2
2

き（さくらのき、うえき・）、もく（もくようび）o　　　　　　　　　　　．

ご（ごにん）、いつつ）いっか）。

くち（いりくち、でくち）。

くに（にほんのくに）、こく（がいこく、こくご）。

こ（こども）、（はなごさん）、（こいぬ）o

せん（せんせい）、さき（ゆびさき）。

じ（かんじ、じをかく）。

した（うえした、くつした、したじき）、くだる（くだりでんしゃ）、おりる、さ
がる、げ（げそく）。

ろく、．むっつ（むいか）。　　　　　’

しろ、しろい（しろYhはな）。

そら（そらいろ、おおそら）。

しkう（おしXうがつ）、ただしい。

27　たつ（たちあがる）、たてろ（はたをたてる）、りつ（くりつ）。

28　ちいさい、しょう（しょうがくせし＼しょうがっこう）、こ（こいし）0

29　つき（おつきさま）、がつ（しがつ）、げつ（げつようび）。

30　つち、ど（どようび）。

3i　しち（しちがつ）、ななつ、なな（なないろ）。

32　て（てあし）、しm（うんてんしゅ）。

33　でる（でぐち）、だす。

4
5
6
7
8
Q
V

3
3
3
3
3
3

なか（まんなか）、ちゅう（ちゅうがっこう）。

はな（もものはな）、か（かだん、かびん）o

はやい

ひ（おひさま）、び（にちようび）、にち（二ti一一一・｝こち）、か（ふつか）o

ひ（ひばち）、か（かじ）。

はち（はちばんめ）、やっつ（ようか）o

40　ひだり（みぎ、ひだり、ひだりがわ）0

41　ひと（ひらいひと），にん（よにん、にんげん）、じん（アメウカじん）、（ひとり、ふたり）

42　ふゆ（なつ、ふゆ）。

43　ほん（ごほん）、（にほんのくに）、ぼん（いっぼん）、ぼん（さんぼん）、もと。
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44　く、き・ゆう、ここのつ0

45　みぎ（みぎひだり）、（みぎがわ）。

46　みず（かわのみず）、すい（すいどう、すいようび）。

47　みみ、じ（じびか）。

48　め（めだま）、もく（ごもくならべ）。

49　じゅう、とお、じつ（じつぼん）〔土地｝こより　じゅつ（じゅつぼん）〕

50　やま（おやま、ひとやま）、さん（ふじさん）。

　　　　　　　　　3．　実験学校における集計表

瓦町力集計表（4月18匿調査）

　　　　　　　　　　　　1．病めた劃話調籔に＿胞．
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亙入学当初のその他の言語能力

A発音の正確さ 醇

’1．第一回の発音検査

　小学校入学当初において語音を正確に発音し得ない者は何人ぐらいいるか、

どういう子供ができないか、また、どういう音が発音しにくい音であるか。

これらのことにについて見当をつけるため、実験学校においては5月2珊，

その他の協力学校でもだいたい問日ごろ、模嘔の方法で次のような検査をお

こなった。

　このテストは検査者の耳が根本問題であり、6人の異った検査者が5名な

いし10名を受持って行ったものであるから、絶対正確とはいえないが、傾向

だけはわかるはずである。

　問題は、この期の児童たちに、まだ残っていると思われる幼児音、予想さ

れる発音上の困難や誤りをふくむ音素を含む語をなるべく児童の生活に親し

いことばからえらんだ。

　なお、清。濁・半濁音のすべての音は、一応娼しておいた。促音、拗音の

例も相当鐵しておいたが、第二回めには、拗音の不足の分をさらに補充した。

　　　　　　　　　　発‘音テストの問題

　次の12の文を調査岩が明瞭にゆっくり言って、児童｝こ模唱させる。　くりかえしても

かまわない。主として、（1）ガ行鼻濁音ができるか、（2）拗音ができるか、（3）促音

ができるか、（4）清音と濁音を混同することはないか、㈲　ライネソをダイネソとい

うように、幼児音あるいは訥音のため音をまちがえることはないかを調べる。誤った

音については、その誤まった個所に誤まった音を記録しておく。　（かなで表記する）。

　1．＝・　P、　一一ガク　オメデトー。
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2．イッアーマ．イリマス。　イツテ．イラッシャイ。　タダイマ。

3．ボー一・・シワ　キチソト　カブリマショ・・一　0

4．アタラシ．・で　ツクエノ　ナヵmワ　ホソト　チu　’一メソF　：T：yピット　オリ

　ガミガハイツアイマス。

5．キw一一ワ　ガッコー・デ，セソセート　イッシヨニ，ペソキヨーシマシタ0

6．ム”一カラキシャガハシ。テキマシタ。バンザイ。

7．ワタ．クシノ　ウチデワ　イヌト　アヒルト　ウサギオ　カッテイマス0

8．オーキナ　ハナ。　キy一ナ　チupmチョ。　アカイ　ハナワ　・イツツ。　キ

　ーロイ　チN一一ワ　ヒトツ0

9．ミズノ　ナヵヲ　オヨイデ．イル　キゾギ韓ヲ　カゾエマショー。　ロッピキ

　イマス0

10．　スズメワ　　カ・ワイイ　　＝トリデス0

11．ジョーブナ　カラダ＝：　スナオナ．ココロ0

12．ラィ木ソr一　ナッタラ　ナソネソセーニ　ナリマスカ0

！3．ヤマデ　ドングリォ　ヒロイマシタ。．ヵ：ゴエ、　イツパイ＝ナツタノデ、

　ユーカ。タN　ゲソキヨク　ウチエ　カエリマシタ。

14．ソトワ、　かぜガ、　ビュhaビュー　ブイテ　イVス。　アメモ、　ボツボツ

　7ツテ　キマシタ0

15．チソドソヤサソワ、　タ．イコト　ラッパト　フエ　モッテ、　グルグノレ　マチ

　す　アルキマス。　ピーヒヤラ　ドソドこ／、　プカプカ　ダソ1「ソ。

　　　爽験学校に見出される登音のge　ifの傾向

（数字は件数、かっこの中はその比率、調盗人貴45名）　　　　　　．

ガ繰遡腿球嬰9二ρ
・　．∴．．＿ね45．9rρ）

　　　　　　　　　　　
ダ　．ラ∵＿∴1．鐙9銀λ

サシスセi15（5．9）
・　と．．・i』鯉≧
　　　　　　　　　　くチ　　　　　　　　　　　　　　ッ　　！　ユ4（　5．5）

　　　　．．．t．t．一一一一一一i一一一＿田一．一

拗　　　　　　　　　　　　　　音　　1　ユ3（　5．ユ）
　　　　．．．．．＿．．．．．．．一．．．．．．．＿．＿．＿＿．．．．＿＿＿．＿．．．．．．．i．．．．．．．一．一．．＿．．．．．．．．．．一．．．一．．．一一．一．．．．．．．．．一一

脱　　　　　落ilO（4．0）
　　　　　　　　　　1

ご＿＿豊．＿．．ご1団照∵『？……

＿総．．．．＿．．．．プ1鐙9≧

　　　　　　　　　　　ミ
ー竺龍鱒化するi－r鯉≧
　ガ行鼻音ができない　i6（2．　4）

……．『……∴∴…．…血L蕉9包…
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　この調査から、が三音を鼻音化しない者が非常に多いこと、東京の子供で

あるためにヒとシを混同する潜がかなりあることが知られた。その他にはダ、

デ，ドが正確にいえないのである。

　個人別一覧の方でみると、ひとりで％の誤りをおかしている考がある。こ

の調査の限りでは女子の方が発音の不朋瞭・不正確な者が多い。あまったれ

た言いかたも女子の方に多かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　。

2．　第二回のi発音検査

　第二回の発音検；査は、実験学校においては7月7日、協力学校においても

だいたい同臼ごろおこなった。方法は第一回と金く陶じで、内容として、第

1回のに拗音の補充をした。

　その結果の個特別一覧表を掲げると次のようであって、全休の誤りの件数

は減り、全然誤りを犯していない者の数も増している。

　申には、第一回のテストで誤りが零だった者が、このテストで誤りが4件

も発見されている者がある。これは調；査者の耳の問題であろう。それにもか

かわらず、全体としてみれば、前回に誤りの多かっ者はやはり多く、だいた

い同じ傾向を示している。また、女子よりも男子の方が全体として誤りの件

数は少い。ただ、女子の方に誤りの零の者が多いということは注意すべき現

象であろう。
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B語いの能力
　　　　　　　　　　　　1．第一回の語い検査　　za

　小学校入学時において、児童は約6，000語を聞いて理解しs3，000語を使う

ことができるといわれている。しかし、どこまでをi麗解しているといえるか

その隈度の取りかたでその範囲はもっとせまくなり、あるいはもっと広くも

なる。

　この問題についてわれわれは、次のような方法で＿1園のテストを実施し、

この聞題が厳格に考えると実にむずかしい聞題であるということを知った。

そしてこれは非常に胃病であるが、2，000語の段階ならまずかなり正しく把

握しているといってよいということを知った。

　第……灘の語いテストは、実験学校においては4月2脳、協力学校において

もだいだい伺日ごろおこなった。

　　　　　　　　　　　語い検査のための語脈（第一回）

　阪本一一斑～灰　「日本；『静享毒本語彗甦　　幼・｝拝之部」　1，000言一代（王）～（5）、　2，000語代（6）～（監5），

3，000；語チ蜜（16｝～〔29）、

　かっこ〔　〕の中は、問いかたの実例、評価◎○△Xo

（i）　てつだい　〔おてつだいってなに？　きみはおてつだいする？　どんなことをす

　　　　　　　るの、いってごらん。〕
（2）　くやしい　　〔くやしいってなに？　どんな時くやしいの？　くやしい時笑う？

　　　　　　喜ぶ？〕
一（3）せいよう　〔せいようって知ってる？　どこ？　日本？　そうでないの？　アメ

　　　　　　　リカや・イギリスの方だね。そうよく知っていますね。〕

（4）　しょくじ　〔ごはん？　しょくにんのこと？　まちがえること？　なに？〕

（5）　くわえる（磯）　〔どうやるの？　犬がなにか、くわえるでしょう、どうやるの？〕

（6）　まちはずれ　　〔まちの中のこと？　にぎやか？〕

（7）ちゅうがえり　〔どういうこと？．だれがやるの？　どこで？〕

（8）　し一んとした　　〔おどろいたの？　こまったの？　静かになったの？〕

（9）　にわさき　　〔庭の中？　夕卜？　わき・？〕

（19）かすか（にさけんだ）　〔穴きな声？　小さな声？　「かすかに見える」ってなに？

　　　　　　　　　　　よく見えるの？　よく見えないの？〕
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（11）かんぴょう　〔どんな時、だれがするの？〕

㈱　はなざかり　〔たくさん咲いているの？　少しなの？　映ぎはじめたころなの？）

（13）せんし　〔せんに死んだの？　いつ死んだの？　なんで死んだの？〕

（鱒　つまつく　〔どうなるの？　つまついたことがある？　どんな暗？　やってごら

　　　　　　　ん〕

㈲せっせと　〔せっせと笑った、せっせと声を汗した、せっせと働いた、でどれが

　　　　　　　いいの？〕

a6）ほんのり　〔どうなの？　こいの、うすいの？　たくさん、すこし？〕

側　るすい　〔るすをすること、どこかへ行くこと？　うちにいないの、いるの？〕

C18〕しかめる　〔何をするの？　手をしかめる、肩をしかめる、顔をしかめる？〕

C19）　こけ（苔）　〔どこにはえるの？　木？　草？　大きいの、小さいの？〕

⑳　けんぶつにん（見物人）　〔みせもの？　入のこと？　なにしている入？〕

　実験学校における被調査者は男女42名、語いは語表に示したように、「Eil

本語基本語い一等年之部」にもとづいて、1，000語段階から6語、2，000語

段階から10語、3，000語段階か5語、計20語（名詞、動詞、形容調、副馬等

をふくむようにして）が選び出されているが、髄女面接によって理解の慶を

調べ◎○△×の四段階に表示した。

　◎だけの平均7．2語　　（鍛高16語一一最低1語）

　◎○合計の平均9．3語（〃　16語一〃　4語）

　3，000段：階の方ができが悪かったが、よくできた順ぱ「てつだい」　「つま

つく」「しょくじ」……「こけ」「かすかに」である。次の表の下の数宇は

◎の人数である。　　　　・　　　　　　　　、

　　　語
1　てつだい

2　くやしい

3　せいよう

4　しょくじ

5　くわえる

6　まちはずれ

7　ちゅうがえり

8　し一んとし，た

9　にわさき
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個人別語いテスト成綾一覧表（第一回）
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　　　　　　　　　　　　　2。第二、回の語い検査

　第一厨の語い検査の時の検査語いカ：阪本…郎氏の読み物の調査に塞ついて

いたため一その中から話しことばを考慮してえらんだのであるが一第土

回にはこれよりも多少語い量を増して、話しことばの語い調査の中からえら

ぶことにした。

　それについては、岡山師範の語い調盗を基本として、成城学園と長野師範
t

との語い調査を参考に、小学校新入学児憩こだいたい共通してできた2，000

語の表を作り、その中でも一番困難と考えられるものを30語選び画した。つ

まりこの選び霞された30語が2，000語の境界線にあるという趣向であった。

　そして実験学校においては7月1δ曝に実施し、協力学校でもだいたい圃臼

ころ行われた。

　　　　　　　　　　　　語い検登の語表（第二圓）

　家施法（例）「ゆうだち一］ということばを知っている？　きいたことがある？　先生が

　　　　　いうからどれがいいか答えなさい。・今いったのでどれがいい？

　　　　　選択膜は1，2，3，の順番でなく適覚組み合わせて出してください。

蔀門　　　　　検屯する謙
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　結果は平均12．14語で50％にならないが、この第二回の検査は、あらかじ

め選択肢を作り、判定の客観性を期したため、意昧の余りに正確な区別を要

求しすぎた面もある。もしこれをもう少しゆるめたら、結果はずっとよくな

るであろう。しかし、これでこの年駿における語い内容の把握はそれほど正

確なものでないことがわかった。

　なお、協力学校方面における語いテストの成綾については、次の丈法意識

のテストの成績といっしょに掲げる。・
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C：文　法　意　識

　小学校入学時において、ことばの正確な使い方がわか5ているかどうかと

いうことを検査するため、助詞、形容詞の接続、自動他動、可能、敬語等に

ついて、子供のいい誤りやすいものと正しいのとを調査者がいってみせ、ど

ちらが正しいか判定させた。これは実験学校においては4月27日、協力学校

においても側目ごろ実施された。実験学校における結果では、平均正答率は

76％で、完成正答者は15名（蔓2名申）である。誤りは敬語の使いかたおよび

可能の方に多かった。周回と正答者数（実数）を示すと次のようになる。

（」）鳥ないた

　　鳥がないた

（2）赤い花

　e赤いの花

（3）湯をわいた

　　湯をわかした

（4）……たべられない

　　……たべれない

（5）ねこが……くった

　　ねこが……めしあがった

）　4］

］　41

］　38

23
一
㌧
メ

22

5問できた者　婚名

荏問　〃　　］7名

3問　 ノノ　　　 ユO名

以下　　　　　　　〔1

　鋳垣間は「ねこが……くった」と「ねこが……めしあがった」とどちらがいいかと

いうのであるが、子供の申には「ねこが……たべた」といって、とちらともいわない、

どちらかわからないと答えた者もあった。　この問題については、その点を考慮して結

果を［［E　しく解釈して行かなければならない。
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皿入門期における言語能力の発達

A発達段階と入門期

1．発達段階の区切り方

　「入門期」という用語については、現行昭和％年試案の「学習指導要領国

語科編」に、

　　　入門期においては、：交をことばとして読ませ、

　　　一字一宇読ませることは避ける。④2ページ）

とある。ここに「入門期」という語がはっきり出ている。また「入門期の国

語学習指導」について論じた專門の妻：罫物もある。学校で広く「入門期」といえ

ば、「学校にはいりたての時期」「学校にはいったばかりでまだほんとうの学

習のはじまらない時期」である。そうするとそれば4月の入学当初の二週間

であるとか、4月と5月であるとかいうことになるかも知れない。学校生活に．

落：ちっくまでの時期である。　ところが、国語教育の方では、入門期という

と、いわゆる「読み方学習準備」（Re－ading・eadiness）と結びつき・1｝寺に・

入門書　（プリマあるいはプライマPrimerおよび、プレ。プリマあるいはプ

レ・プライ　g　一Pye－Primey）と結びついている。「指導要領」に．も、1年生

の読むことの能力として、

　　　簡単な入門準備書または、入門書的な読み物を

　　　娯楽のために読むことができる。（65ぺt一一ジ）

とある。戦後小学校一・年生の国語教科書だけは三冊の建醜となつ『ご、（二年
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生以上は下部省教科書およびゾこいていの検完教科書が二珊でk．る）文都響教’

科書でいえば：、

　　　①　プレ。プリマ……………「まことさん　はなこさん」

　　　（・）プリマー一一・ノー∴「いなかのいちを・ち」

　　　〈3）　り・一一ダ例巻1……・……・・「いさむさんの　うち」

という構成になった。このプレ。プリマが入門準備書（あるいは第…入門書）

であり、プリマが入門書（あるいは第二入門書）である。しかしこの用語は’

混同され、両方とも入門書とも入門準備書とも呼ばれることがある。入門期

はこの二つの入門書：の終るまでの時期であるが、それがいろいろである。い

ったい発達段階の区別はむずかしいもので、昭和22年度試案の「学習指導要

領国語編」において、「読むことを学ぶ心がまえ」（つまり「読み方学習準

備」）　を重くみているが、そめ基礎としての「話しかた」の教育計画におい

て「1年油滴」とr1年後期」とを分けている。1年生の中間、ユ（｝月半ば項

に区切りをおいた例である。一一ところが、かんじんの読み方0）教育計画の

方は「1年から2年中期まで」を低学年前委讐捷していっしょにして、1年生

の前期・後期を分けていない。これは恐らくアメリカの読みの入門期から来．

ているものと，慰われる。

　アメリカの読みの入門にはもう少し商口がかかる。たとえば、ルイジアナ

州で出している「どのように成長するか」　（H◎wThey　grew，　State　De－

partmen£of　Education，　Louissiana，］946，　Bulletln　No．606）では、

　　　（1）前読方期における読方準備（第一単年の最初の4ないし8週閥）

　　　〔2）読み方学習の初歩謝旨導（第一学年の残りと、恐らく錆二學年のはじめの

　　　　部分）

　　　（3）基礎的読み方態度の急速な進歩（食掛単年・第三学年）

　　　〔4）経験の拡：大：と読み方能率の増加（参喜四・汽。六学年）

　　　㈲　読み方の態度・習慣および趨昧の精練（簗七。八学年）

というように読みの発達段階を分けている。これについては英語と日本語と

のちがいを考慮しなければならない。アメリカのプレ’・プリマおよびプリマ
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という詳つの読み方入門書は、2G〔｝語ばかりの「醸で見てわかる語」（Sight

Vocaburary）一一一一そう．し1たものとしては、ドルチ　Dolch　の220語の語豪

が有名である　　を授け、lje・ダーを読んで行くカをつけておこうというの

である。このうちプ1／。プリマの方で5G語ぐらい出し、プリマの方であとの

残りを出す。このrrr．冊の本が終るのは、今の「どのように成畏するか」の区

分では、第二期である。「恐らく纂二学年のはじめ」と記されている。第一

期の…年生入学の当初は全然教科書を使わない。2eo語以上についてその語

形をおぼえるのにはそのくらいの隠口を要するのである。

　口本の、かな習得およびかな丈字による読み物の読みを主とした幽語学習

指導においては、これとよほど事情がちがう。

　かなの一応の学習は…年生の第1学期末に終る。完全な習得ということは

．質月】2月になるが・それより遅れることはない。（特殊児童を除き）

　そうして、かなを糟得してしまえば、一方に経験的、心理的な成熟は必要

であるが、：文字頂1が読めないということはない。アメリカにおける見てわか

る語い200語の習得以上の準備ができてulるのである。

2．　入門期を決定する方法

　入門期を特に、読み方学習の入門期、つまり、読みの本絡的学習にはいれ

るまでの時期と考え、発達段階の上からいってそれがvkつであるかというこ

とをきめることは、教科轡の編集にも、学習指導の笑践にも、ぜひとも必要

なことである。

その時期の1艇ぱ・読みというζとが・全心身を働かせての活動である以

上、いわゆる精神的◎身体酢」◎社会的な全体の発達の考察の上に立たなけれ

ばならないわけである。しかしわれわれは、まず、学級の大多数の者（．rf）ま

り、特殊な児童を除いたあとのふつうの者）が、ひらがなが大休読め、かな

で書かれた文を読む力が出て来るのはいつごろであるかということを知り、
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’そうした時期において全心身の発達はどうなっているかを究めようとした。

このことについてわれわれは、次の竃つの方向から接近しようとした。

　（1｝学級の80パーセント以上の春がひらがな浩者が完全に読めるようになるのは

　　いっか。
　（2｝学級の80パーセント以しの者が、ひらがなで書いた一：一．三行の文章を陶力で読

　　めるようになるのはいつか。

　・（3）学級の80パーセント以上め春が、拗鷺や促音の表記を読みとれるようになる

　　のはいつか。

　①はり一ダーに強いる資格そのものであり、（2）はすでにリーダーを読むだ

けの力のついた者を見感すことである。③は文を読む資格を特にそうした徴

候に求めようとしたのである。数を学級の80パ・・一堂ン5以上としたのは、ほ

んとうは学級の全員とするべきであるが、ふつう20パーセン1・近くは広義の

読みの障害を持った兜童がいるといわれているからである。

　さて、（ユ）のひらがながだいたい読めるようになる時期はいっかというと実

験学校において、80パーセントの者がひらがな清書が読めるようになったの

は、ちょうどユ0月中旬である。ただしこの時完金に書ける者の数は502〈　．一セ

ントにならない。これらのことについては後にその数表を示すつもりであ

る。

　（2）の短：交の読みについては、4月当初に次の丈を読ませて、すらすら読め

るか、拾い読みか、金く読めないかを評価し、この種の検査をその後も続け

た。第一一一回の時の文は、

　　　きのうは　えんそくで、やまへ　のぼりました。

　　　まちが、　みえました。　がっこうが　みえました。

　　　きしゃが、　たくさん　つながって　とおりました。

である。それ以後もだいたい同じ程度の文である。これについて、実験学校

においては4月ユ8口に検査を実施し、次のような結果を得た。

　　　すらすら読める　　　8



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89

　　　拾い読み程度の者　　16

　　　全然読めない者　　　23

　このすらすら読めた者8名は金員醤名に対し16．6Gパーセ帽・にあたる。

　その数宇ぱ、第π二ll珂（・5月30日）｝こは、27．27パreセン1㍉第三圃の6月

2細には、44．4〔｝　？〈　・一セン1・と上昇を示したが、第四回の7月16日には、］2．

20パーセントと減ってしまった。これはこの時に問題を変えて多少高度にな

ったことにもよる。元来、「すらすら読む」と「拾い読み」との間にはっき

りした限界がつけられない、調査者によって判定が動揺しやいのである。そ

こでこの三鷹の結果については、「金然読めない者」の数を調べた方が客観

性が高い。そうして、学級としての読み方学習準備の完成の時期も、全然読

　　　　　　　　　ヰめない考の数が2｛｝％以下になるのはいつかという点からみることが妥蝸であ

る。実験学校における成果では、それは、

　　　4月　　　　　7帰　　　　　コ2月

　　　50％　　　　　　　37％　　　　　　　ユ7タ6

であって、このことから見て、〕0月中旬から下旬にはだいたい2（｝％になって

いるであろうと思われる。

震たこの数宰を他の協力学校について調べてみると、

　　　　　　4月　　　　7月　　　　］2月

　　比汝多　66．0％　　　43．6％　　　1｛9・．0％

であるから、東京より少しおくれている。

⑧の拗音。促音の読みの完成にづいては1実験学校においてぱ6月28日、他

の学校においでもだいたい岡じころに次の問題について読めるかどうかを検

査した。

　　　促音　　まっか　いった

　　　拗音　　やきゅう　きしゃ　ちょきん

これを読ませて、一読してすぐ正しく発音でぎたもの、最初の一読は：丈字の
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拾い読みでたとえば「マツカ」と読み、すぐに自分で「真赤」と気づいて訂

正した者を正答とした。その結果、実験学校で男女とも正答率のよかったの

は「きしゃ」であり、イ也はだいだい同じで、完全正答者はわずかに5名、1コ

パーセント（被調査者45名）であった。

　第τ二回の拗欝・促音の表記の読みの検査は、7月になったが、こんどの問

題は、

　　　ち，tうちょう　かったしゃしんきゅうこう　しっかり

で、実験学校における成果（7月コ6B実施）は、完全正答者6名であった。

（被調査者慰名）すなわち約15パーセントで、成績は上昇している。こんど

はむずかしいのは、「しっかりjFちょろちょろ」で、他はやさしかった。特

に「かった」（「買った」よりも「勝った」　と読んだ考が多かった）はやさ

しかった。

　これらの二回のテストを通して、拗音・促音の表記を正しく読みとれると

いうことが、読みの習熟の度合いを示すということは、理論上まちがいはな

いが、i美；施上困難があり（自発的な訂正をどのくらいの時間待つかなど）、そ

の読める、読めないは、それが表記している語そのもの、広物。事件そのも

のの親近性によることであることがわかった。

　この検査はその後もずっと続け、〕2月7日のテストでは被調査者36名に？

いて、正答者数で．いえば、

しゃしん

いっさい

びょうぶ

きゅうり

かっぱ

り、ようし

まっくら

7
・
8
8
0
6
0
扁
2

2
9
肖
2
2
2
2
2



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ユ

　　　　　　　ちゃわん　　30
　　　　　　　　　ノ
という結果を得た。完全正答者は】5名であるが、半数以上できている春は31

名で907〈　・一セント近くなる。実際読みの入門としてはその辺で差しつかえな

いのかも町回ない。そうして■これが8｛｝％の時期ということになると、コ0月

］朋のころということになる。なお問題を拗脅・促音の読みの発達に限って

いえば、この能力は他よりもおくれて、終りごろに急に完成するものであっ

て、前記の7月の検査で半分以上読めた者は姓名．N　36？〈　e一罪ンbである。岡

時期においてひらがな浩音が半分以上読める者は％．12パーセン1・、濁音半

濁音は76．61パーセン｝に達している。

　拗音。促音は、よほど読みに習熟しないとすらすらと読めないのである。

　が～以上の（1）（2）⑧の三つの点からみて、1〔凋の中旬から下旬までを入門期

と考えることには一応の根拠があるといえる。もちろんそれは大多数の者、

1〔｝0人いれば80人の者、あるいはloo入申第8〔｝番尽の者の完成の時期であっ

て、そこには非常な個入差があり、また、地域差もある。何名かは入学の当

初にすでに読みの準備が完成しており、何人かはユ2月過ぎてもまだ完成しな

いのである。

　なお、今の揚合われわれは8｛｝パーセントの完成をめやすとしたが、これが

60パーセントでよいのであったら、その時期はもっとずっと早くなる。第一

学期の終りには60パ門セントの者がひらがなが完全に読めるようになってい

る。また、このことは、現在の学校教育の建前（教育計画）、教科書の組

織、学習指導の実際と密接にからんでいる閥題であって、こうした発達の実

態も、それと三連してよく分析してみるのでなければ正しくない。これにつ

いては後にふれることにする。



｛9．

B　入門期における読字力・書字力の発達

1．一般的傾向

　まず実験学校における成果を掲げてこれを概観し、次に協力学校の成果を

も参考にすることにする。

　次の数表と図表からいろいろのことがわかるが、特に図表Q）について

みると、入門期における読字力。書字力の発達の順序、完成の順序は、

　　　（1）ひらがな清音の読み

　　　（2）ひらかな温温を書くこと

　　　（3）ひらがな濁音・半濁音の読み

　　　（4）ひらがな濁音・半濁音を書くこと

である。これは半秀以上に達した者の数によるのであるが、もし全体完成者の

数でいけば②と③の山山が変る。このことから二つの重大な薯実がわかる。

　　　1．書くカの完成は読む力の完成よりも困難である

　　　2．書くカは5月、6月のころ急速に伸びるもめである

図表からこれにもうひとつ力口えることができである。

　　　3．読む能力と書く能力とはだいたい平行しており、一般的にいって

　　　　読める字の80％が書：けるというのは、ここでもほぼ同様である

　　　4．漢字を読む力は二学期未になると急速に増す

この4のことは、このグラフには示してないが、拗音・促音の表認を読みと

る能力についても同様であることは、前節で考察した。つまり、二学期を境

麹として、ひらがなの時期が終り、より広い読みの時期にはいるのである。

　なお、「夏休み」は読字力。書字力め発達にどういう影響を与えるかとい

うと、図表（エ）においてひらがな清音を完全に書いた者の数が減っているの

が目出つが、その他のところはだいたい順調であるQ夏休みが小学校一年生
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実験学校における読掌力の発達数表

4　月18H

読の被の
めか調か
たず査ず
春　　春

％

5　月30　目

読の被の
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の
か
ず

被
講
査
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の
か
ず

読
め
た
者

％ ％

　　　　　　　舅、
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　　　　　　　女1

完祭に読め瀦計1

　こ｝・らカミなや青曽至

i半分以上読め

i儲E
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計…

輪
8　26

30．　431

951861，

25　48　31．2E

　　　　　　男’
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　　　　　　女i　70王26
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is　2s　6．．ooli
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　　　　　24・課，壽23

　　　（57謡

言当来　ヨ1．266　48
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半濁音

　　　　　　　女：
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ひら力竃な～蜀、

半濁音

半分（13字）以、
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半濁音

平均読冊数

認蓬掌壽売めた字

平均宇数

男
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’PP」1
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S　25’
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10　48　？．O，83，　13　t14　2｛．SS

9　23　39．　131
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男
女
計

20　48　41．66i’1

、績23、。．告i
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　　2ro　．　IO．　161’

　　　（40．フ）％｝

488　48　10．171
　　　　　　　Ek／ttt　23　4．　tlii

　　　　　　　l
106　25　4．241

　　　（1工．2）％

21S　48　4．48

22　44　50．00
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2S3　20　　　　ユ2．65

3i2　24　13．00

　　　（Sl．　O）％
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5．　46
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268　44　6．09
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39　4S　86．67

掌　　　　　　字
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1，　C）86　4S　37．　47

7　20　3S．　OO
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13　20　65．00
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4
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掌
0
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3
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171　20
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1ひ・が聯
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1
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案験学校における読享力の発達数表

i・月・6・i・月3・・　l
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23　39．　i3　i　II　21　52．　38

23　47．83　i　15　24　62．BO

46　43．　48　1　26　45　SZ　78

　　　　．．　604字　2ユ　　24．00字

23　23．　3g　1　64s　24　2z　eo

　（45．7）％　　　　　　　　　（55．フ）％

46　21．02’　lllS2　4S　2S．60

　　　0　　　0人21　　　0

23　e　i　o　24　0
46　O　i　o　46　0
23　30．43　1　s　21　38．io

2326．09　9243フ．5G
46　28．26　1　17　4S　37．78

159字23
156

3！5

23

　（27．　4）％

46

68字23

63　23

121　46

6．91字

6．　78

6．　85

2，96字

2．　30

（6．　6）％

2．　63

／

！83字2±

229

412

24

　（36．　4）％

45

80字2ユ

47　24

127　45

7人21

5　24
！2　45

8．71字

9．　54

9．　16

3．81字

1．　76

（7．　1）％

2．　82

33．　33

20．　83

26．　67

％

日25月6

の
か
ず

被
調
査
者

の
か
ず

書
け
た
者

　　人　人’
　S　19　26．　32

　5　25　20．　00

　iO　44　22．73

　k5　　　ユ9　　フ8’95

　ユ8　　　25　　フ2．00

　33　44　75．00

66三字　19　　34。79ご手二

85フ　　　2S　　34．28

　　　　（75．　0）％

1518　44　34．50

　3人19　15．79

　2　25　8．　00

　S　44　M．　36

　11　19　57．90

　ユユ　　　25　　44．GO

　22　44　50．　GO

253考ニユ9　　i3．32字

3e2　26　i2．08

　　　　（SO．　4）％

S55　44　i2．6i

122字　19　　　6．42字

　98　2S　3．　92

　　　　（12．　9）％

220　44　5．14

　ユ1ノ＼　19　　5フ．89

　12　26　48．00

　23　　　44　　52．2フ
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実験挙校における書享力の発達数表

　　　7月14臼i9月4日
　　書の被の　　　　　書の被の

　　贈⊇欝　　i留欝
　　　　　　　　．％｝蕊．．．者　　霊、

　　　　　　　　　　｛

1ひらが縮音男i8
1　　　　　　　女｛7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

！完全曙け儲制・S

田、が聯蛸6
i　　　　　　　　女　　21

1半分以上謝鰭計37

ひらがな溝音

平均霧：字数

ひらがな濁、
li！・濁斎

完金に書けた者

　ひらがな濁、
　半濁音

半分以上書けた春

ひらがな濁、
半濁音

平均書字数

漢字書けた字

平均字数

　算用数字
｝完全曙け儲

者　者

　人茨
　　27
　　25
　　42

　　k’7

　　25
　　42

4フ．06

28．　00

35．　71

94．　！！

84．　00

88．　ie

男［66。字・，3。、、字i晒、、6

女
　
計
男
女
計
男
女
口

女
計
男
女
計
男
女
計

931　25　O，7．24

159！
42（撃戟F釜％瞬

○入17

4　25

4　42

！0　！7

ユ2　　25

22　42

男　1241・t手二　工7

　i　　316

667

ユ08字i7
i！±

219

ユ鴬人17

15　25

26　42

　　o

X6．　00

9．　52

58．　82

48．　00

52．　38

14．18字　32i字　16

25　12．　64

　（63．　0）％」

42　i3．　26

　　6．35宇

25　4．　44

　（13．　0）％

42　5．　21

　　64．丑

　　60．　00

　　6三．91

i、人、診，，．，。

　6　　　25　　24．00

　12　　　4！　　29．2フ

1　i616100．00

｛　23　　　25　　92．00

i394、95．　12
…

　　　　　43．00字
く

1996　　25　　37．84

　　　　　（89．3）％

　　　4工．41．07

　5　　　ユ6　　3！．25

　5　　　25　　20．00

　kO　　　41　　24．39

　ユ4　　16　　87．50

　17　　25　　68．00

　31　　　4！　　75．61

　　　　　20．60字
430　　　25　　17．20

　　　　　（73．3）％
751　　　4！　　18．32

ユ46字　16　　　9．13字

2GS　　　25　　　8．20

　　　　　（21．4）％
351　　41　　8．56

　！2人ユ6　7S．　OO

　ig　　25　　76．00

　31　　　41　　7S．6！

12　月　8　日

書の被の
けか調か
たず同ず
者　者　　　　　　　％

O
！
1
6
0
6

1
！
2
三
2
3

7⊥4字16

876字20

1S90字36

　5

　5

10

ユ6

19

35

358字16

441字20

フ99字36

334字16

344字20

678字36

．入…

ユ6　62．60

20　S5．　00

36　S8．　33

16　IOO．　OO

20　loo．　eo

36　IOO．　OO

　　44．63考己

　　43．80字

　（96．　0）％

　　44．17字

16　31．　2S

20　2S．　OO

36　27．　78

’L6　IOO．　OO

20　95．00

36　97．21

　　22．フ5字

　　22．05字

　（88a　8）％

　　22．19字

　　20．　88

　　17．　20

　（3フ．66）％

　　ユ8．83
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　　　　　　　　　　　　リロ　　　1　一一一。．が一ニー、

J：；r雛＝＝ン’！／
　ノ　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　’　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’

／　　；　　　　　　！／
　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　’　　　び　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　±　　　　　　　　　　，’
　　　ε　　　　　　　　　　　　’．

　　　　　　〆

r　辱＿一曽一噂一一開嚇”i一需需冊一冊＿＿巳　一陰＿一幽鍾働一

一一…・
¥・・一一一一一一一一一一一十一一一一一・一一一一一一一一一一一一

　　ロ　　　　ノ

　ノ／

／　i

　　…

　　i
　　：
　　：

　　2
　　i
　　｝

　　駒←　辱　r　騨　輔　”　騨　幣

轟紗

　　　　　　　i
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L一一一一一・一一一．．一一一一i一一一．一一一．J．．．

　　　　　　　1

湾縄鯉i

　　　　　　　1

　：

’すfm………一＋…ドー一’一…試刷・

i　　　　静
　
I
　
i

瀬ぷ腎

　　　涛騨
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四
月

五
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六
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爽騨校における講か欝力の購図表（2）講＝撫1：瓢ll・1

　　　　　　｝　　　　　　　　l　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l　　　．　　　　　　．．．，一”一
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　　　　　　i　　　　i　　　　！』　　・　／＝〆一
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　　　　　　r　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　1　一ρ’一’”
　　　　　　i　　　「　　　　1　　　　　　　　：　　　　　　　　　ノ”’や’”
　　　　　　「　　　　　　　　　・　　　　　　　　　i　　　　　　　　’一一　　　伽　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ

　　　　　　l　　　　　　　　i　　　　　　　　l．ρ・♂”　　　　　　　　1　　　　　　　　／’
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’ど　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　，／　　．
冊一菖一」一一一一・一一一一一＋一一一一一一一㌔一一　　申　　　　の”．＋一一．＿一一一一一一一．一＿一．＿　　　　　　　／
　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一一，牌弾静曹一・一・一v”一一・停解一一＿＿．P．＿
　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　，’　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　’
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　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　イワ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　ノノ

．説げi．／1’i　／で
　v’1　　　i　／　　　！　　　　　　i　　　　／　　　　1
　　　　　　ヒ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　†　プ　　　　　　↑　　　、　一一一一…．レー一…・一ワ《一一一一…一一一一一一↓一一一一一一一一＿＿．一一一一＿一．．

メ麟捗》戯轡ガ　i
　　　　　　i　　　　　　／　　　l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　覇
　　　　　　「　　　　　　　　　　’　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響
　　　　　　ヒ　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　；　　　！　　　　　・　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　i
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　　　　　　リ　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
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　にとってマイナスになっていない。ひらがな濁音。半濁音を書く能力は成長

　を示しているが、これは全休の数が非常に少いからで、ひらがな清音を完金．、

　に書く者の数が減ったということは、文字を書く力の発達は学校の正規の授

　業によることが多い（読む力の発達にとっては、学校の正規の授業も一要因

　であるが、その他にもいろいろの要囲がある）という、これまでの諸調査か

’　らの推論と一一一一致しているように思われる。　　　　　　　　　・

次に、協力学校における成果の数表を、対比上、笑験学校のものをも添え

て示す。
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ト
円
〔

　
月

ス

　
施

テ
実

　
名

　
校

　
学

爽験学綾

四谷第六
方　　　　南
中　　　　　央

小　山　第二
比　　・1，・　多

幸　　　　徴

含計あるいは平均

1回　2瓢　3圃

入

1回　2國

。協力学’絞に

　第1圓入学当初

　第2回　一学期末

第3圓二学期初

　　1ひらがな

数　　溝音平均字数

3回　　1麺薫　2籔　 3匪藍

4．　！8　7．　16

4．2G　　7．1フ

　4
4．　20

4．　18

　　　

1：訓罷

剰
　7
7．　20　9．　4

フ．15

se　47
3S　34
155　149

348　331

奪
｝
0
7

4
戸
b
432

i80

ii　26．4
1
・

i　33．　6

1

～蛭
逸．「2

24．　4

24．　8

41．3　43．8

39．　9　43．　2

　　43．　4

42．　，5

36．　4　39．　3

42．　6

40．　5　42．　4

追

惜
中

名
、
六

　
第

絞
…

　
一
谷

盛
込

二第小

　
　
均

多
、
世
平

　
　
は

　
　
い

々

　
　
る

　
　
あ

　
　
計

比
幸

　
　
合

爽験学校・協力

i…実施胆
｝1國2回3国
　　　　　　　　9．44，　22

4．　27

4

4

4ユ7

！2
り

7

5ー
ロ

7

7

4．2ユ　　　　フ．28

’”．　18　7．　15

9．　4

9．　4

　第1園

　第2綴

　第3睡

i入
　1回　2［鷺1

　46　42
e．o

52

50

35

　学校に
入学当初

一学期末

二学期初

60

43

46

微

3囲

1
（
U

4
ρ
Q

32　32

15S　144

545　SOO 133
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おけ’る読享：力の発達

な
音
数

が
濁
字

ら
半
均

　
●ひ

濁
平

礪32楓1

漢　　　　掌
平均字数（パー
セントでなく）

1國　2園　3　en

数字 沿鼡`
1圓2圏3回i1回　 2園　 3圓
　　　　　　E

拗・促音

2　圏

拗　促

　　　　　　　1
ユ0．2　ユ7．3　20．2」4．5

　　　　　　　　13．9　　17。7　　20．4i　6．2

　　　　　　　i
　　　　　　1
4．8　17．6　2！．9i　4．5

◎・顕・紋・…・．・

8．1　　18．9　　　　　　4．2

8．6　　ユ7．O　　l9．6　4．9

7．9　10．ユ

ie．　O　15．　7

　　15．　9

！2．　9

11．4　14．7

10．6　鈎，ユ

　　　　　　17i．4　92．2　94．　6　i

s7．o　96．5　98．9

　　　　1eo1
77．S　96．　S　i
56．9　92．0　97，01・

gEI　5　5gi6　V」・一li

　　　　　　｝

　　　　　　1

％
3
7
3
0

％
5
0
2
5

60　8
66　43．5

6S

7ユ，495．・97…5・．・429．・6ユ4．2

凝認
∴：甥：l

　l　　　　　　l
　J　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　i
　　36．　2　40．　01

おける醤字力の艶達

ひらがな清音平均字数　　ひらがな濁音・半濁音

1回　2鴎　3圃
　．…　

」　　　

2ユ．0　　　37．4　　　4！．ユ

2，5．　4　33．　9　39．　7

32．3　43．8

ユ2．！　　　36．7

！1．　4　34．　6　37．　7

ユ3．6　　　34．Q

19．　3　36．　7　39．　5

　　平　　均　　字　　数
　　1圃　2回　3回
’”

堰f　”’’”　””””　”””一　’

i　　6．8　 ユ3．3　 18．3

i　［7，8　i，5．2．　！8．9

1
1iユ2．22ユ．！

1　3．e　L／4．o

I　12．2　13．5

1，　3．6　14．s

ii　6．7　！5．1　ls．　cJ

数
）
圃

　
く

字
な
3

均
『

平
ソ
a

　
セ

宇
．
面

　
ハ漢

（
1

2．　6

’3．3

！．8

2．　9

2．　3

2．　6

5．2　8．6

6．　4　14．　2

iag．0

9。フ

9．i　l三．O

IO．　0

9．工　11．3
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　　　　　2．　読字力・書字力の発達における個入差

　ある者は書字力も読宇力も零で入学し、ある者はひらがなの読み書きどこ

ろか、かたかなまで完全にすらすら読める者がある。

　ところがその零で入学した者の中に、急速に仲びて、すぐに追いつぎ、さ

らに追い越しでしまうものがあり、はじめはよくできるようであるが、その

後あまり伸びない者もある。ここに四つの形態が考えられる。

　　　（1）はじめによくて、しまいまでよい者

　　　②　はじめには悪くて急速に伸びる者

　　　（3）はじめにはよかったが、あまり伸びない者

　　　④　はじめがらしまいまで不振の者

　次に、実験学校における各個入について、その発達の数表を示すことにす

るが、ここに四つの型が見られる。

　④の型からいうと、女子で番号（16）（24）の者がそれにあたる。（jg）もそれ

に近い。これは3人とも知能指数も低い。

　（2）の型には、男子で（7）の者が農立っている。4月入学の当初にはひらがな

清音が8字読め、5字書けたにしか過ぎないが、読宇は9、月に完威し、書宇は

コ2月以前に完成している。足どりが堅実である。男子の（24）は最初もそれほ

ど惑くはないが、その後の発達は特にいちじるしい。これらはいずれも知能

指数が高いから、学習能力は備わっていたのであるが、入学以前に家庭でそ

れほど教えこまれていなかったのであろう。

　③の型の者は、…年生の段階ではまだ十分あらわれない。ふつづは3年生

から4年生になって出て来るものである。しかし、1年生の段階でもそのき

ざしが見えないわけではない。たとえば女子の（％）は、はじめには非常に読

字・書字力があり、漢字もユ8字も読めたのであるが、他の者が進歩発達した

ほどには伸びていない。
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C文を読む力と文章意識との発達

　　　　　　．　　1．：交を読む力のi発逮

　ひらがなで書いた短文がすらすらと読める者が何人、読めない者が何入と

いうような検査の結果については前に述べた。

　入門期の終了を10月申旬とみて、その時期にテストを実施すればよかった

のであるが、学校行事などをにらみ合わせてユ2月初旬に読書速度および読書

理解リテストを実施した。実験学校ではコ2月7日（他の協力学校においても

同旨ごろ）に実施した。

　その時の問題と正答率とを示すと次のようになる。なおこれは：：二つのテス

1・とも練習をして、やり方をわからせてからほんとうの問題にはいったので

あるが、’ここには、「れんしゅう」の問題やテストの指針は省き、すぐにそ．

の問題そのものを掲げる。

　　　　　　　　読書速慶テストの問題
○ゆうべ　わたくしがずがを　かいでいたら、きゅうに、「か

じだ。かじだ。」　と、いう　こえが、きこえて　きました。

「どこかが　かじらしいね。」　と　いって　おかあさんが　1こかいへ

あがりました。

〔もん旧い1〕　「どこかが　かじらしいね。」　と　いったのは、だれですか。

　　　1　おかあさん

　　’2　どこかの　おじさん

　　　3　わたくし

○き’んじxの　ひとは、みんな　ぞとに　でて、　「びょういんだ。

びょういんだ。」　と　いって　いました。

　おおぜいの　ひとが　かじを　みに　はしって　bきました。

〔もんだい2〕かじは　どこらしいのですかQ

　　　1　がっこう

　　　2　おやくしょ



　　　3　びょういん

○おかあさんが、　rけいこたちは　みに　いっては　いけませんよ。」

とおっしゃったのでNわたくしは　おとうとと　てを　つないで、

そらを　みて　いましたe

　ひろしが　「おねえちゃん、1こげる　したくを　しよう。」　と　いっ

たので、わたくしは　うちの　なかへ　はいろうと　しました。

〔もんだい3〕　「にげる　したくを　しよう。」　と　いったのは　だ

　れですか。

　　　1　おとうと

　　　2　おかあさん

　　　3　わたくし

○おかあさんが、　「おこめやさんに　うつったら　にげるけれど、

まだ　．しんぱい　しないでも　いい。」　と　いって、だいじな　もの

だけ　ふろしきに　つつんで　いました。

　おおきな　ふろしぎが　三つ　できました。

〔もんだい4〕どこまで　やけたら　’にげますか0

　　　1　ぴ．yういん

　　　2おこめやさ．ん

　　　3　やおやさん

○そこへ　しんるいの　おじさんが　きましたQそうして、　「あん

たの　ところは、おとこでが　ないので、一つでも　にもつを

だして．あげようと　おもって。」　と　いいました。

　し■うぼうじどうしゃが　たくさん　あつまって　きて、やけ

ないうちの　やねにも　みずを　かけて　いました。

〔もんだい5〕　てつだいに　きたのは『だれですか。

　　　1　し，beうぼうの　ひと

　　　2　しんるいの　おじさん

　　　3　となりの　おじさん

○それから、わたくしも　にかいへ　あがりました。あかい　ひ

が　すこしと、くろい　けむりが　たくさん　でて　いました。

　おかあさんが、　「もう　だいじょうぶよ。よかったね。」　と　おっ

しゃいました。．

〔もんだVi　6〕　けいこさんの　うちは　やけたりでしょうか。

　　　1　まるやけ

　　　2つ一こしや1・ナた

］09



110

3　やけない

爽験学校における読書速度テストの成綾

　　　　（3分間の行数と人数）

刈
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84 ，

（2）
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@％

13　19　25　31　37　43　49　｛ltV

　以上のように成績は上位群と下位群との二つに分れているが、

36．ユパーセントの者は、％行司まで読んでいる。

一番多い
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1　つくえの

　　　　読書理解テストの問題

うえに　よしこさんの　かばんが　あります。

瀬

xl．

（該当する絵に○をつけさせる）
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2　つばめが　とんで

　りと　まわります。

います。すいすいと　とんで　ぎて　くる
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3　やまの　うえに○をつけなさい。

　えんとつの　うえに　Xを　つけなさいo

Oと　Xを　せんで　つなぎなさい。
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4　せんせい

ぼくは、きのう、かぜを　ひいて　しまいました。

おかあさんは、ぼくが、おそくまで　そとで　あそん

だからだと　いいました。

まだ、あたまが、いたいので、きょうは　やすみます。

みなさんに　よろしく。　　　　　　さようなら

　　　　　　　　　　　　　　　かと，　まさお

〔もんだい1〕

　どんな　おてがみですかo
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　　（1｝みなさん　あそびに　きて　ください

　　（2）せんせい　うちに　きて　ください

　　〔3）ぼくが　かぜを　ひいたから　やすみます

　　（4）おかあさんが　きょう　がっこ）に　いきます

〔もんだい2〕

　かぜを　ひいたのは　だれですか。

　　（1）せんせい

　　（2）ぼく

　　（3）おかあさん

　　㈲みなさん

5　一一びきの　ありが　おおきな　にもつを　もって、みちを

あるいて　いました。にもつが　おもいので、ちょっと　い

しに　つまずいたときに、　「ざぶん。」　と、かわに　すべり

おちて　しまいました。

　かわの　なかを　あひるが　およいで　いました。あひ

るは　これを　みて　　「おもしろいな。があ、があ。」　といっ

て　むこうへ　いって　しまいました。

　ありは、いっしょうけんめいに　きし｝こ　はいあがろうと

しました。ながれが・つよいので　おぼれそうに　なりま

した。

　かわの　きしに　かえるが　いました。かえるも　これを

みて　だまって．いました。

　すると、そらを　とんで　いた　一わの　はとが、これを
お

みつけました。そうして、　「ありさん、がんばって。いま、

はっぱを　おとして　あげるからね。」　といって、一まいの

きの　はを　おとして　くれました。

　ありは、その　きの　はに　つか奮って、やっと　たすか

りました。

〔もんだい1〕しんせつなのは　だれですか。

　　　1　かえる

　　　2　あひる

　　　3　はと

　　　4　あり



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1コ5

　　〔もんだい2〕たすけられたのは　だれですか。

　　　　　1　かえる

　　　　　2　あひる

　　　　　3　はと
塑

　　　　　4　あり

　　　　　　　　　　　翼験学校における読書理解テストの三二

　　　　　　　餐封題番琴∋一　12345
　　　　　　　正　答　率　　　　　　59．5　　　75．7　　　67。6　　　68．・9　　　54．1

　　　上のように、これらの問題は必ずしも困難ではなかった。1の問題が2、3

　　より成績が悪いが、これはそそっかしい者が選択肢の①の絵にOをつけたか

　　らである。もうひとつ正答率の悪かったのは5の問題の、それも〔もんだい

　　ユ〕の方であって、

　　　　　　　　　　　　　男子　　　女子　　　計

　　　　　ユ　　　かえる　　　〔｝　　　　　5　　　　　5

　　　　　2　　あひる　　2　　　　6　　　　7

　　　　　③はと　11　6　コ7’
　　　　　4　　あり　　　1　　　　5　　　　（5

　　のように特に女子の答えが悪かった。（他の協力学校でも周様）

　　　この二つ（問題1と問題5の〔1〕）とを除けば、他はどれも66パーセント

　　以半である。

　　　　　　　　　　　比々多校における読盤理解テストの結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　1　2　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　もんだい1もんだい2もんだいヱもんだい2

　　男，l！霧，3．、揚33．、劣、。。碁，、．、易，、．、易、α。彦

　　　　　12　16　3　9　IB　i6　i3　　女　66．・6％88．・9％16．6％　5α○％　83．2％　88．・9％　72．・k％

　　　　　20　27　8　k8　26　27　22　　計　60．7％81．9％242％　5壕．6％　フ8，9％　81．9％　66．・8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訓言・卜　　66．8％　　　　　　　　　合言十　　74．2％

　　　なお、この二つのテスFの結果については、個人個人の成績をも分析する
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べきであるが、ここでは入門期の終ったころの全体の水準をさぐることが主

であるから、ここにはそれを省く。

　　　　　　　　　2．丈章意識の発達　　　　　　 “

　7月の第一学期の終りに「ともだち」という題で作丈を書かせ、ユ2月の第

二学期の終りに「わたくしのうち」という題で作文を書かせた。これはいろ

いろな方面から分析しているが、ここには文章意識が入門期にどれだけ発達

するかという点について述べることにする。

実験学校における7月末の作文を、形式面から分類すると次のようにな

る。　（40・名）

　　　（1）まとまった思想がある　文の終りに○がついている

　　　（2）接続詞が使ってある　　丈の終りに○がついている

　　　（3）文の終りに○が使ってある

　　　④　　「ました」「で，す」で結んであるが、○がない

　　　⑤　名前の羅列だけ

　　　⑥　名前の羅列に意味不明の丈宇の混入

　　　（7）意味不明文字だけ

名前の羅列だけというのは、「ともだち」という作丈の指示に、

名
蓬
蓬
蓬
蓬
名
名

　
‘
）
　
0
　
ユ
　
b
）

コ
．
　
（
　
　
　
　
（
　
4
　
2

　
　
一
　
　
コ

　　　「だれとお友達か、どういうことをして遊んだか、お話を書きなさ

　　　い。お話の書けない人は、お友達の名前を書くだけでもよい。」

としたからで、叙述能力はあるのだが名前を羅列しただけの者もあったかも

しれない。ただし、以上の実験学校の（5）の6名はどうもそうではないらしい。

そこで、丈章意識のある者を①から（4）までの28名とすると、それはちょうど

70パーセントである。

　これはかなり成績がいい。この学校では、4月の最初から「絵を書いてそ

れに丈を書きそえる」という授業が紹当おこなわれ、特に5月の終りごろか



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　］7

ら自発的に「絵日記」を書いて来る者があって、それが学級に紹介され、背

面黒板にもぞうした類の児童作晶がいつも掲示されている。そうしたことが

丈章的窟覚、：交章意識の発達を助けているにちがいない。

　ユ2月の終りの「わたくしのうち」の作丈では、

　①　「ました」「です」で結び、丈の終りにOがついている者　　　34名

　　（2）　「ました」「です」で結んでいるが○が使ってない者　　　　　3名

　　（3）：交節に金都○をつけてしまった者　　　　　　　　　　　　　1名

（1）を形式上完成している者として、それは89．5パ・一一セントであり、：交字力の

魂達とだいたい照応している。

　われわれの調書としては以上このほか、談話能力について絵を見て話させ、

テ・一一プコtr一・ダeに記録して分析したものもあるが、それについては、次の報

告にゆずる。
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VII入門期の言語能力の発達

　　　　を規定する要因

A言語能力とその要因の概説

1．入門期の零語能力の指標を何に求めるか

　言語能力というのは、言語を使って表現し理解する力である。ふつうは、

聞く力、話す力、読む力、書く力に分けて考えられている。子供は小学校入

学以前に、ある程度まで聞く力，話すカがついており、小学校にはいって、

（あるいは、小学校にはいるころになって）文字を通して読み、書く力を習

得するものである。

　われわれは、小学校入学当初からの、丈字を読む力、書く力を主とし：て、聞

き：取る力、i発表する力、発音の正しさ、：交法的自覚s語い力、さらに文（文字

でなく）を読む力、文を書く力を調べたのであるが、ここにそれと、精神的、

身体的、社会的、情緒的発達や罎境との関係などを取り上げて考察しようと

する時、そのどの面をとらえて来るか、その点数を総計するのがよいか、そ

の聞に比重のようなものは考えられないかという問題が生じる。あるいは、

言語能力（国語能力）を、最もよく示すのはこの時期の兜童にあっては、読

むカであろうか、書くカであろうか、聞く力であろうか、話す力であろうか

という問題である。

　われわれが国立國語研究所で、この数年来手がけて来ている全国の学力水

準テスb国語科の成果からいうと、国語テストの総合点（それは、開きとり

テスト、話し方知識テス1・、漢字の読み書きテスト、文章完成テスト、丈章



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］］9，

理解テスト、丈学紡唄1鑑賞テスト、丈法的判別テス1・等をふくむ）と最：も相

関の高いのは、小学校六年生においては継子を書く力であり、中学校三年生

においては漢字を読む力と丈章を読解する力であった。

　経験的にいっても、小学校の段階では、一宇をよく知っており、文字を正

しく、しっかりと書いている者は、たしかに、国語全体の成績がよく、また、

金高の成績もすぐれている著が多いのである。

　しかし、それは、それ自身としては言語能力、需語を便って意思を発表し

理解する能力のごく一部分であり、そのきわめて外面的な部分を受：け持って

いるにしか過ぎない。これに対して、たとえば丈章の構成には気配や想像の

力も参与するから、作文によって、その人の言語能力や、さらに金人的な能力

が測られるであろうということはいう窯でもない。ただ、：文章の形式内容を

ふくめた総合的な、客観的な評獅はオ＝屠当困難であるばかりでなく、小学校入学

当初から入門期の終りごろ震では、その方に活磯な、自由な活動が望めない。

　また、談話能力。発褒能力についても、小学校入学前の幼児について多少

研究もされており、これも作病と岡じように、魏造作用をふくむから、深い

金入的能力の表現であることは疑問の余地はないが、それだけ複雑である。

特に幼児においては揚面の晶晶その他、外的條件からの影響を受けやすい。

　われわれの研究では、兇童の丈章能力や談話能力についての資料をとり、

これについて分析も加えているが、入門期の段階で言語能力を表示するもの

として、結局、その能力のふくむ要因の単純性と、何よりもその検査の客観

性から、：二字を読み書きする能力だけに三二ることにした。

　そこで以下、一般的に「訳語能力」とか「雷語能力」とかあるいはx「言

語i雛達」とかいってこれに闘記する統計調査の結果などを揚げる揚合には、

それは、読み書き（かな、漢宇、数字）のテストの総計点によって示される

能力である。ただしこれは、この段階における、またこの章における約束で

あって、いつもそうだというわけではない，
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　　2．諸要因の一般的叙述，および言語能力と暦年との関係

　言語能力は、種々の要因によって規定されている。まず、視・聴覚の欠陥、

発音障碍、腺分泌異状、神経組織の損傷、身体虚弱などの身体朗要因がある。

第二に、知覚、記憶、推理などの知的要因がある。第三には、情緒不安、紐

会的不適応などの性格的i要因力逃）る。

　これら人格の各位相の他に、第四に人格の構成セこ影響する家庭や学校など

の環境的要因がある。そ．して第r；に、指導の原理・方法を申心とする教育要

因があげられる。

　これらの諸等国はa相互に密接な力学的関係をなしているのであって、要

因の単なる加算的寄せ集めによって、児章の言語能力は規定されるものでは

ない。

　われわれは、本書の中で、特に知的要因、性絡的要因、環境的要因をとり

あげてみたいと思っているが、その前に一般的な概観をしておきたい。

　もっとも、その1耐こ言語発達に対する暦年というものの意味、関係につい

て吟味しておきたい。というのは一般に入学当初から、低学年の聞はすべて

の仕事に生れ月というものが大きなカを持っているように信じられている。

学校で生れ月の順序に学籍簿を作製すると、番号のはじめの、窮月生れの者

の中に成績のよい者が多い。特1こ小学校入学当初において4月生れと］2月、

忌月、2月、3月生れの者とでは、その身体的発達はもとよりx精神的仕事

について全体的にいった叩合に、栢拳のちがいが感じられている。

　そうした点から、雪語能力と暦年との聞にも多少の関係が見出されそうに

思っていたのであるが、われおれの実験学校の資料に関する限りでは、係数

は0．21であって、闘係がないことはないが、薄い。これには念のため三関

表を掲げておく。
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　麿年と国語能力との相関
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（滋）国語能力は9月のテストにおける読み嘗ぎ

　　能力の総重点である。

　　暦年は28年7月現在のβ数

において実に頻繁に見回された。

　雷語発達における身体的條件のうち特に視力、聴力、さらに運動能力につ

いては古くから気づかれていることである。われわれは、こうした身体的能

力について、入学当初に検査をしておきたいと思ったが、間に合わなかった。

ただ、読みの不振を個入艦こ見た揚合、その者の身体的欠陥に落ちつくこと

が多かったということはいっておきたい。

　環境的要因としては、その地域の丈化的・経済的背景から、家族数、旅行、

経済が豊窟か貧弱か、家庭における書物や丈宇への親しみ、さらに、両親の

教養、家庭における学業への熱の入れかた、学校と家庭との連絡など、いろ

O
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　雷語発達に影響を及ぼす知

的要因において近ごろ特に注

厨されて来ているのは、物の

異同の識別である。アメリカ

演δに、1・うとbとd、uと11、あ

るし漕まb呈gとdig、　onとnoと

いうようなのを取りちがえる

いわゆる「逆：転」が、読みの

進歩に重大な障審をなしてい

ることについて、たくさんの

事実が報告されている。われ

われの実験学校、協力学校の

テストやふだんの授業の中で

も、回書（「り」t，・F一“∫う」を

「V・　．Jと書く）や字形の混岡

く「あ」と「お」、「冴）」と「オRJ）

は、三二達の者、未熟の段階
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いうな点に注目されて来ているが、これ等については次に多少の調査結果を

示すことにする。

　言語発達の要因として無視できないのは，パーソナリティゐ面、社会性の

発達とか梼緒的安定の問題である。これは籔庭の学習においても岡様である

が、特に学撫こおける富語学諏よ教室という特別の雰囲気の中で集団生活の

中でおこなわれるものであって、惰緒的な安定を持たず学校生活に適応でき

ない者には自発的な、「しっかりとした学習ができない。

実験学校における事例でいうと、男子（7）は入学当初の二か月は始終お

どおどして、何をきかれてもほとんど答えられなかった。校庭でもひとりぼ

っちであった。知っている丈字を書かせようとしても、｝．5センチ角のます

の中にはどうしても肉分の名前も書けず、裏返して白紙にしたら、ふるえな

がらやっと書いたというような子供であった。しかし、クレヨンで図形を書

かせたところでは非常に正確であって、知能は低くないことが証明された。’

それは学校生活、集団生活への適慮がおくれているのであった。こうした事

例についてはいずれ別に報告したいと考えている。
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B需語育旨力とタロ白勺要因

1．露語能力と知能との相関

　小学校新入学魔章の知能を測定するため、武政、小見山、岡本のF低学年

携新山式団休知能テスFJによった。このテストは、（4）コ0名内外の小グル・・

プごとに実施する集団テス㍗であること、（ロ）幼稚園児・小学狡新入学児を主

なる酎象にしたテス峯であること、⑭図形や絵TM　ts濁定材料として用い、：交

字不使，用のテス1・であること一一以上のような性格をもったものである。

　ここに、実験学校における知能指数あるいは精神年齢と、各時期において

検査された国語諸能力との網関を示すと次のようになる。

　　　　’　　　知能と言語能力との相開

1
2
3
4
5
6
7
辱

　　　　　　　　　　　　　　4月

知能指数とひらがな清音読字数　　0．i38

知能摺数とひらがな清音磐字数　　0．4フ

知能撰数と漢掌読字数　　　　　　α29

知能指数と漢字書字数　　　　　　t一

知能ま旨数と発譲テ倉旨力　　　　　　　　 α34

言語能力と知能指数　　　　　　　一

雷語能力と精神年齢．　　　　　　一

7月

O．43

0．　47

0．　45

0．　51

9月
O．　32

0．　4？

O．　44

0．　38

0．　61

0．　74

ユ2月

0．5フ

O．　64

　この表で「冗語能力」というのは、その時1期における、ひらがな。漢字・

数字など六つ⑳テストの総計点である。1（これについては細目は後に繊る。）

　この蓑でみると、言語能力と知能指数や病奪神年齢とは相轟相関が高く、特

に精神年齢の方が係数が高い。これは、精神年1齢は実際にそこまで進んでい

る成果そのものを示すものであり、知能指数は、それを暦年腰と比較した結

果であって、いわば学習の可能性の方を示すものだからである。

　そしてこの数値は、従来行われた諸外国における研究結果とだいたい一致

している。たとえば、トラックスラーは、6種の黙読テストとA式（言語式）、
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及びB式（非言語式）の知能テストとの相関を求めたところ、前者はいずれ

も0．5内外でさり、後者は0．7内外の相関値を示している。この他ボンド

（B。nd）や・・’・・一　1・（Bu・t）の石｝F究においても0．5～0・8位ゐ季隅値が普通で

ある。

　　　　　　個人別暦年，精神年齢，知能指数，言語能カー覧表

　　　　　　　　　　　；　i窮隙陰gi漢｛測数1数i言

男子

　　i　　　．レi電畜翻㈹』読，i㈱」、読，i㈹慮）
tt…… 厓ﾋ1月i…一7才0月「．…1d　45；39，2∵6・∵8．9145
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6才8月　 7才6月i
　　　　　　　　く6才6月7ま8月1
　　　｝
6矛6月｝・才・月、

6才5息　5才8劉
欠　　，　　i
｛’1　，・，瞬・・、i

6才4角6才10周
6才4周　6才0周
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　　　ミ　　　　　　く
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（独）　前掲の知能と園語能力との根闘の表で9月の漢字護：機銃の相関が0・38というの

　　は夏休みというものの影響があると考えられる。9月の漢字読学数の相関も0．44

　　では低い。7月と12月との関連からいえば0・50ぐらいになっていなければならな

　　い。この問題について、7月と12月との漢字書字力を結んで9月の成績を推定し、

　　それと実際のとをくらべてみるq



ユ26

漢掌書字：カに及ぼした更体みの影響
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　上のように、比較の欄で、9月の成績が悪くその後の進歩の著しいものに

は　〉じるしをっけ、推宕と実際とがだいだい岡じものには　○じるしをつ

けた。

　　　〉　　　　男子　　（3）　（6）　（ユ6）　（コ．7）　（23）

　　　○　　　　男子　 ．（9）、　女子　（硅）　（5）　（22）　（2壬）

このうち女子（24）は絶体数が少いので、閲題にしない方がよいかも知れな
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い。それを除いて、〉じるしの群と、○じるしの群とを対立させてみると、

〉じるしは自由奔放に勉強する型であり、○じるしは堅実に勉強する型であ、

る。○じるしのうち、男子⑲）、女子（4）（5）などは照臨の管理が特によ

い方である。

　とにかく、この9月の漢字書字力に変調があったのは、夏休みという管選

されない時期が存在していたからであると考えるられる。

2．言語能力．と知能遅滞児との関係

　この研究を、轡語能力に関する六つの調査の合計点によって、上。中・下

の三つのグル・・プに分けて、おこなった。すなわち、それぞれのグルtr一プの

得点範囲は、エ8｛｝点以上、’150－179点、149点以下とし、これらの各グル・・プ

について、知能遅滞兜（こXでは、知能指数90点以下、すなわち「平均知の

下」およびそれ以下の知能段階のものとした）が何パFセント含まれている

かを調査することにした。結果ぱ次の通りである。

　　　　　　　　　　言語能力と知能遅滞児との閣係

　　　　　　　　　　　　　　　　知能遅滞児（1．Q．90点以下）が、
　　　　言語能力グループ　　　　　　　　　　　　　　　　その群に含まれるパーmセント

　　　kの．グノレープ　　　　　　　0％

　　　申のグループ　　　　　25％
　　　下のグノレーープ　　　　　　　50％

　この表で明らかな通り、上のグループには知能遅滞者は一入もおらず、申

のグルt・’一プでは4人に亙人の割合で、下のグループに到っては半数が知能遅

滞児ということができる。ハリス（Haris）は読書能力と知能との関係を調

査し、㈲一般に知能と読書能力との間には平行関係がある。（U）まれには読書

遅滞児の中にも知能1：旨数115～1‘2，1）点のものもいる。㊨知能の低いものに読書

能力のすぐれたものはほとんどいない一といっている。ハリスの研究とわ

れわれの研究とを直接比較することはできないが、少くとも（6）と（醜こついて

は共通な傾向が見られるといえ，よう。
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　　　3．読み方学習準備の完成は精神年齢何才であるか

　アメリカでは、精神年齢6才判こならないと、読み方学習の準備はできな

い。したがって、読み方の学習にはいってはならないという研究がある。

　われわれもこの問題に対して接近を試みるため、次の二つの表を作ってみ

た。

　　　　　　　　　　言語能力150以上の老の精神奪齢

丸年飼一・才…16富、、、17誓n，｝8翻瑠・才一

7… @姦マ…τ｝「…石…τ三会『丁…「…「∵一

義分率　…　％i54・・5％｝・5・・％｝「J…％

　　　　　　　　　雷語能力150以上の者の細能旛数

墜能指継一8gi・・二塑？二塾◎一紳2・一・2g括3・一・39

83．　3％

人 数 4 5

百分率1　44・・％｝…％6…％，

　この表から、精神年齢6才以上とか7才以上とかを区切ってそうでないと

読み方学習準備どしての三三習特に成功しないとか、成功しにくいとかいえ

そうでもない。しかし、この問題については、さらに研究を進めることによ

って、多少はっきりしたものが出そうである。前述の通り言語発達と知能指

数との三関は絹当に高いのであり、個kの事例についてみても、実験学校の

男子（6）、女子（13）（16）（1の（2ののように丈字習得の遅れている者の精

神年齢はそれぞれ、6才5月、5才3月、5才ユ月、3才8月、4才ユ月で

あって、6才以上というのはただ1名である。

　　　　　　　　　　　　　　140一一・
　　　　　　　　　　　　　1

3「r「r7…・二蓉…
　　　　　｝　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　l

　　　　％1　90．　9％1　66．　7％　l！OO．　O％

　　　　　1　［　J
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℃　言語能力と性格的要因

1。雷語能力と性格との相関

　ここでは、国語能力の総合点と、次に掲げる質問紙による性格調査の総合

点との相関係数を求めた。この性格調査は、軽）児童をよく知っている、主に

父母が説入する。（u）Aから：Fまでの6項目弼問題は、いずれも適応性に関す

る問題である。㊨採点は塾ましい適応の仕方に反応した揚合、各聞ユ点ずつ

与える。⇔無応答の問題には半点与える。一このような牲格と採点方法を

おこなったのである。

　㈲で述べたように、この牲格調査は、他人評価によるものである。新入学

児童では、まだ自己評価はできないし、他入評価といっても友入にはできな

い。したがって、兇重を最もよく知っている父母に依頼した。この他性格調

査の方法としては、教師及び常に児童に接しているわれわれ自身の観察によ

る方法と’、m一ルシャッハ、　T・A・Tなどのプnジュクト法（Prolective

Technigue）がある。勧者についてぱ新に「誰でしようテスbj（Guess　who

Test）の形式を用いて実施しており、後者は特殊児童についてのみ近く実施

する予定である。　　　　　　　　。　　　　乱

　　　　　　　　　　　性格調査の質問紙

　　A
・i醤毒聯・擬かんだり調撚ちばちしたりするく糊はい・（・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　誘欝詩々こわい夢覗て・うなされたり泣き既た｝は・・…え・1　　　　　　　　　　　　．
躯子・凪餌纐・き…幽・ですゐゼ．．・1∴・し・・

・朧剖嬬悪筆縣∴痂をこ机たり訊は賦虚』
・鋸1さんは潮から漁く「ぐ・凱編こ．とがあり㌔は・・賊

・讃さ庶．つ力櫃礁り魚’戯備砺・耐．lkい一1煉
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・｝．・子・鵬餅で活・繊ぶ方・すか　　　｝は・．・蝋

　　　B

8患姦盗家獣心捺腔驚纏緩1鷲ラ？狂空！一義㌧ぎ坐鉱

回霧嚢綜購た搬とも最後諮りつづけ例・凪煉
・6識量鰹∬騰鵡’巌デごと羅軍職τそ群bτ再1～・硫

．｝叢叢魑論調警塑1陛．．警1ド壁◎1蓋置｝．馳蔦葛．．．

・2・1お子さ楓朗躰幅・・を大eSltす・加すか　｛はい・煽
tt

E1睡ll巫．き亘塙を渥遍塵1唾亘参コlll．lllll「可『蔓；馬ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

14iお子さんは、あまり世話のやけない方だと思いますか　　　iはい　いいえ
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉

　　　C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・51醗饗》総袈回るE　’t“　1’「kん幅ろはんでも！馬い…

・6鏡襲爵募謙からすすめられると・悪い．と知．暁・1・．ぷ流

・7．壌線獣酵瓢鳳’赫でも・麟をいい，・｝，・・…

・8隠妻徽おもしろくな唯事でも・きめ『れ嶺はし1は・…硫

・gi紆さんは・，艇・されてけぐには醗ら漁肪ですか；はい・・硫

苧・．醗懲譲緑嵐誓家∵趣ると・轡∫i画ヒ璽
・・』

P・子・嵐・ち・か…　St　’tatがま瞭方ですか　iは・・…

　　　D

221・子・楓知・な品川・にか・ず礁ができ・すかい・・賊

壱彗婁韓こぎ£葡’や衷磁ご：喜碗轡勉部驚はい・・え

‘24臆さ颪呼醐らオ鴫すぐ繍聾がで駄ゆでilま“・煉

12・癖・蝋痴・お魔・と・・tl・…函擁州’烈・煽
．・・臆さ庶．しかられると瞬でもぐずぐずして瞬で遮“蹴

27i縛砥紡脇碗．で外ゼ鰍．瞬砺ぞ㌔嵐1喉
．鯉薪ぎ厭▽ぼが魔郵駅。ぐ孫冠ど烈禰ぎ欝．iはいい・・え



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕3ユ

2gl醗鑑家の人にわがま灘卑た1騨轡1恥．嚇
阿・撒は、・・熟め瀞6ま・激すガ　ke’：’vl，・砿
内ゴf』

縁忠唐�ﾎ隊でよ禰『酒五更晒判る『固潜響1川濠「U蘇1

・2 癡黶E甑勢慾．．う鯉仲轡あり配函［魚鳥
．331雑粉近所礎四臣拶愚こ磨鯉照映．懸．
34一子さんは、近日・｛物諮・友だちが多い方ですか　　iはいいし、え
　　／　　　　’　F　’　”’　”　r　’　f’　’　1
35…お子さんは、家遜や家の近くに大きらいな入がいますか　　iはい　いいえ

　　］　　　　　　　　　　　　．　I
　　　F

・6i篇踏肥醗．鵡7崇わずひどくおこつ腸i・い・・…

・・煙濃慨郷佃町撫る蛸脚瞬力㍉．冨・∴Uぞ
38i織留強赫と謙け鵡彦締働大継㌔煎帝劇’
・噂譜騨しくなつ畝力1なしく厭り鞠ご期． h〕帆1因
・・潔幕砿だまりこんでひねく’z’（L95こと塒嫡り｝・凪・・唆

・稽謙編驚瞭かたくな嚇赤く観．のが縞・応昆
42 Uさ楓暗噺粍虫など瀬矧三常｝ここわがる方丸は・・賊

　以上の性縮・調査と薔通語能力と網関係数は、0．25であり、プラスの相闘はあ

るが、比較的低い値である。

　これは、それぞれ異る父母の判断であるから、判定の基準がまちまちであ

り、かつ自分の子供に対してはどうしても判断に主観性がはいりやすいとい

う理慮にもよると思われる。また、次に述べるように、特に読書能力の低い

児童の父母が、質問紙1’c解答をよせないという理由にもよるであろう。これ

らの点を改善すれば、多少相関値は上昇すると考えられる。それにしても知

能ほど高い黒馬関係は望めないだろう。性幣の問題は…・層複雑で、そのとら

え一方がむずかしいからである。
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　　　　　　2．　言語能力と各種の性格的欠陥児との関係

　ここでは、酋に述べた三つの言語能力グループについで、各種の性格的欠

陥をもった児童がそれぞれ何2〈　・一セン｝含まれているかを調査した。ここで

いう各種の性格的欠陥とは、諭の調査項目のAからFまでのそれぞれの項昌

で、項昌の評定が「下」のものである。各項目の名称および評定「下」の規

準を次に示す。

　　　　　　　　姓格調登の各項鷺の名称と評定「下」の規獲

　　項　　eelA；B’clD　E　、F
殉藤二黒國幽魂三二榛．嘉

　　　　　　　　言語能力と各種の三唱的欠陥児との麗係

聯勘㌘白詩欝農難i・鯉湘・蜥諜麟i翻i平均
．上・ Dグ ｱ±、聖i2311⊥聖⊥勉二塵1．…曜％碗
中の ノ’

27％　1　33％　1　40％　1　20％　i　33％　1　13％　1　27．7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・

下の　 1’　　25％　 38％ 25％ 　　　　　　　　　　　［33．フ％38％　　　　38％　　　　　　　　38％

三二犠劉（フ5％・． P（88％・｛（75％・i（88％）（88％）（88％）（・3・・％・

　これによって、次のことがわかる。

　第一に概観的について言語能力上のグル・・プには各種の性格ピ内欠陥児は最

も少く、中のグル・一プがこれにつぎ、下のグループが最も多い。特に下のグ

ル・’・‘プにおいて、未解答者をすべて性格的欠陥児と考えれば、その比率は非

常に増大する。ロビンソン（Robinson）の読書遅滞児3｛｝名についての詳細な

研究によれば、これらの児’童に最も多いのは、社会的情緒的不適応と種kの

視覚的欠陥である。また、ゲーツ（Gates）、ウィッティ（Witty）はじめ、

多くの研究壌も読書困難と性格的欠陥との密接なる闘連性を事例研究に」こっ

て確認している。なお、上のグル・・プには一入も末解答者はなく、中のグル



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13S

一プにも僅かに一人しかない。

第二K、既述の言語能力と知能遅滞児の研究においては、上のグル・・プと

中のグル・・一プとの間に顕著な差が見られたが、性格欠陥児については、両グ

ルeプの間にあまり著しい差が見られない。これに前述のように調査方法の

特殊性にもよるであろうが、言語能力のすぐれたものにもx性格的欠陥者も

少なからずいることを示すものであろう。

　第三に、ただし言語能力上のグル・・一プに著しく少い唯一の性賂的欠陥は、

異常傾向である。このような特殊な性格的欠陥者が、雷語能力上のグル…一プ

に少いということは、酋述諸籔の專例研究に合致するものである。
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D言語能力と環境的要因

1．貢語能力と環境との相関

　ここでは前述したひらがなおよび漢宇の読み書きを中心とした、冒語能力

の総合点と、環境調査の総合点との問の相関的研究をおこなった。環境調査

用紙は、児童をよく知っている父母がこたえを記入するもので、9項鳳から成

り立っている。各項塔とも1点から3点までの3段階得点に分れており、こ

れら9項飼の総合点をもって、その平門の環境点とした。各項爵の詳細につ

いては、次にゆずり、言語能力合計点と環境点との相関係数を求めると、そ

の値は｛｝．郵であった。この値は、すでに述べた書語能力と知能との相関（r

＝0．74）より低いが、言語能力と性格との絹関（r・・O．2のよりも高い。そ

して、ひらがなの書字力、漢字の読字力といったような、書志能力の分節部

分と知能と0）桐関値と、ほぼ等しい値である。

2．言語能ヵと各種の環境的欠陥との関係

　われわれは、さらに言語能力と環境調査の各項鼠との関係を分析して吟味

してみた。

　まず、言語能力の総含点によって、前例司様の上。中。下の三つのグル・・

プを構成した。次にこれらの各グループについて環境調査の各項醸別に、項

闘の環境評定「下」のものがそれぞれ何パ…セントいるかを求めた。各項臼

の名称及び評簿「下」の規準は次の通りである。・
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環境調査の各項目の名称、及び騨定「下」の規撃

　　項fSlの名称

（1）　家庭の教育程度

　　　　　　　評　足「下」の　親　準

父母とも義務教育学疲で、家族も主に義務教育程度の教育し

かうけていない。

②生育条件　次の8条件F臥5条概㌦ないしそれ以下しか満たされていない。

（3）家庭の対人関係

ω　移

（5）指

1
2
3
4
5
6
7
8

安　　　扉…

熟　　　燦…

生れた時の体重600匁以上
入工栄1養でない

離乳2年以内
発語20か月以内

璽い病歴

外歩15行か月以内

次の3条件中、1条件ないし全く条件が満たされない

1．　主に一夢話をする入は父または母

2。　家族が全く留守勝ちまたは子繰だけ1こなることはたびた

　びはない。

3．　遊び相乎は兄弟嫌妹、または筒年輩以上の友人

行　　次の5条件中、2条件以下乃至は特に偏っているもの

1．泊りがけで行くことが1回以上
2．　　弾力sえりカミ3矯以．一Er．

3．　親しし践逢1二難がある

4．　日曜濤などによくつれて行く。　あるいはたまにはつれて

　行く

5．　この一年間につれて行った所や乗物に五つ以上○がつい

ているもの

憩　　つぎの8条イ牛中、3条件以下、あるいは特に問題があるもの

（6）　家庭の丈化環境

1
2
3
4
5
6
7
8

お話をしてあげるのはたびたび

本を読んであげるのもたびたび

激を歌ってあげるのはたびたびNまたはたまにある

色紙で弼かつくってあげるのはたびたび、　またはたまに

掌は教えた

数も教えた

主として赦えた人がいる

特別教育（ピアノ、うたなど）がある

次の8条件中、5条件以下の場合。

1．　絵本などはたびたびまたはたまに買う

2．　持っている本の数は20畢まで
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3．　おもにもっている本の名が4冊以上具体的にあがってい

　る

4
5
ρ
り
7
8

おもちゃやはたびたびまたはたまに買う

使っているおもちゃが具体的に四つ以上あがっている

賠分の机がある

ラジオがあり、新聞をとっている

芝居や映画を見たことがある

〔7）就　学　準　備

（8）　　家庭の祉会経済

　　的条件

次の10条件1｛．K　6条件以下の場合

1．ひとりで本を読む、あるいは誰かに読んでもらう：ともあ

　る0
2．本は繰返してよむ

3．学校へ行く前から本をみて楽しむ習慣があった

4．入学前から本の字を見て読む習慣があった

5．学絞へ行くようになってから字を見て読むようになった

6．学校へ行くようになってから本・絵本を見る態度が変り、

　よみたがるようになったり、字をたずねたり、絵ばかりで

　なく、字を読むようになったり、すらすら読めるようにな

　つた
7．この2か月間に読まれて本を具体的に2柵以上あげている

　もの
8．ラジオを聞く

9．ラジオのすき・な：番組を特に筆意してきく

10、漸聞をみることがある

次の5条件中、3条件以下の場合
1．子供自身、．9たは家族の中で過去及び魏在においてとくに

　ひどい病気をしない

2．住居は、アパート、寮、間借り以外である

3．現在佳むのに使っている部屋の畳が15畳以上あるいは1入

　i当・り3畳以上

4．勉強する揚所は十分あるいはさしつかえない程度にある

5．i家麗でとっている雑誌がPtつ以上ある

⑨自立の習慣 次の6条件申、4条件以下の揚合
1．朝起きる時のきげんはよいまたはふつう

2．歯をみがく事、顔を洗うことはいつもおこなう

3．学校へ行く時のきげんはよいあるいはふつう

4．薫掛から帰ってきてから本をよむことは少くない

5，一しょに買物に行く、またはおつかいをすることはたびた

　びまたはたまにある

6。ねる時は一人でねる
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ルグカ下職国

フ一

上のグ］V・一一プ

中のグループ

下のグループ

憲一能ヵと環境的欠陥との関係

　（1）　（2）　（3）　（一〇

雨曇覆縮歴対八関

度　　　　　　　係　　　経験

　8．e／e　23％　31％　3］．％

13％　13％　25％　6％
4s％　45％　45．e一．　4S．e／o

　　　　　　　（5）

籏の移行の雅の家庭の鰐擁家庭のrA立の

31％

o％

4S％

　（6）

交イヒ的

23％

25％

76％

　（7）

　一了一

備

　8％

！9％

81％

　（8）　（9）

祉会経
済的条
件

3！％　kS％

38％　13％

S4％　O％
（注）この表の見方一一胃語能力hのグループの列と家族の教育程度の欄との

　　交るわくを見ると8％とある。これは、［同語熊力上のグループには、家

　　族の教育程度の評宛「下」なるものが8％おりx残りの92％は家族の教

　　育程度の評定が「上」または「中」であることを示す。

　　上の表から次のことが明らかである。

　　第一に、概していえば、環境的欠陥者は雷管能力上のグルM一プに最も少く

　中、下のグル・・一プになるにしたがって、その比率が多くなる。このことは、

言語能力と環境条件との間に一定の規則的な関係のあることを示すものであ

　る。

　第二に、第…で述べた傾向が明らかに現れている項厨は、⑦就学準傭、⑥

蒙庭の丈化環境（1）家庭の教育程度⑧家庭の祉会・経済的条件などである。

また、このような傾向が全く見られないのは　⑨自立であり、⑧家庭の対人

関係　㈱移行　（5）指導　などである。この点について考察を加えてみよう。

　　まず、（ユ）家庭の教育程度　⑥家庭の丈化環境などは、家庭の教育や：糖化に

対する関心の度を示すものであって、これらが書語能力に影響するのは当然

である。また、家庭の社会経済的条件が、広く精神発達全体と密接な関連の

あることも従来指摘されていたところである。

　（7）の就学準備は言語能力発達と密接な関係があり、（5）の指導ぱそれほどの

関係がない。これは、：就学準備のところでは、主に「児童自らの」白発的な

勉強への「意欲」、勉学の「よき習慣」種kの経験に対する「興味」などを問

・題にしているのに対し、後者では単に親ないし家鷹の入の「児童への単なる



1？）8

働きかけ」を問題にしているからである。ここでは単なる働きかけよりも、

「児童自らの働き」がより重要な意昧をもつことがうかがわれるのである。

このことは　（4）の移行についても裏づけられる。ここでいう移行とは、保護

者が種々の揚所へたびたび兇童を連れて妊ったかどうかという単なる働きか

けで児童の自発的にして自律的な行動や経験の1多少ではない。

　〔3）家庭の対入関係が言語能力と密接な関係がないというこの調査結果は、

多くの研究結果と一…致しない。これは、本調盗の欠陥によると思われる。す

なわち、本調査では、家麩の対入関係中最も大切な親子の対立や親和の度合

兄弟、姉妹の相7五的関係及び親に対する力学的関係、祖父母と両親との家庭

における無関係等を、調森陰法上の隈界から除外したためであろう。

　最後に、（9）自立の習償が書語能力と関係がなかっ敦二ことに対してぱ、やは

り調査項欝の不適切さにもよると思われる。すなわち、歯をよく磨くか、お

使に度汝行くかといったような主観的判断が主なる決め手となったためであ

る。

　最：後に、言語能力の発達に及ぼす教育的要因については、われわれも深い

関心を持っているものであるが、これについては、es　6章で：取扱いたい。
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V入学前後の家庭における読書

A　どんな本を読んでいるか

1．調査の方法
　子供たちのふだんの読書の傾向・状態を調査する方法は、高学年になれば

読んだ書名を記入させるとか、読書ノ・・一bを書かせるとか、図書壼の閲覧状

態を調べるとか、あるいは読みたいもの、読みたくないもの、どちらかわか

らないもの等を、種：，々に列記した多くの書論名の中からえらんで書き嵐させ

る質問紙法など、いろいろな方法がある。しかし、入学当初の子供たちに対

しては、無理であるので、六月初旬、調査用紙を各家庭に配布し、記入して

もらった◎その結渠は、われわれが口常子供たちを観察していることと大差

は認められず、大体において、信頼できるものと思われる。

　以下、実験学校における成果を主とし、補足的に他の協力学校、特に神奈

川堅比々多小学校の成果を参照することとする。実験撃高では用紙を配布し

たのは49名であり、そのうち園収されたのは45名であった。

1

　　　　　　　　家庭読書調査要項
　　　　　　　　　　　　　　　　1お子さんに絵本。雑誌・本（教科書以外の
　　　　　　　　　　　　　　　　　たびたび買うもの・以下も同じ）を買ってあげますか たまに買う　買わない

　ミ

・酢霧総鍵瓢さつぐら磯本．雛暴；証 10さつまで’20さつまで

3

、癬・鞭本媚湘・は…酬

おもにどんなものをおもちですか、詳し
く譜いて下さい（なるべく禺版社あるい
は著者の名も書いて下さい）

が選びますか

例
はなづくし（講談枇）　小学一年生（小学
館）　だんごくしすけ（まんが）イソップ
どうiっ（浜閏広介監修）

お子さん　うちの人　その時による
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5

6

鍛纏靴紬鰍だちから隊び鱗総る たまIZ借りて来

お子さんは絵本・雑誌・本を見たり読ん　いつもひとりでよむ　いつもだれかに
だりするのにひとりでしますか　　　　　よんでもらう　両方

7

。子舗紳獅本・嬢そ嚇象麟麟鼎返養。鞍

で瞭・・ど繰・返し轍 @灘晒蝋弾きるちkつと

・陵鵬艦挑戦’槻て はい いいえ

・謄羅醗麹難塑竺1は・
i・1篶謡塵旛・か・鰯・読iは・

いいえ

いいえ

11

12

13

学校へ行くようになってから、絵本・’xSk

誌・本を談iむ態度が変って来ましたか

このごろ（2か月間）このんで読まれる
絵本・雑誌。本｝こは、どんなもりがあり
ますか（借りた本でもよい）

学校から帰ってから本をよむことは多い

　ですか
i

わからない　本を見たがるようになっ
た　絵を見ていて分らない字があれば
たずねるようになった　絵だけでなく
字も読むようになった　すらすら読め
るようになった

　　　　i出版者または箸者の名
本の名 甥N禦鍬無題．

何’……… 猿ｦ一”摩’…館………’………

※うたの本i※

ひじょうにすきで本ばかりよんでいる
すきでよんでいることが多い　たまに
よんでいる　ほとんどよまない

2．読まれている本
　まず、読まれている本の集計からはいる。実験学校では次のようになって

いる。

1
2
3
4

おとぎ話。童話の類

雑誌
漫　醐

理科・社会・等に関する知識

冊数

71

61

40

11

男

（38

（27

（29

（6

女

33）

34）

1’i）

5）



ユ狙

　　　　　　5．探険・圏険記の類　　　　　6　（2　　4）

　　　　　　6、　童謡・童詩　　　／　　　　　　　6　　（2　　　4）

　　　　　　7．　　伝　　震己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　（3　　　　1）

　　　　　　8．者と会旧き談　　　　 3（3　0）
であって、男子が漫画本を多く読み、女子が男子に比して雑誌を読むことが

多いというほか、照立ったことはない。次に書名を男女別に掲げる。

　　第…・に、おとぎ話・再話では、

　　　　　　　　　　書

　　　　　　　　浦島太郎

　　　　　　　　看きり雀
　　　　　　　　オ彦～きかじじい

　　　　　　　　一寸法師

　　　　　　　　かちかち山

　　　　　　　　牛若丸

　　　　　　　　かぐや姫

　　　　　　　　はごろも
（

　　　　　　　　万寿躯

　　　　　　　　きんのふね
　　　　　　　　安寿・’姫と厨子三EメL

　　　　　　　　こがねまる

　　　　　　　　夕鶴

　　　　　　　　；・ップちゃん

　　　　　　　　いたずら小ぶた

　　　　　　　　ノ、フレカぜフウセソ

　　　　　　　　おしょうとこぼうず

　　　　　　　　ひろすけ昔’話一年生

　　　　　　　　善太と三平

　　　　　　　　子洪の四季

　　　　　　　　風の中の子供

　　　　　　　　あかづきんさん
　　　　　　　　青い鳥

　　　　　　　　あらじんのらんぶ

　　　　　　　　アリババ物語

　　　　　　　　家なき子

　　　　　　　　イソップどうわ

　　　　　　　　イソップ牛勿語

　　　　　　　　えぱな：し4ソヅプ

名

女
1
2
1
11
1
1
1
1
2

男

1

－
ゐ
一

1

1

－
噌
⊥
1
1
ゐ
一

1

1
1
1
三

1

1
2
1
1
1

2
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　　　書　　　　　名

イワンのばか・

うかればいおりん

おおかみと七ひぎの子やぎ

おやゆび姫

グリムどうわ

乞食王子

しあわせの王子

ジャックと豆の木

白雪姫

シンフ’レフ

世界童話

せむしの仔馬　・

象ちs5んババアルのおはなし

白鳥のヨ三子

パンドラのはこ

ノぐンビ

ピノキオ

ピーターパン

フランダpmスの：犬

ロビンフッドの冒険

ジャングルブック

まほうのなしの木

ゆめのはしご

世界少年少女丈学全集

男
1
1
1
4
ま
1
2
2
1
1
1
1
　
3
1
1
1
1
1
1
1

女

－
可
よ

3
3
1
噌
⊥
　
－
　
曜
⊥

　臼本のもの、外国のものとりまぜて53種、日本のもの2ユ種に対して、外国

のものが32種という比率は、少年少女のための名作童話が外闘に多いから、

当然さあろう。

本を買う転だれが選択するかという問いに対して、

　　　　　　　　　　　男　　　．　　女　　　　　　計
　　　　　　　　　　　　　％　　　　　％　　　　　％

　　うちの人　　　　13（61．9）　14（58．　3）　27（60．O）

　　その時による　　　4　（19．0）　　8　（33．3）　　！2　（26．2）

　子供　　　　　　　　　　　　3　　（二L4．3）　　　　エ　　　（4．2）　　　　4　　　（9．3）

　欄入　　工（4・　8）　！，（4・2）　2（4・5）

t
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　となつ1（、父兄の選択が過半数を占めていた。（子供と答えたのは、すべ

て雑誌である）

　なお、男子と女子とでは、その好む童話の種類にかなりの差が認められる

こと、それぞれ自分に近い性のものが主人公や主題になっているものを婬ん

で読むような傾向がみられる。

　これに対して、比’々多校の方は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊　　男　　：女
　　　　　　1　　　　射套餐志　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　（13　　　　17）

　　　　　　2　　理科・社会・科等に関する知識　17　（7　　10）

　　　　　　3漫藏　　　　16（610）
　　　　　　4　　おとぎ言毒●童言ii　　　　　　　7　（3　　 4）

　　　　　　5童話　　　　1（0＝t）

というふうになって、おどぎ話・童話は第四位にさがっている。読まれてい

る種類も東京に比・ドて非常に少い。すなわち、その内容は、おとぎ話・童話

の類としては、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　　女

　　　　　　桃：太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　花さかじじい　　　　　　　　　　　　　1　　　1

　　　　　　かぐや姫　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　一休さん　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　イソップ1童話　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　おとぎ本（講言炎社）　　　　　　　　1

に過ぎない。

鋤離誌は・酪第ソ嵌で郷位であり・比移校にいた・ては、伽も

のをばるかにしのいで、第一一一・i位になっている。雑誌ばかりは東：京も地方も、

その読まれ方に地域の差があまり見られない。
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四谷第穴校

小
　一年生学

キンダーブック

幼年クラブ

ー年ブック

幼稚園

こどもクラブ

鮎年生

婁三年生

よい子の：友

光の国

おもしろブック

漫画王

男　　女

10　7
6　　　5

2　　　2

　　　3

2

1
2
11

　
1
1

3
1

1
2

比々多校

定一年生
njd

一年ブック

よい子一年生

こどもクラブ

ためしい一年生

一年生の雑誌

幼稚園

幼孝建園ブック

ふたば

葱二年生

子

憲三年生

字

少年クラブ

おもしろブック

男　　：女

4　10
3

2

－
声
－
声

コ
．

1

1

－
吋
⊥

1

噌
⊥
－

一一一一Aﾊに子供は単行本よりも雑誌に接する機会の方がはるかに多い。

　童詩。重1謡・童言舌．こと々ま遊び・理科・鱗近≡数知識。露U。作丈等ノへ種／trの

内容を盛りこみ、中には、「おかあさまへ」と呼びかけて指導の手びきがつ

いているなど、最近の幼年向きの雑誌は編集にだいぶ教育的配慮がなされる

ようになってきた。しかし、入門期の子供のカ6は、それを読みこなすこと

は覚東ない。雑誌を買ってやっても、漫画等のあるところだけしか読まない

で、すぐ放りMしてしまって困るζ報告した父兄があった。そして本を選択

する揚玉、子供が選ぶと答えたものが買う本は、みな雑誌であったが、子供

たちが雑誌を選ぶのは、その本文よりもむしろ附録によるものが多いので嫁

あるまいかと思われるのもこのためである。

第三は漫画である。実験学校の分を分類して掲げると、次のようになる。
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類
物

分
動

生　活

名　作

科　学

冒。探
　険

蒔　代

その．池

　讐　　　名
ノラクロ

子蛙コロ助

みけねこ三ちゃん

あわてみみちゃん

諏ックりくん

三びきのこぶた

バンビ

ゆかいな勤物だち

七にんのこびと

サぐ皿さん

ヨウちゃん

クリちゃん

けんちゃん
ぞ　　　　　　　　ゆ

フロソフ『一

イソップ童話

グリムVン「ガ

ピノチオ

少年リンカーン

さるじぞう

ジヤソグルプツク

笙飛ぶ突貫王子

一千年後の晴・問

孤島の黒竜団

．仮衝の冒険児

：太平洋x点

あんみつ姫

漫画

長篇漫画

これに対して、比々多識では、ずっと種類が少い。

さX“えさん

あんみつ姫

漫画

漫画（講談社）

1

1
1
1
1
1
1
1
5
1
2
1
1
　
1
1
1
1

噌
⊥
1
　
1

－
確
⊥
1
　
1
1
2
0

男

6

女

1

2

1

噂
⊥
1
ー
ム

ユ
ー

1
2

女
1
1
7
1

生活調査の方で、新聞を見るか否かという質問に対し、見ると答えた者が
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実験学校で46名山32入あったが、その新聞のどこを見るかというと、馳曽人

（84．4％）が漫画であった。子供たちの漫暫に対する興味がどれほど強いかを

物語っている。そして家庭の調査の上に現れたのがこれであるから、実状は

もっと上廻るものと思われる。

　第四に、理科・湖北語気に関する知識のものでは、

　書　　　　名

入形絵本

ま嵐ごと

おじょうさん

こども絵文麗

ホ　　　　　リ　　レ

のいつえお

かずのえほん

艮本一づくし

世界一づくし

中を見よう

小学生ずかん

女
1
1
1
1

f

男

1
1
　
輔
－
噌
↓

1

1

1

　「人形絵本」「まXごと」等は、身辺のものを絵を主にして教えるごく初

歩的な絵本の類、「あいうえお」「かずのほん」はそれぞれ：文字やかずを、

「日本一づくし」「世界一づくし」「“塘見よう」等は、社会科、理科等のkg

識をわかりやすく絵中心に教えようとしたもので、入門的な性質をもってい

るためか、この統計ではそのほと為どが入学前に読まれていること、gそれ

らより高級な小学生ずかんだけが入学後も愛読されている）及び、男女の差

がはっきり禺ている。

　さらに興味のあることは、こうした類のものが、比吻校には他・5内容の

ものに比して意外に多いということである。



t

　　　　轡　　　名

　　おどり

　　およめさん

　　動物膏会づくし

　　動物絵本
，　世界め勤物

　　汽車

　　乗物絵本

　　数しらべ

　　その他絵本

男

1

噌
⊥
エ

1
1
ゐ

第五に、探険・冒険記の類、伝記、社会美談等

実験学校の分を分類して示すと、

分　類

で

口

　　　書　　　　名

リビン’グ
　　　　　アフリカ探検
ス　ト　ソ

ロビソソン’

ガリバー旅行記

宝島

トムソーヤの蟹険

塁徳太子

エジソソ

ナイチこ／ゲール

リソカーソ

愛の学校一年生

テスト付

美しい心・］薫しい人　一年：生

子供読本

女
1
1
1

1’

5

－
ゐ
一

2

1
1

1
11
1

女

1

1

1

・　ゴ47

笙想物語のガリバー旅行記をこめて、探険物語・冒険物語は読書興味の発達

段階からいうと、戯話類に比して少し高い。これを読んでいる子供たちは、

比較的読書力の」瓢伎のものであった。伝記類も大体しと同じようなことがい

える。

　社会美談では童話期を脱して、社会。人生への矧をひらくように書かれた

ものであっ．“C、絵本の域を脱したもの、なかには、読み放しにしないで、テ
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スト付きになっているものもあり、相当高度のものである。これらを読んで

いる子は、言語能力も精神年齢もともに上位であった。

　そして、これらの類に該当するものが、比々多校には一つもなかった。

第六は、童謡．童詩の類

実験学校の分では、

　　　　　　　書

　　　　　）たの兄ほん
　　　　　壼謡絵本
　　　　　童’謡画集

　　　　　お出の子ぐま

名 男

1

女

9
μ
－
哩
⊥

お月さまお星さま（散文も入っている）1

以上のように、全体として少いが、男子より女子の方に多い。

比汝多校では、女子に一入、一冊だけであった。
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Bどう読んでいるか

　　　　　　　　　　　1、國入学前の読書

　入学前から本（絵本）を見てたのしむ、即ち読書に対する関心、意欲の有

無をたずねたのに対し、実験学狡では次の結果を示した。（パーセンテージ）

　　　　　　　　　　　　　男　　　　女　　　　計

　　入学鶏罐見て・S・・83・・389・・

　　入学翔躍欝て　4…　6・・　・…

　9〔｝％近くのものが、読書に対して、たとえばそれが絵であろうとも、関心

をもっていることがわかり、一応の読書準備期に達していることを物語って

いる。しかし、それでは、字を見て読んだかの問いに対しては、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　（パーセンテージ）

　　　　　　　　　　　　　男　　　　女　　　　計

　　雑豊難んだ　・・2・・8　・8・・　…

　　享をみない　　　　『　52．　4　　37．S　　45．0

　　無記入’　　　　　　　4．8　　　4．2　　　4．5

　というように．、ほぼ半減してくる。

　もっとも、生活調査の方で、入学前に、名まえ以外の宇を教えましたかの

問い1と対して、（パーセンテージ）

　　　　　　　　　　　　　男　　　　女　　　　計

　　教えたもの　　　　　　30．4　　4S．4　　37．8

　　教えないもの　　　　　69．6　　54．6　　62．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　静
字を教えないものが62・2％にa・）ぼ・ているから、（Cのうち畝18．66％

は・カルタ・積み木等で・自発線こ覚えた）本を見ても、￥を読まないa）eよ
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嶺然である。

　こ；れを純農村である比々多校と比較してみると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（触目入員36名）（パ＿セyテ＿ジ）

　　　　　　　　　　　　　　男　　　　女　　　　計

　　　量鞭繋掌を　・9・73…635・・

　　　艶巌なし、　　…3　68・　4　64・　4

　　　無翫入　　　　　　　　　　0　　　　0　　　　0

　というように、入学前の：丈字教育が東京より多少悪い。特に女子において

そうなっているのは注自すべき’現象である。書物への親しみについても、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（パーセ．ソテージ）

　　　　　　　　　　　　　　男　　　　女　　囁　欝　　　　　　　　　・

　　　盒讐良師　　・・…　7・9　53・95

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　50．0　　　　　42．1　　　　　46．05
　　　たのしまない

であって、大都市と農村との大きなちがいを示している。なお、農村では書

物への親しみは、かえって女子の方がよいという点もよく考えるとうなずか

れるところである。

　　　　　　　　2．持りてい．る本の数

実験学校（45名）についてみると、

　　冊　数

30腿ぐらいまで

20gl玉・以一ヒ

20織・まで

10冊まで

5－i劔・まで

無認入

　　男
（人）　　（％）

！　（4．　8）

9　（42．　8）

3　（14．　3）

3　（14．3）

2　（9．5）；．・

3　（14．　3）

　　女
（入）　　（％）

o　（o）

］．3　（54．　1）．

4（ユ6，7）

il（16．フ）

2　（8．　3）

1　（4．　2）

　　計
（人）　　（％）

！　（2．　4）

22　（48．6）

7　（IE．6）

7　（IS．6）

4　（8．　9）

4　（8．　9）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36ユ

　上の表に見られるように、無記入の4名を除いては、他はほとんどが最底

3冊（ぐらい）から最高30禰ぐらいま6’の本を持っている。一一i入あたり平均

38．3冊の本を所有していたことになる。そして、「お子さんに絵：本・雑誌・

本（教科書以外のもの）を買ってあげますか」の問いに対して、

　　　　　　　　　　　　　　入　　（男　　　女）　　　　　％

　　たびたび躍うのもの　　・26　（ll　ユ5）　　　57．8

　　たま（＄うSの　　　　　16　（9　　7）　　　3S．6

　　寅わないもの　　　　　　2　（l　　l）　　　4．4

　　無罰入　　　　　　　　　1　（O　　i）　　　2．2

と答えている数字によっても裏づけられている。93．6％のものが自分の身辺

に本と接近する経験を持っていることがわかる。しかも、自分の家で本を見

るばかりでなく、入から借りて見るということもある。

借砂てこないもの

たまに借りるもの

たびたび惜りるもの

無記入

入　（男　　女）

26　（IO　！5）

ll　（7　4）

S　（3　2）

4　（1　3）

　％

55．　0

25．　O

IL　3

8．　7

上のように、自分の本を見るだけでなく、さらに積極的に読書の機会をもっ

ているQ

　これを比物多校について見ると、書物の手の入れかたについてはtS

たびたび買う

たまに買う

買わない

　男
人　　％

6　（42．　9）

4　（28．　6）

4　（28．　6）

　女
人　　％

5　（26．　3）

10　（62．　6）

4（21．工）

　計
人　　％

！！　（33．　3）

！4　（42．　4）

8　（24．　3）

のように、たびたび買うものは少い。買わないものがかなりふえてL．・る，そ

ζで、持っている本も、
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　　21　冊以h
　　20　冊まで

　　10　冊まで

　　5　冊まで
　　無　　記　　入

一入あたり8．4冊である。

　男
人　　％

3　（21．　4）

k　（7．1）

3　（2L　4）

6　（43．　0）

1　（7．　1）

　女　　　　　　計
人　　％　　　　人　　％

1　（S，　3）　4　（12．　1）

S　（26．　3）　6　（18．　3）

7　（36．　8）　10　（3e．　3）

6　（31．6）　　　　ユ2（〔ミ6．3）

O　（O）　1　（3．0）

　　　　　　　　　3．入学後の読書態度の変化

　入学前の本に対する接近の仕方、関心の度合は前述のとおりであるが、入

’学後、文字を教えられるようになってからは、交字を見て読むようになった

ものが増加し、実験学校では44．9　2〈　・一センテージ（男子52．4％、女子37．5％）

比々多校では50．4パーセンテージ（男子42．9％、女手57．9％）になっている。

　したがっ一li、読む態度に対する家庭の評価においても「、入学前に比べると

それぞれ、進歩発達が見られる。（パーセゾテージ）

に晴
つ

よるめよら
た

めよも
た

字
つ

く
な

な
に

で
う

い
う

な
よ

ら
る

か
ね

わ
ず

て
た

い
ば
た

て
れ
つ

なに卿
つ

よ旛
・
カ
、

た

いな

す
つ
け
よ
見
あ
な
見
た
ら

ら
な
だ
る
ま
が
に
を
つ
か

す
　
絵
　
絵
享
　
本
　
わ

四谷四穴校

男　　女　　計

13．6　7．7　10．7

3L8　38．4　3B．1

i8．1　23．1　20．6

27．3　IB．4　2L　3

9．1　15．4　12．3

多
女
3

　
　
5

々

比
男
刀

β26ゑ鉱

315β14

42．9　36．8

14．3　16．8

絞

　計

6．　2

23，　9

15．　0

39．　9

±6，0

それでは、どの程度の熱心さで読んでいるかというと、



ヨ53

そらでおぼえる隊ど
　くtJかえす

くり返すが　そらで
　おぼえない

寅ってきた当座読む
　だけ「ですぐあきる

ちょっと見るだけで
　興味がない

無詑入’

　四谷第六校
男　　女　　計

　0ノ　　　　　　ρ｛　　　　　　0！

　JO　一，o　一／o

i4．3　25．　e　k9．6

S2．4　37．6　44．O

M．3　　29．2　　21．フ

　O　4．2　4．2

19．0　4，2　li．6

比　々　多　庶

男　　女　　計

　％　％　90’

7．1　21．1　14．i

14．　0　42．　1　28．　2

42a　9　26・3　34．6

39．　9　IO．　6　2S．　1

で、実験学校では、50％以上のものが、一・一一・一応ていねいに読んでい、比・々多校

では、買ってきた当座や、ちょっと見るだけというものが相当数いる。

　また「お子さんは絵本・雑誌・本を見たり読んだりするのに、ひとりでし

ますか」という問いに対しては次の結果を得た。（パーセンテージ）

ひとりでよんだり
よんでもらったり

いつもひと響で
　よむ

いつもだれかに
　よんでもらう

絞
計

穴第
畑

谷四
男

ユ脇　騒　鉱

　鐙ヨ鐙　域

　露ら玖　箆

此　々　多　校

男　　女　　計

21．4　47．4　34．4

t＃2．9　47．4　45a　2

35．7　IO．　S　23．！

実験学校と比々三校とでは、逆な現象がみられる。「いつもひとりで読む」

という態度は、もっと読みに習熟するようになれば望ましい態度であるのは

もちろんだが、今まで見て来た程度の丈三三の習得の状況では、ひとりで十

分読みこなせるはずがなく、これらの子供たちは、ごく少数のものを除いて

は、丈宇力。読書力が至って低いものが多い。こうした子供たちが、自分の

興味のあるところだけちょって見て、あとは放り嵐してしまうのは当然であ

ろう。反対に「ひとり読んだり読んでもらったり」と答えたものの申に、概

して雷語能力の高いものがおり、この子供たちは、家入の協力。助言を得て
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いっそう読書に親しむことができるのである。

　　　　　　　　　　　4．読書の時間

　本を読む時間はどのくらいであるか。子供の一Hの生活における読書の習

慣の度合を調べたら、実験学校では、（パーセンテージ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　　　　女　　　　計

　　　非常に嬉きで本ばかりよむ　　　　4．8　　　t4．2　　　4．5

　　　往きでよんでいることが多い　　　33．　3　　41．6　　37．5

　　　たまによんでいる　　　　　　　　57．1　　50．　O　　S3．S

　　　ほんとどよまない　　　　　　　　　　O　　　　G　　　　O

　　　無翻入　　　　　　　　　　　　　4．8　　　4．　2　　　4。5

という結果を得た。

　男子に此べて女子のかが読書の時間の多いこと、及び、たまに読んでいる

程度が、この期の子供としては、自然のすがたであるといえる。しかも、こ

れが農村の比汝笹下になると、

　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　男　　　　：女　　　　・計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95　O／o　a／o
　　非幣に好：きで本ばかりよむ　　　　　　　G　　　　O　　　　O

　　婦きでよんでいることが多い　　　　21．4　　36．8　　29．1

　　たまによんでいる　　　　　　　　　．SO．0　　　47．4　　　48．7

　　ほとんどよまない　　　　　　　　28．6　　15．　8　　22．　2

というふうに、ほとんど読まないものが相i覇ふえている。
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5．家庭読書点数’

次に、個入別に蒙庭読書の内容をみよう。

爽験学絞個人別家庭読書点数
本の最　準備　’1

男2020105入入
　　　　　　学　一’s－t

子

配
点
工
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5

奇難　〃　轡の深読む入本を読む時

入学入す絵絵ず本わそく買ちひいい
学絞学らだをねをからりつよとつつ

鶴『冊冊掛前ri前tl前へ後すけ見る見らで返てつりもも
　　　　か
以まままら
　　　　奉
上でででを
　　　　み

か
ら
字
を

　　み字でにま
てたてをいななよよらたに

　　　　たのよよたついうめな　な
　　　　のしんま　て　にるい　つ
　　　　しまだな：　か　 なよt’i’“　た：

　　　　んな　　い　　ら　　つうが
　　　　だし・　　　　　　三字＝　　た　こま）

　　　　　　　　　　を　　　なれ
　　　　　　　　　　よ　　　つば
　　　　　　　　　　む　　　たた
AAAA　AA　AA　AAA　AA　A4321　10　10　321　54　3
vww　w　w　ww　w　v
4
2
4
4
1
2

4
4
1
4
2
4
・
3

4
3
∩
」
4
4

G　　O
l　　l
ユ　　1

i　　o
I　　O

0
0
01
工

　　　　　　　　　　　　　　　　間の程段

　　　　　　　　　　　　　　　　　非すたほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　常きまと
　　　　　　　　　　　　　　　　　にでにん
か行もらでてよたなおすきとでひだ　すよよど
らく字とないうがいぼがた見よとれ　きんんよ
よよをよくてにあ　　　　　　　　　でででま
んうよめ字わなよ　　　　　　　　　　本いいな
　　　るもかつう　　　　　　　　　　ばるるい
　　　　　　　　　　　　　　　　　かこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　りと
　　　　　　　　　　　　　　　　　よが
　　　　　　　　　　　　　　　　　む多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

工
3
3
3
2
2
2
3
2
3

2
3
32つ
一

2
2
2
2
3
3

1
3
2
5
2
3
3
5
4
壌

3
∠
蒲
2

4
4

か
に
よ
ん
で
も
ら
う

り
で
よ
む

ん
だ
り
よ
ん
で
も
ら
っ
た
ウ

る
だ
け
で
興
昧
が
な
い

当
座
よ
む
だ
け
で
あ
き
る

そ
ら
で
お
ぼ
え
な
い

え
る
僚
ど
く
り
か
え
す

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
ユ
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
1
）

（
2
）

3
3
3
3

3
2
3
4
．
3
3
3

3
3
3
3

2
3
3
2
4
4

－
（
」
3

3
ユ

工
つ
》
ユ
3
つ
」
つ
舜

計

（（（（．メ

4．321

　2　　　15
　2　　　17
　2　　　19
　3　　　42

　3　lla　3　　　工2a

　3　15a
　3　　　23
　2　　　19

　3　iSa
∩
∠
2
2

2
2

2
2
2
3
4
，

8a
21
i7

9
6

ー
ユ

14
16

8a
17　a

23
24
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誓みの深読む入鶴灘時〃
入学後
の変化

1
1準備本の量

計

ほ
と
ん
ど
よ
ま
な
い

た
ま
に
よ
ん
で
い
る

す
き
で
よ
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い

非
常
に
す
き
で
本
ば
か
り
よ
む

い
つ
も
だ
れ
か
に
よ
ん
で
も
ら
う

い
つ
も
ひ
と
り
で
よ
む

ひ
と
り
で
よ
ん
だ
り
よ
ん
で
も
ら
っ
た
り

ち
ょ
っ
と
見
る
だ
け
で
興
味
が
な
い

蟹
っ
て
き
た
当
座
よ
む
だ
け
で
あ
き
る

く
り
返
す
が
そ
ら
で
お
ぼ
え
な
い

そ
ら
で
お
ぼ
え
る
ほ
ど
く
り
返
す

わ
か
ら
な
い

本
を
み
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た

ず
ね
る
よ
う
に
な
っ
た

「

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

22

a
a
2
0
B
2
0
謁
爲
2
2
2
2
B
2
0
田
1
7
2
！
E
憩
1
8
飴
鐸
2
1
η
2
5

3
2
3
3
3
2
2
3
3
3
2
3
2
2
3
2
2
2

（
1
）

（
2
）
2

（
3
）

（
1
）

（
2
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3
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4
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1
）
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絵
を
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い
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3
）
4

絵
だ
け
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よ
う
に
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）

す
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す
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と
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る
よ
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に
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（
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入
学
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よ
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（
1
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学
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よ
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に
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掌
を
よ
む
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2
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3
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よ
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0
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丁
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2
1
弓
4
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4
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　これば、家庭の読書の内容を、本の量、入学前後の読書態度、読書時間な

ど、一応点数化のできるものをとりあげて点数化したものである。上欄にあ

る↓3色εε等の数字は配点である。

　「読む人Jの判定では、「いつもひと．りで読む」と答えるものの方が、上

位のわけであるが、小学校入学前後においては、それは必ずしも家庭におけ

る読書にめぐまれている状態ではない。むしろ遂である。そこで点数化につ

いては上表のようにした。これはその者の読字力の調査に基づいてそう判定

したのである。

　実験学校では、一・番よいものは25点、一番悪いものはユ3点となっている。

無記入のものは点数十aとして示しておいたが正確には：わからないので一・応

除く。しかし、平常の国語力等から推察すると、この点数の低さが、大休そ

の家庭読書の状態をそのまま表わしているようである。

　このように、すでに入単当初において、その読書の状態に影～26という個

人差があることがわかる。なお、総休的にいって女子の方が、男子より家庭

において読書するということは今まで見てきた。

　これを農村である比，々多校に比較してみると次のようになる。



］rg

比々三校個人別家塵読書点数

本の澱こ準備　〃

男2020105入入
　　　　　　学　学

配
点
1
2

S

4

5

6

7

8

9

10
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と
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だ
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盃難　〃　菩初深読む人鶴灘時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　非すたほ入学入す絵絵ず本わそく買ちひいい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　常きまと学絞学らだをねをからりつよ　とつつ
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本の量　準備　 〃
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　最高23点、最低7点という数を示し、東京に比べて非常に劣っているが、

ここでも、女子の方が総じて読書している。そして男女のこの閣係は、前に

考察した当周寺における読字力・書字力の男女差と、ぴったり一一一ikしている。
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　　　　C・家庭に滋ける読書と言語能力との関係

　　　　　　　　　　1．個別的考i察

　以上で、家庭における子繊たちの読書の状態を、諸方面から見てきたわけ

であるが、それが言語能力の発達とどのような関係をもつものであるか考察

してみよう。

　　　　　　　爽験学校個人別家庭読書点数と言語能力との比較
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　多くの本を、よい態度で、多くの時間読んでいれば、国語の能力がひとり

でにつくであろうとは、だれもが一応考えることであろう。実際、実験学校

におけるこの表にも示されているように、読書点数の高いものは栢対的に言

　　　　　層
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語能力も高い。たとえば、実験学校の男子（26）は家庭読書点24点、入学当

初（4月）に実施した平がな（漕・濁）の読みは完全にできてい、書字力も

6Sという好成績を示している。その他
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のごとくで、読字力・書宇力の高いものは、一応読書点数も高い。
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男子（コ。）

”　（］3）

〃　　（ユ）

女子（ユ3）

家庭読書

　23

　rt

　2Q．

　21

読宇　　書字

7コ　　　43

7ユ　　　2壬

66　41
70　t16

したがって、反対に、読書点数の低いものは、国語の能力も劣っている。

　実験学校の男子では、（5）（の（］2）（22）などは無記入の箇所があり、

そのため十aで表わされているから、総点数がはっきりしないが、無記入の

箇所はお鼠むねその子供たちにとっては積極的な点数にならないようなとこ

ろで、大体それらの数寧に近い点数とみて差し支えない，女子では、（ココ）

（］9）等がそれである。比汝多病でも男子（2）（4）（7）（］4）、女子（20）

（］0）等は同じ結果を表している。

　しかし、必ずしもそう言い切ってしまえないケースもいくつか見受けられ

観

　たとえば、実験学校における男子（Ltl）、女子（9）（婚）、比々三校の男

子（］r））女子（12）など総点数がかなりよいにも力汰わらず国語の能力は非

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常に低くx．・’t反対に、実験学校男子（］　O）（コ7）、　女子（7）（比k閉校はこの

現象はほとんどみられない）のように、読書点数が比較的低いにもかかわら

ず、国語の力は非常にすぐれているものもある。

　　　　　　　　　　2．全　体　的　考　察：

　そこで全体的な点数と読字力・書字力との糟関を見てみる。

　　四谷第六　　　　読宇力との絹闘　　　　0．57

　　　　ti　　　　　書字力との〃　　　　0．67

　　比々多　　『　読字力との　”　　　　G，74

　　　　”　　　　　震：動力とのtf　　　　O．79

であって、四谷第六校・比々多校ともに書字力との相閣の方が高くなってい
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るが、eれは入門期における読字力と書宇力の本質に関する今までの考察と

合致している。

　なお、もう一一つ興味ある問題は、籏庭読書と語い力との関係である。これ

も常識的に考えると、多くよく読むものは語いも豊窟であるはずであるが、

両者の相関を求めてみると、

　　四谷第六校　　　　語い力との相関　　　　0．22

　　比k多校　　　　　〃　　　　　O．　50

というふうに、両校とも、読字力・善宇力に比して低い。

　これを個人別にあたってみても、家庭読書点・読字。書字力の高いものが

語い力では意外に低い数を示し、たとえば、実験学校の男子（25）女子（26）、反

対に、家庭読書点・読字。書字力が非常に低いものでも、実験学校の男子

（1）（22）（5）、女子（コ）（］6）、比々多野女子（20）等のように語いカの

高いものもあって、必ずしも両者の閥に深い関係が見られない。これは語い

ヵのテストが語いの比較的正確な把握を要求したためであると思われる。

　なお、子供の読みものの申には、この期の子供たちの話しことばや、耳に

するこどば一生活語とは縁遠い難解な語いが時々見受けられるから、子供

たちは文脈の申で前後の関係から一応読んではいても、まだほんとうに理解

して読みどることができないということも、一一因としてあげられるであろ

う。
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W入門期における国語学習指導の実態

　　　　　　　A入門期国語教科書のあり方

　　　　　　　　　　1．ぺPtジ数と使用；期間

現行主要教科書6種についてユ年生駕の各冊のぺ・・ジ数と使用期間とは次

の通りである。

　　　　　　　　　　現行一無盆用国語教科露：の編成

　　　　巻ページ数期問　　巻ページ数期間
　　　　璽　　　　　　30　　　　　　　　4　厚　　　　　　　　　　．ヒ　　　　　　30　　　　　　4～　5

　　　Tff　68　S～9　　K中　　61　6～ユ1
　　　　醗8410～3　下7912～13　　　　言十　　　　　　182　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言十　　　　　　170

　　　　．ヒ　　　　　　34　　　　　　4～5　　　　　　　　　　　　　上　　　　　　58　　　　　　4～　7

　　　王中　　60　6～9　　Y中　　フ0　9～12
　　　　下88⊥0～3　 下561～3　　　　計　　　　　　 182　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　 184

　　　　．lt　29　4　twS　．1：　58　4N　7　　．
　　　F中　’72　6～9　　S中　　7a　g～！2
　　　　Nド　　　　　　87　　　　　10～3　　　　　　　　　　　　　…ド　　　　　　64　　　　　　1～　3

　　　　計188．　　計200
　編修者が編修上意図している使用期間については、1とKには教科書自体

に明示されている所により、他の四種は教材の配列から推定したものである。

　7・1・Fの三種は9月までに二冊終る。Y・Sの二種は12月までに二冊終

る。Kはその申間にある。
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　またerv一一一冊のプレ・プリマについては、それとほぼ同様であが4月のもの

5月のもの、7月のものの三種類ある。

2．丈字　の　提　出

　プレ・プリマは、どの教科書も、話し聞く学習に重点をおき、その資料と

しての揚面をさし絵によって与えている。文字の提鷹のしかたはいろいろで

ある。

T一この本は、他の5種と比べて著しく文字の撫助沙ない。すなわち、

7ぺt・一ジまでは絵だけで8・9ぺr・一ジになって初めて、よしこさん、おはよ

う、はるおさん／1おはよう、と繊てくる。

　豆一一3ぺFジから：交字を韻しているが、初めはもっぱら動物の鳴ぎ声で、

ここ、ここ。け、け、け、け。うう、li2、亀、わん。とあり、8ぺ・一一ジに至っ

て、おはよう、という語が出るが、以後もやぎや牛馬り鳴ぎ声がよく使われ

るのが目につく。

　F一初めの9ページまでは絵だけでNIO・］］ページにくにお、さん、あ

か（犬の名）くにごさん、しろ（犬の名）と出てくる。そして他の本が初め

のうちは、あいさつ語を多く使っているのに対して、形のととのった丈には

レ・ってゆくことヵヨ早い。

　K－2。3ページだけが絵で、4ぺ…ジでは、くろ、くろ。わん、わん。

を二度繰り返しているのに始まって、丈字提出の速度や量が大きい所に特色

がある。

　Y一一ユ2ページへ行って、しろ、しろ。こい、こい。と繊るのが最初であ

る。

　S－4・5ページから、まことさん、はい、と嵐てくるが、初めのは丈

字の提出はごく少なく、上巻全体を通じて、繰り返しの韻丈形式のものが多

く、普通の散文形式のまとまった丈というものが少ない。
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　ひらがなはNいつごろ嵐そろうか。

　YとSではエ学期の末、すなわち上の終りまでに46のひらがな清音が禺そ

ろうといっている。Tでは中巻の終りにやや近い所であるが、これもコ学期

末である。1は上の終りで39温血て、中の半ばごろ、おそらく7月の上旬に

大体出そろうことになる。Kはわりあい早く、上の終り（5月末）に41字出

るが、全都繊るのは9月にはいってからのようである。Fも申の半ば、ユ学

期末には大体禺る。

　「ぬ」「へ」「む」「め」「ゆ」などが、共通して雲高がおくれやすい。

　濁音・半濁音も大体二学期のあまりおそくならないうちに嵐て、拗音のい

ろいろな形も2学期末まではかなり提出される。促音「つ」、長音の「う」

は提出が早い。　　　・

　清音が嵐ないうちにそれに相当する濁音や、　「は」　（ハ）　「へ」　（へ）

「つ」より先に「は」（のrへ」（エ）「つ」（促音の）などが出ない方

が望ましく、またそれをうたっているものもあるが、実際には必ずしも理想

どおりはいっていない点が見られる。

　漢字はどうなっているか

　プレ。プリマーに漢宇を出しているのは、6種のうちSだけで、】｛｝字提出

している。6月の終りごろからということになる。その他はみな第二冊農の

プリマーになってからである。FとKは6月の初め、　Tは6月の半ばすぎで

ある。

　一年生全体としての漢宇出数は次の通りである。

　　　　　　　　　現行一軍生酢国語教科欝の雨戸提出数
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　くぎり符号はどうなっているか。

　句読点（・。）は、Tでは巻…では使わず、巻皿葬ばいってから用いてい

る。Y・1。Kでは最初から使う。Fでは。は上の半ばから、　・は上の終り

に出る。Sでは上の巻末で初めて句読点を使っている。

　対話の「　」は、Kだけがプy・プリマーの最初から用い、　S。1・Yでは

巻…には使っていない。Yは5月の上・中旬ごろ、　Fは5月の末である。

3．’語 い 量

　次に、どれくらいの語数が使われているかを調べてみる。

　どの本にも新出語表が付いている。どのようなのを新呂語とみなすか、そ

の基準の取り方によって、繊てくる数に相当の差があるわけだが、今はその

付表をもとにして概数を属すと次のとおりである。

　　　F－350，　S－460，　1－600，　K－630，　Y－720，
　　　T－730，　’

　この数字は異語数である。いずれも助詞、助動詞の類は含んでいない。こ

のうちFはすべての語をあげたものではないらしく、Sもあいさつ語などあ

げていないようである。
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B入門期国語学習指導法の実態

1．調　査　の　方　法

　一般に国語学習の実態の把握には、実際に授業を参観することs研究授業

の指導案をみること、さらに凡教師用書の学習指導の展開例をみることなど

の方法がある。しかしそのどれも、その限り個人的なものであり、また、実

態そのものよりも当事者の規範意識にかかわることが多い。

　われわれは1この点を押えれば学習指導の実態を推測することのできると

考へられるいくつかのと問題をふくむ質問書を発して、その塵答を整理する

ことによって、そこに一つの傾向を見撮そうとした。今は特に入門期の学習

指導の方法形態であるがx29年の1月中旬に，

　（1）鹸初の：文：字の提禺とその完成の時期

　（2）教科書の使い方

　（3）　丈字を中心とした学習指導の方法

　（4）　カリキ’ユラム

　（5）　函難点

について、「入門期圏語指導の実態に関する質問」という質問紙を、全国の

協力学校その他の学校に配り、学校畏、組任教員、国語主任の書任において

Llnt答してもらった。

　以下に掲げるのは、その整理の一部分であって、今後こうした方法によっ

て、単に入門期だけでなく、低学年・中学年、高学年さらに中学校・高等学

校に至るまで、国語の授業としてどういうことがおこなわれているかという

実態を明らかにすることができると思う。なお、学年の段階の進むにしたが

？て問題点が異り、質門喜項も変って来るものであることはいうまでもない。
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・　　　　　　　　2．入門期のカリキュラム

　　これについては、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことの四つの領；域

に分け、4月第一週から虚無までの学習指導の童点の置きどころについて書

　いてもらった。：虚点のおき方を点数化して、農村的学校5校と都市的学校5

校との合計を示すと次のようになる。この表で、書きこんでないのは全然重

点が躍かれないわけである。またtl合計6点以上を特に雲脂1こして鼠立つよ

うにPた・

　　　　　　　　　　　農村の入門期国語カリキュラム

1∵一露酬1・1辮婚榊・畔

　　　　　　　　　　　都市のλ門期一語カリキュラム

蛭∴納鋼　蔽1籍薩翻同・桝1

　　この表からいえることは次の通りである。

　　①　都市。農村を通じて、4月5月はだいたいにおいて話すこと、聞くこ

　　　とが中心である。

　（2）都市。盤村とも5月の末、あるいは6月にはいって、読むことが申心

　　　となり、書くことはさらにそのあとからはじまるQそれは、6、7、8、

　di
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　　9、10、刀月頃まで続く。

　③　聞くこと、話すことでは、都市の方が聞くことを重んじ、農村の方が

　　話すことを重んじる傾向がある。（これは実際の児童生活に基づくもの

　　と思われる。）

　（4）全休的には、都市の方が旧くこと、話すことを徹底させてから、読む

　　こと、書くことにはいろうとしているのに対してs農村では，かえって．N

　　早くから読み書きを教えているという傾向が見られる。

　⑤　fe　X“し、いくbかの都市の学校では、相妾早くから読み書きを教えて

　　いる。（これも実際〃）児童の学習意欲をもりあげようとしたものと思わ

　　れる。）

　そのほかにも、いろいろのごとがわかるが、これはほんとうの実態そのも

のではなく、回答者の頭の中を通したものであることを忘れてはならないで

あろう。

　　　　　　　　　　　3．入門期指導の困難点

　これについては、次の8項に◎○×をつけ、なおその他にも書き加えても

らった。これを×を0点、無じるしをコ点、○を2点、◎を3点として計算

すると次のようになる。ユ0点以上、合計20点以上を厨立たせるために太字に』

した。

n
鋤
3
3
4
3
粉
⑤
り
鋤

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

（

困

入門期蟹語抱灘の困難点
霞蓼

教師の話をよく聞いていない

発表しない

占
…

醐語の教科書を読みたがらない

丈宇の繋ぎかたが乱暴だ

児童に生活経験が足りない

学校に絵本その他の教材や教呉が足りない

個入差がありすぎる

遅進漿かいる

農村

　s

　7

　2

10

　5

　6

1e

l
l

都市

　6

10

　0’
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　6

　7

12
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計
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1
1
7
2
1
5
1
0
1
3
2
2
1
8
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　都市・農村の両方を通じて学習指導上最も困難を感じているのは、個人差

がありすぎるという点である。農村では遅進児がいるという第8項にも点数

が多いが、これも偶入叢の一面で皮、る．なお四囲の学校で、「幼稚園線

育園へ行かない児：縫が・行った児童におされてしまうため・劣等感を持って

しまって、いつも活動が鈍い。それを引き立てるのに苦労した」と轡いて来

た学校がある。

　その次には、都市の方では「発表しない」ということ、燈村では「文字の

霧きかたが乱暴だ」というのが多い。これについてわれわれは、昭廊27年の

学力水準調査国語科の付帯調査として、学校・学級調査の中に、国語の学習

指導において困難を感じている点、冠婚L特に力点を論いている点を書いて

もらったのであるが、その時には、小学校では漢宇を知らない、中学校では

発蛾しないというのが困難の最高であった。中学校ではその他に、個人差の

問題と、教科書の教材が多すぎるというのが嵐ていた。

　都市の子僕は発表するし、農村の子供は発表しないでこまるのではないか

と思うと／そうではなく（少くとも指導考の意識としては）、都市の、こと

に女子はやはり発表したがらないのである。これと関連して、やはり都市の

学校で「知っていることをひとりで話してしまう児童がいるので、他の兜童

の意馬意欲を阻害した」と書き加え来たものがあ㊥た。

　都市・農村を通じて、國諦の教科書を読みたがらないという傾向が少いこ

とは結構なことである。

4．二字の導入

　次は、最初に掛字を捉嵐したのはいつかという問題であるが、これは4月

8日から4月20臼までになっている。その提鐵のしかたとしては、人名特に

受持教師の名前（例　えんどうせんせい）が多く、次は生活経験（例　えほ

んをみた）というのが多い9また、国語教科書の名前や最初のぺe一・9を轡い
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たというものもある。

　その取り扱い、つまり最初の文字教授としては、（農村と都市とをいっしょ

にして、10枚について）

　　書いてみせただけ　　　3

　　教師が読んでやった　　蔓　　　　　　　　　　　i

　　みんなにも読ませた　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔、
である。中でも「教師が読んでやり読める子には読ませた」というあたりが

多いようである。

　次に、飽海カード（あいうえおの一字一・字について絵や単語を書いたもの）

を学校の正規の授業として使用したかどうかという問いについては、使った

学校4校（都市3校、農村エ校）使わない学校エ校である。使った学校は4

月中旬から5月、6月であり、いずれも有効だったとVlっている。

　五十音図については、90枚全部が教室に掲示してあり、中1校は、交字の

とところは空けておいて、習った順に書きこむようにしてあると答：えている。

しかし、それを授業として使ったかどうかということになると、

　　使わない　　5校

とあり、特に使わないけれども、児童が見ているからそれだけの効果はある

と考えたところもあった。　eEliつたところは4月中旬から5月、6月であるが

それぞれの時期にふさわしい使いかたをしたのであろう、みな有効だったと

答えている。

　経験チャート（子供が経験したことを、黒板に書いて文字に慣れさせると

いう方法）の使用は、

　　たびたび使用した　　6校

　　少し使用した　　　4校

　　全く使，蔵しない　　　　0校

であり、有効だったと報告されている。これは戦後の国語教育が主張する方

欝
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法の一つであるが、よく考えると、黒板にそうしたことを全く書かないとい

うことはないはずである。

　さらに、閲定丈字板（単語や記章を大きな紙片に書いたもので示す方法）

の使月山に．ついては、

　　たびたび使用した　　9校

　　少し使用した　　　　　t校

　　温く使用しない　　10校

で、たびたび使用したが断然多い。これにはその紙片の大きさを書いて来た

ところもあった、効果については一般に非常に大きいとされ、一学期中は特

に．多く使用したと報告して来た学校もあった。

5．教科書の取扱い方

　次に、国語の教科書を最初に取りあげた臼時は、

　　4月9臼ごろ　1校　　　　　　　　4E；　16　Mごろ　1絞

　　　tt　IO　2　u　　17　1
　　　ti　13　2　，i　18　1
　　　tt　15　£　’　ri　27　l　e
となっている。28年4月13口と27曝は日曜日であったが、これは何臼ごろと

いう問いであったから、記憶で書いたのであろう、金体として、農村の方が

，早く教科書を取り扱う傾向がある。

　次に、それは国語の授業として何蒔闇目であ’Yoかというと、4月9Hのは

第2時聞臥ユOH・］3臼頃のは4・6時問禺」7」8・2旧のは］8時聞圏に

なっている。との27日頃という学校は、最：初は教科書も何もやらず、科厨的

にも分けず、生活訓練を主とするので、国語科としての授業もそれだけあと

になり、4月の末でまだ三8時聞なのである、

　その最初の教科碧：の扱いについては、

　（1）　扱いかた、持ちかただけや誉　　　　　　1絞1
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　②　それにさし絵や憂体の概観をする、　　　　5校

　（3）最初の単元の全部｝こひととおりふれる　　　　1校

　（4）最初の一一A・’q一ジあるいは二ページ　　　　　　，3絞

となっている。だいたい、扱いかた、持ちかたをやり，そうして絵などを見

させて意欲を起させ、それから第一一一iページのくわしい学習にとりかかるよう

である。

それでは、国語の授業にはいつも教科書を使うかどうかというと、

（a）国語の授業にはいつもたいてい使った

（2）はじめあまり使わず＿月～一tt、日頃からたいてい毎時聞使って

　いる

⑧　必要のある時に使って、毎時間使うとは限らない

（2）の去月命日からというのは、

G校

3校

コ校

　　　　　　　　　　　　　　　3校とも5月のはじめからといっている。’

　現に使用している使用教科書への註丈はいろいろ書いて来ているが、題材

が都市向きでありすぎるというような、題材の方画は除き、

　　丈字が小さすぎる

　　丈字の提出が早すぎる

　　文字：の提畠が多すぎる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　漢字の提嵐のしかたが不自然である

　　漢字の捷出が少なすぎる

といった批判があり、さらに、「6月の前半にことば遊びとして五十音を切

り離して扱っているが、時期が早すぎるのではないか」というような一々の

使用教科書に即した具休的な幾判がある。また、「入門書の話し合いの聞に

五十音が全部出てくるようにしてほしい」という注丈も出ている。プレ・プ

リマとプリマの二冊終って、第一学期が終り、あるいは第二学期申期にはい

っているのに、まだ五十音の刑部が提出されていないというようなものさえ

あるようである。

窃
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　　　　　　　6．入門期における国語学習指導の形態

　入門期の国語学習指導は、児童の生活経験に基づいて、話したり聞いたり

することを通してs丈字に親し窪せるというのが、現今の大勢であり、それ

は多くの教科書の編修趣意書にも、公けの「学習揖導要領」にも、また、教

育学者の著作にも見られる。

　われわれ示ここで、一般に国語学習指導の形態を、

　　①　生活経験中心的

　　（2）教科書申心的

　　③　基礎修練的

の三つに分け、入門期ではそれがどんな具合になるかということを上の回答

から考えてみると、まず、最：初に丈字を提出した時に、教科書の名前や最初

の丈をとって、「かざぐるま」と書いたとか「まことさん、はいJと書いた

という3校は教擁沖心的学習であり、受持教師の名前を書いたり、みんな

でしたことを書いたという7放は、その隈り、生活経験中心的であるといえ

よう。

　次に、瓢十音図の作用については、使用した学校を仮りに基礎修練的とみ

る。経験チャーi’の使溺はこれをたびたび使ったのは生活経験中心的とみる。

固定丈字板の使用は基礎修練的とみる。それから国語の授業にいつもたいて

い教科書を使ったというのを教科書中心的の徴候とみる。これを合計して、

それぞれ20点満点として示すと次のようになる。

　　生活経験中心的　　7十6司3

　　教番斗書v｛コj〔〉貞勺　　　 3十6＝9

　　基礎修繰的　　　　6＋9＝14

　これは、もっと多くの徴候をとらえて来るのでなければならないが、この

限りでは入門期圏語学習指導の…般的形態は、教科書申心的よりは生活経験
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中心的であり、また：字並の習得を主とするためにかなり基礎修練的なもので

あることがわかる。

7。入門期はいつまでか

　入門期、学級の80％以上の者がひ、らがな清書がだいたい読めるようにな

った時期を一つの飼安とするため、それはいつかをきいてみた。

　これについて都市5校では、

　　6月25日ごろ（それまでに要した中置の授業約50稼時）

　　6月　　　誘ミ（約50校時）

　　7月15日ごろ（約70校時）

　　7日20日ごろ（約90校時）

　　9月15　fiごろ（約90校時）

と回答され、農村6校では、

　　6月10目ごろ（約40校時）

　　6月15日ごろ（約48耳隠）

　　7月25目ごろ（約65校暗）　　　　　　　．

　　9月IO日ごろ（約88校時）

　　10月中旬（約140校時）

となっている。これは、「だいたい読めるようになった」というのの取りか

たで、6月にもユO月にもなるようである。またそれまでの国語の時間数につ

いても、「国語の時間というものは厳蟹には数えられない」と書いて来たも

のが2校あったが、そうした点もあるようである。

　ひらがな清書の全部の読みが完成するのは、むしろ、書くことがだいたい

できる蒔期であって、その点からすれば、書くのがだいたい完成するのが読

み方学習の入門期の終りであるといえる。そして、これについては、都市5

校は、

　　7月20日　　 2絞（所要時間豫は雀く）

　　9fi　10　U

　　9月30日
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　　！0月宋

であり、農村5校は、

　　6月宋

　　7月上旬

　　！0月18日ごろ

　　12撮25目

　　エ2月宋

というように圓答の閥に距りがある。これも「だいたい」という質問自身が

あいまいであるからであろう。質問のあいまいなことを棚にあげておいて、

圃答だけを論じるならば、入門期の終了に関する見方はそれほどはっきりし

ていない、巖密な調査を必要とする問題なのである。
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C入学当初における授業の実例

　　　1．第一週の授業

一一一G本をみる・絵をかく・歌を歌う一

　　　　4月1珀（土）小雨

（4月9日入学式　7，8，9臼授業　10田遠足）

授業蘭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8時25分～8時40分）

　　　　　　　かさの整理

　　　　　　　日葡の旧いてあるのだけ幽させ、激師が教霊のうしろにならべてやる。

　　　図霜室へ絵本を取りに行く

　師「先生がいいところへ連れ行ってやるから、ふたりずつ手をつないで……」

　　　三階の劉書婁（書庫）へ行く。

　師「鍵が含わない、鍵を取りに行って来るから待ってて」

　　　鍵を取りに行き2分ぐらいで帰る。

　師「じょうずに待っていたかな」

　師「ここなんの部屋か知ってる？」

　児r知らない」

　師「じゃあ見せてあげよう」

　　　中に入れて、ひとりに2偲ずつ絵本（講談社の絵本）を持たせる。

　師rもらった子は、こっちに行こうね」

　　　歩きながら読みはじめる者ありQ

　師「お教察で見ようね」

　　　　「見ちゃあだめだって」などと叫ぶ者あり。

　師rはい、見てもいいけど、お教蜜でゆっくり児なさbj

　　　師「はい」　「はい」といって渡す。

　　　児童たちは大喜び。

　　　廊下に出る。

　師「さあ、さっき’の順にならんで」

　　師「おやおやxそこでthまっちゃうとこまるなあ……だれかなあ……丁君かな、　S

　　君かな」

　　　教曇｝こもどるo
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還れて来た児童2名あり。

「先生：この子、もらわないんだって」と叫ぶ者あり。

1　三業；のあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　（8晦盤分～9瞳）

　師「お魚子をしまうことにしよう。……おはようございますをいうことにしよう」

　師「ご本をじxうずに、いっしxに篤におこう。……S君できないよ！……丁濟！

　　できた？一一！

　師「さあ、立っていよう」　「いいおぎょうぎをしょうね」

　師「さあ、……おはようございます」

　児「おはようございます」

　　　一同膳につく。

狂　絵本を見る

　師「本のない人はここにいらっしゃい」

　　　遅れて来て本を持っていない1見嚢1に渡す。

　　　児童たち絵本を晃はじめる。

玉III机間巡視

　師「もう見ちゃったの？……（S飛‘をさして）ぼくは口笛吹かないでね……見てし

　　まったら、お友だちのところへ行ってかえてもらおう」

　師「おもしろいなあ、なんの話だか知ってる」

　　　丁沼閥遅れてはいって来る。

　師rどこへ行っていたの？塀1捌へ、（幼稚幽が同じ校内にある）そう」

　　　あたまをなでる。

　師「T滑にだれか本を貸してください」

　　　　「先生！見た」　と叫ぶ：男児あり。

　　　教師に本を返す女児あり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　見たという本を教旨に集めるQ

　　　教師机糊巡視を続けながら、絵の話をしてやる。

　　　　「わあ！すごいすごい！」と叫び続ける男児あり。

　　　　「先ご生！2勝見ちゃった」と叫ぶ子あり。

　　　教卓のところに乱暴に本を返す児あり。

　師「おやおや、ご本が泣いてしまう。もう一園じょうずに娼してごらん」

　師「みんなじょうずにご本を見るね。そういうふうに見ると、ご本はいつまでもき

　　れいでいいな」



．a　so

　　「先：生見た、ほかの：本見せて」……次々と教車1に来る。

　　壼謡絵本を囲いながら読んでいる女蝿あり。

師「おもしろいかな、とても好きな本あった：かな……これがおもしろそうだな」

　　「先生！この絵ね、層面で見た」と掬ぶ男児あt）。

師rおもしろい？」　「わかる？」　「何の絵？」

師「おうち｝こご本あるだろう……ない？じゃあ、よく見てごらん」

師「この字：読めるの……どう読むの……そう……だんだん勉強しようね」

師「きれいな絵だな、なんの絵だろうな」

　　教卓のところに集まった本を片づけばじめた女児あり。

師「Hさんがいっしょうけんめいにご本を片づけている。えらいなあ」

師「それではわからない宇があったら、：先生がお話してあげるからきいてごらん」

　　「えい！こいつおもしろいそ」と叫びながら本を見ている男児あり。

懸　教師板書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9時～9時20分）

　　　　「絵本の絵を2冊、本の表紙に「えほんjと霜く。

　　　児童はその間本を見続けている。

　　　本を取りかえるために教門のところ｝こどんどんかけて来る男児あり。

　　　教師板書しながらうしろを向いて、

　師「だれだろうな、とんとん普を立てて歩いているな。……じょうずに歩こうね」

　　　またかけて来る男児あり。

　師「A溌だろう……A君じょうずに歩こうね」

V机開巡視
師「ああ、おもしろそうだね……これなあ｝こ！おおかみ？……よく知ってるね」

　　読んでしまった本を手でまるめている男號あり。

師「ご本をこうするとね。本がやぶけてしまうよ、こういうふうにね」

　　といって本のやぶれはじめたところを示す。

師「これは何の本だ？とり！ぼくはこの申でなんのとりが一番好き’？」

　　本をとりかえる教率のところに、だんだんと強そうな5i！uが集る。

　　g蒋20分目状況

　　　本をじっと見ているもの　　　　32名

　　　話し含つたりうしろを向いたり　8名

　　　教卓：のところにいるもの　　　　　5禽

w　休 憩 （9時21分～9時30分）
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師rさあそれではね、お便所に煽ぎたい人もいるだろうね……ご本を机の上におい

　て、じょうずに静かに行って来よう」　　　　　　．

　　敦師入口のドアのところで見ている。

師r静かに行くお約束だったね」

　　絵本はだんだんと教卓のところに集められる。

　　「本かして」といって、絵本を集めて象わる男児あり。

師「そこへきちんとそろえてくだ琴い」

師「じゃあ、このくらいにしよう。琢づけるのはね。……ずい分じょうずに片づけ

　られたね」

　　本は高く積んである。

師「四段ぐらいに分けてごらん」

師「いくつに分かれたかな？……さあ、ごくろうさま。じゃあお疇につこう」

1瓜　話し’合い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9時31分～g暗40分）

　師「みんなの見た本がここに全部禺て来た。いくつ見た？」

　師「S葺君はみた？10箇ぐらい？」

　師「0飛俺は？10簡ぐらい？」

　師「S碧はおもしろい坐り方をしているね……M鴬は、」

　師「一つ見た入、手を挙げて！」　　　　て5・6人挙手）

　師「二つぐらい見た入は？」　　　　　　（10人ぐらい挙手）

　師「じゃあこのぐらい，見た子？いくつだな、ひとつ、ふたつ……（1五冊）、もっと

　　ふやして、じゃあこのぐらい（8冊）？」（挙手7・8人ずつ）

　師「じゃあとても好き’だったお話？一」

　　　　「チルチル　ミチル」と曝ぶ：男児ありO

　師「Y君はどういう話が好きだった？」

　師「またご本を見ようね。……きょうはご本を見てたのしかった？」

　見一岡「は一い」

　師「きょうはこの本は図書蜜へあずけておこう。あした来たら見よう」

　　　　「あした休みだ」と叫ぶ男廃あり。

　　　教師ばらばらになったひと綴りの絵を示して、

　師「今先∠生が持って来た時はなかったが、本がもう一冊できた。これはどうしたん

　　だろう」

　　　　「らんぼうしたから」と私語する者あり。

　師「みんな大；事に本を見よう．ね」　　　　　　門
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㎜　板書を見る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9時41分～9時45分）

　　　’1教師、繭に書いた絵本の絵のわきに、「きょうは、本を見たんだね」といいな

　　　がら、

　　　えほんをみました。
　　　と板書。　（普読している者数‘名あり）o

Pt　話し合い　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9時46分～9緒50分）

　師「それじゃ、きのうみんなうちへ帰った時、ごあいさつができたかな？」

　師ぼただいま3のよくできた人、手を挙げてごらん？」　（一同挙手）

　師「『いただきます3と『ごちそうさま』のじょうずにできた人？」（一同挙手）

　師冨おやすみなさい』のできた入？」　（一岡挙手）

　　　ON君とOT君は嬢子はかぶっている。

　師．「『おやすみなさい』というとおかあさんはなんという、0君」　（容えず）

　師「とてもけんかのすぎな人手をあけてごらん」（数名挙手）

　師「けんかのきらいな入？」　（挙手多数）

　師「弱いからだろうね？そうか？」

　　　　「強いけどきらいだ」と叫ぶ男晃あり。

　師「Y君はけんかが強いけどきらいだって、えらいなあ」

　師「きょうは雨が降ったけと：、元気よくll行ってまいります麟のできた入は手を挙

　　げてごらん」　（一年挙乎）

　師「雨の旨と天気の段とどっちが好きだ？」

　　　　「天気」と叫ぶ者多し。

　　　　「雨が降らなければお米ができ・ない」と叫ぶ者ありo

X歌をうたづ　　　　　　　　　　　　　　（9時51分～10時5分）

　　　教師オルガンに近づいて、「内野降れ」をひく。

　　　みんな自然に歌い禺す。

　舗「どこで習った、幼稚園？…・一ここへ出て来て歌ってもらおう、静かに」

　　　10人（男晃5名　白猿5名）だけ出ないで他は教壇にならぶ。

　師（席にいる10名の方を見て）　「そこにいる子もいっしょに歌おうj

　　　ra一・・ガソに創。せて歌う。終って壌亨にかえる。．

　師「じゃあ、鴛お霧でもう一一一度akおう」　（一岡歌う）

　師「いつ迎えに来てもらったt？’……幼稚園の蒔迎えに来てもらったの？……うれし

　　かった？」

　師「さあごんどは手を曝きながら歌おう」
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みんな手を剛きながら歌う。

手を蹄かなかった女児一名あり。

X［　絵を書　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10欝6分～10：専45分）

　師「雨が降っていたら、雨の歌をうたったので、さっき雨の絵を欝きたいなあとい

　　う子がいたけれど、書きたい入はうんと元気よく手を挙げてごらん」（栄手多微）

　師「そう、じゃあ先生が紙を取りに行って来るから、クレヨンを出していてごらん」

　　（1図師廊下に出る）

　　　教師わら半紙を持って帰り左の列からくばる。

　　　　「雨の絵でなくて、好きな絵を書きたいな」と叫ぶ男児ありD

　　　教師「好きな絵を書いてもいいよ」と答える。

　　　絵を書かな：いといって紙をもらわない男女児数名あり。

　　　紙をくぼり左封る。

　師「それでは、なんでも好ぎな絵を導いていいことにしょう。……絵を書きたくな

　　い子は、絵本を見たらどうだ……絵本を見たくないの？」

　　　ふざけている男頻3名あり。

　師「0飛、ご本見なさい。　（『いやだい』と答える）そんなわがままはこまるなあ」

M【　鹿瀬巡視　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　0君教卓のところ｝こ飛びだして来て、　「本読もう」　という。

　師ro鶏‘、本を見るようになったの、えらい！」

　師「S沼昌も見るの、えらいなあ」

　師rこれはなんの絵？うさぎさんか……じょうずだな」

　　　　「先ご生1これ張るの」と問う児1童あり。

　　　　「あれ（背面に前測の自Ptl　TMiが掲恭されている）をとってしまわないと張れな

　　　いね」　と餐：える。

　　　　「先‘生！書けた」　と叫ぶ男i尾あり。

　師「先生に見せて、像う！じょうずだね、お名前も1書いた？」

　　　書き上げた絵を教卓のところ｝こ鵡した男児あり。

　　　i致師その発に向って、

　師「Z君ここを片づけてください」

　　　威武巡視をつづける。

　　　　「先生1餐：けました」と叫ぶ子あり。

　師「これなんの絵、さくらが咲いてるの？」

　師「おや、お名前がないと返す時に迷子になってしまう」
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　師「この絵だれだったな、お名前が白で書いてあるから、先生読みにくいなあ！色

　　で書いてくれる？」

　師rこれはなんの絵？・・…・これはだれ、わたし？ちがう？……なにしているところ

　　だろうな……これが覧たところ、いい絵だなあ」

　　　書き終って窓際に近づき外を見ている老’数名あり。

　師「さあ、でぎた子は、お道具をかばんの中にしまったら、ご本を片づけるのを手

　　松って」

　　　10蒋45分の状況

　　　　絵を蔑：いている瑠’　　　　7名

　　　　絵本を見ているi者　　　　6名

　　　　教率で片づけている者　　8名

　　　他はじぶんのi薩具を片づけているもの、本を頭の上にのせてふざけている竜の、

　　　よその机の方に行っている者。

X皿　帰りの仕度　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10時46分～葺晦）

　師「いま、おうちへ持って行く手紙をあげるから待ってて」

　　　轡師廊下へ繊て、やがてプyソトを持って来る。

　師「じゃあ、お帰りにしよう」

　師「このお手紙をあげるから、濡れないよう｝t入れて行こうね」　　　　　［

　　　端の方からプyソトをくばる。

　師「それではかばんをを机の上にきちんとおいて、……丁君、精子はまだかぶらな

　　いでかばんをそとへ出して、・…・みんな用意ができたかな」

　　　i教師、教室のうしろの雨異のおいてあるところへ行く。雨がっぱを’取り一ヒげて

　師「じゃあ、先生が名前を呼んだ人だけ取りに来る、　はい0子さん・・…・」

　師「それじゃあ、こうもりはどうしよう。……S露！大きな声で返事が出来たらり

　　こうだぞ……」

　　　雨具の始末が終って教師正面に帰る。

』wX　終業のあいさつ

師「では、かばんを机の上において……せっかくしょったけれどもおろしなさい！

　S震’！0君！　かばんが肩にくっついちゃったかな、もう一度おろそう。お約束

　だからね。S君もちゃんとおろしなさい」

師「それでは先生が大：事なお話をしよう。……もういい・・…・算は穴丈央かな？……

　あしたは？」

　　「日日湿」　と誕ヰぶ渚幽数名o
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師「一年盈になってはじめての日曜買だからね。・…・・あしたが逓ぎると、あさって

　はおかあさんがたが集るHだから……いいあんばいにこの雨もきょうじゅうに止

　んで、あしたはお天気だそうだが。あしたの臼曜にけがをしないように」

師「かばんをしょって、こしかけを入れて、……爾がっぱは先盃が玄闘で蒼せてや

　るから……さようならをしよう」

締「さようなら．」

児「さようなら」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ユ員醤）

教富の配醗
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前碓での分一さくらの脚絵…”黒板の醗
　　　　　　　　　rみなさん　おはよう」……膚の下の方

　　　　　　　　　遠足に行く男児と女児の絵、……中央

　　　　　　　　　「きょうは　えんそく、……中央、絵の上の方

　きょうの板書一絵本2柵の絵・・…・中央、やや烹手
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　　　　　　　　　「えほんを　みました」……絵の下

掲添物・

　固定文字板一一（「こくばん」　「僚うき」　「はたき’」など）

　k　蜜由画（背面黒板に）……像とんど碧名してある。

　　　　　　　　　　　　　（霞分の名前はだいたい書ける）

2．第二週の」授業
　　　　　　　　　　一一圏語教科書の最；初の取扱一

　　　　4月13日（月）暗　　　　　　．

・　　　　　　　　　　　　（8時25分一8晴…45分）

朝礼　前

　　登校した子洪たちは庸で絵本（学校図書館の本が教卓の上につんである、それを

　　自霞にとって行く）を見ている。

　教師入室。　　　　黒板に書いてあった

　　　　　　　え像んを　　よみました。

　を消して、板書。

　　　　　　　みなさん　　おはよう

　　　　　　　きようも

　　　　　　　げんきで

　　　　　　　おべんきょうを　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　しょうね

　師「お席について」

　　瀞会本を教卓にi返させる。

　　ふたりずつ子をつないで、整列させる。

　　外に幽て登校朝礼を冤さぜ、再び入室。

璽

1　あいさつ

　　　　　　　　　　　（8時46分一8時55分）
　　：手を膝の上におかせ、先生の顔を見させる。みんなに「げつようび」と言わせる

9　話しあい

　師「日曜日にどこへ行ったの」みんなにたずねる。みんな勝手にしゃべっている。

　・教師躯書」　（「俺生、何を書くの」という：子あり）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1S7

JI£　歌を歌う

　　　　　　　　　　　（8時56分　　9暗5分）

　　｝ヨの丸の旗（絵）

　　　7Aんなでひのまろの歌を歌う。

　師「おててだ1ナ叩㌔・ておゆうぎをしよう」といってもう一一四歌わせる。終り頃、．

　　　「べんきょうしたい、本なんか持って来て損しちゃった」と叫ぶ嚢あり。

lx「運　　動

　　　　　　　　　　　（9時6分・　　9時20分）

　　　講堂へ行く。

　　　　リズム運郵

　　　　ひのまるの旗の遊戯。

　　　　「ねずみとねこ」をして遊ぶo

V　休　　憩
　　　　　　　　　　　（9晦21分・…一9i隊39分）

v王　絵本をみる

　　　　　　　　　　　　（9晦40分・　10時）

　　　みんな教鍵にはいり、好きな絵本をじぶんの融ζ持って来て見ている。

　　　教師　机聞巡視により　個溺指導

　　　　　　　（「おもしろそうだね」　「これなんの絵」などという。）

V皿　教科書を属す

　　　　　　　　　　　　（10蒔1分・　10時5分）

　　　かばんの中から机の上に教科書を織させる。

　　　きちんと揃えさせる。

　　　祉会、困語、算数の本など一朋ずつ出させて点検する。

　　　園語の本をあけて、擁のところを出させる。

Vlll話しあい

　　　　　　　　　　　（10群F5／i’J・…．．一一・一．10｝呼45分）

　（1〕　1犀の言活し．含い

　　　「みんなも道具を入れるかな」

　　　「ここのお花は何だな」
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　　r何・年生だろう。1年、生か3勾三生かなj

t2）次の目次のページの上下のカッi・についての話し禽い

　　rここにあるのは何ですか」

　　「この花は何だろう」

　　「みんなが見たチ．・一　・」・7’がtt”ったら、指で押えてごらん」

　　（にわとりNはと、ひよこ　を見出させる）

　　教師、説明のためそれぞ：れの絵を故書。

（3）第一一、ニページを開けさせる。

　　「河をしているところだろうな」

　　（児章「入学弍」　「学絞に行くところ」などと答えるQ）

　　「泣いている子はいないかな」

　　「この小さい子は一年粥こなったのかな」

　　「じぶんのおかあさんに似ている人がいるかな」

　　「いなかの学校かな、東京のtr？i　utかな」

　　「どうしてわかったの」

　　（児童「海1がある」　「お両がある」）

　　「ここにある本は何だろう」

　　「ここll　：：つ棒が立っているのは何だろう；｝？、　t

　　（児童「門」とtiEt｝．え．る）

　　「みんなでいっしsにいってみよう」

　　（！晃童「モソ」）

　　「ここにある大きなうちは何だろう」

（4）　第三三、四ページを開けさせる

　　「お話してごらん」

　　（児嚢「みんなに先生がお話しているところ」）

　　「ここでお話している人は誰でしよう」

　　（児1童「校：畏先蕊」）

　　「この挙校の弓長先生に似ているかな」

　　「このうしろにあるのは侮だろう」

　　（i見童「ひのまるのはた」）

　　「この学校でも絞長先生のうしろに目の丸の旗があったかな」

　　「ここにいるたくさんの子は何だろうな。申学校にはいるのかな、幼稚園かな」

　　（児童「一年生」）

　　「ここにあるお花は‘琶という；花かな」

　　（児壷「さくら」）

　　「．こっちにいる人は？」
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　　（児薫「概生」）

　　「こっちは、こちらにいる人たちは誰だろう」

　　（冤愛ドおかあさん」）

（5＞第筑、六ページを閉けさせる

　　「伺’しているところ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　（この「蹟こ、じぶんの、tsがなくな｛，てしまつだ一一・下へ落し7℃ため

　　・て泣き餓す子湊）り）

といつ

糸冬りのあいさつ

　（6）　　；’t’：をL・つ　し　．1：1こL　ズ：、　和しの吋：　こし．ま　う。

　〔7）　あいさつをしてタトに出る。

3．第十週の授業
一一一一 @丈字の1読み霧ぎ

　　　　　　　　　　　　6　月　13　日　（ニヒ）　｝tts一一

始業前
　　　　　　　　　　　（8賄卜　35　タ〉　　　　一　81晦　45　分）

　　　朝会、ラジ呼体操を終えて入室。

　　　絵日記や家庭からの手紙などを出させる。

1　板　　書
　　　　　　　　　　　　（8：9」；・46分・＿　 ．9跨寺）

　師「きょうは何曜EIだね。知っている人」　（どいいながら、祓書Q

　　　　　　　きょうは

　　　　　　　　1コ　ようび

II：　話し．合い

　　どへんな「：，h；pt日」　「二L｝i麗日」という。

　　誠十軒爵図表から見せて、

　　　　　ど一、

　　　　　　と謙i：き込み、1コを消す。

師「じゃあ　あしたは　何曜日」という。

「ど」の字をふだんわきに掲げてある



’1　1｝（｝

　　　　　　　みんな「臼曜日」　「N曜E」という0

31［　オ反書と質’1禍

　　　　　　　．教師醜の文｝こ続けて板調＝o

　　　　　　　あした　i＿i

　　　　　　　にち：　．1

　師「じゃあ’この蜜いているなかに　書いてもらおう」（といってその左の方へ少

　　し低く、

　　　　　　　あした　：：．

　　　　　　　にち　i………i

　　　どいうのを、懸つ、白、黄色、赤、線のチ訂一クで書き、きらに、その上に

　　　　　　　し　ろ

　　　　　　　きいろ

　　　　　　　あ　か

　　　　　　　みどり

　・　　と小さく板書。

董V　黒板に出て書く

　　　　　　　　　　　　（9時…1ク〉一一一一91寿’15分・）

　　　指名によりK鳳N君・Hさん・0君9酩が黒板に出る・
　師「みんなよく見てね。字の書きかたを」

　　　　「ちがう、M子ちゃんの書き方」と叫ぶ児壼あり。）

V　批　　　正

　師「それではね。あそこへ、いいのは○、こういうようにおまるを、悪いところへ

　　は×をしてもらおう」　（といって、それぞれに分けて四名挙手指名）

　　　　　　　　　　　　ltuuzwwrm”’：

　　　　　　　　　　　　　　に　　　x

　　　　　　　し　ろ
　　　　　　　　　　　　　　s．　．．t　1

　　　　　　　　　　　　　よ）ひl
　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　蔀ろ　＿＿！×
　　　　　　　　　　　　一一．……1
　　　　　　　　　　　　　よ引

　　　　　　　　　　　　｝－htttttr．t．T．．．．t．t．．tt



あ　か

みどり

師「じゃあ

師「こっちを読んで」

　　右の方にある

　　　　　　きょうは

　　　　　　どようび

あ　か

・×

○
レ
ム

よ一び’

みんなで講べようね。……」

はじめに書いた

　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　あした　　は

　　　　　　にち　　よつび
　　　　　　　　1．
　　をみんなに読ませる。

師「じゃあ　この中のどれを欝いたらいい。　　　　　　　　，

　　・い・て同・i22む・・・・・…

師「じゃあ、集わせてみよう」

　　まず「しろ」の点検

　　Y：嘗「『は渥がちがう。ぼう7メ長：すぎる」という。

師「じゃあ、ここを（はの左のぼうを）削って、これにしより訟」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　といって「は」のぼうを短くする。

　　次は黄色の点検

掘i「こtは何か足りないね」

　　みんな「う」と叫ふ。

｝纈「そう、えらいね。誰が書いた」

　　みんな「N茅1‘」

i祁「きょうはここを覚えようね。じゃあ、ここに露いてもらおう一上

　　；挙乎指名により正しく＝讃＝かせるQ

　　次は「あか」の点検

蘭1「じゃあ、tの次のをなおしてもらおう0君」

1．｛　」．
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　　0鴬「は」だけ叩く。

師「じゃあ、ここを読んでもらおうDY鴬に読んでもらおう」

　　Y君、　「ニチアカ」と読む。

師「じゃあ、これを誰かになSsしてもらおう」

　　といって挙・鋲・指．名で訂猛させ、その子に読ませる。

　　次はrみどり」の点検。

師「さあ、その次はね、こう書いてあるね」

　　といって、そのわきに

　　よ一ぴ

　　と書き’、　「このどれがいけないの」という。

　　みんなfまんなか」と叫ぶ。

　　それによって訂蕉する。

VI読 む （9鋒≒16分・～9拝な20分・）

　　．教師こんどは最；初に調二いた向って右L側の方を指して、

師「じゃあ、これを読んでもらおう。T晒’（ちょうどその藏前にふざけていた）立

　ちなさい（丁鱈：立たない）。S鴛（やはりふざけていた）：立ちなさい（同様に：立

　たない）」

師「じゃあ、A君（きちんとしている）立って」　（立つ）

師「先．生のまねをして読んで」A鷺読む。

獅「丁三君、：立って」　（立って先．生についてi涜む）

師「S君、：立って」　（同様）

師「はい、えらいね、こんどからそうやるんだよ」

麟「Aさん立って」　（立たない）　「Hさん立って」　（立たない）　「Sさん立って」

　（立つ）

師「えらい、えらい、じゃあHざん立って」（立つ）Aさん立って（立つ）。……

　えらい、えらい、じゃあ立った人とみんなでいっし“］：に読まう」

　　みんな先．生についてよむ。

師「HGさん、立って（立つ）K煮：立って（立つ）Mさん立って（立つ）……」

　　そのうちに「．ハイ、ハイ」と連呼するようになる。

師「S薬1帆、立って」　（S望1’、　「はい」といって立つ）

　　はい、はいの連呼つつく。

師fちょっと待って、今、いいお返事ができたぞ」

　　といrてS君の方を向いて「もう一鍍1いって」、とS鴬「はい」と容える。

師「じゃあ、みんなもいっしょに立って、字をよく見て読んで行こう」みんな読む。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　9：，l

VII　　ノー1・｛・こ｛！｝＝く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （91響30分・～g計｝寺45分・）

　師「じゃあ、みんなでお帳聞を出そう」

　　　「」’t：　’ti三、団塊ない、社会ない」という渚・多し。

　師「評語のお帳瀟と鉛筆を出す’．」

　　　この闘、教師の即自の板書；乏三1ナ残して、しろ、きいろ、あか、みどり、の児竜

　　　の二卜いたものは消す。

　師「さあ、きよう欝くところを、人戸し損でぱっとおさえてごらん、先生が昆せて

　　もら）うから」

　　　机鰐巡視

　　　（そうそう……どこから……：こから書きなきい。……等’々と粥導して歩く）

1

V葺1　説二くことの指導

　師「じゃあ、なんて書こうな、先噛みんなが全書いた字を調こうと恩うんだがね。

　　鉛筆を持って、あげてごらん、先生のまねをして鉛筆を動かしてごらんj

　　　き　　（いっし，tに盛鴛讐させる）

　師「これだけ先に書いてごらん」

　　　みんな帳醐に鰻重く。

　師「ここの『よ渥はどっちの方へ書くの、まんなか、はじつこ、」

　　　「宕の方」と答える：沓あり。

　　　教師まず：　！を書いて次にその串に「よ」とかく。
　　　　　　　　　．1

　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　みんな臼圭．i：き’ました：」　「輩tl：きました：」と呵・ズ。　　　　　　　、

　師「1の次は侮という字だ」

　　　みんな「う」という。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　董∫（臣∬「う」　と板慧｝＝o

　　　「講＝きました」　「諮きました：」という声が起る。

　　　次に「は」を罰様の方泓…でかく。

　顯三1一じゃあ、こんどは1可とかく」

　みんみこ「どようこ∫」

　師「こんどは四つ霧くんだね。どようびって、四つ霧くんだよ」

　　　机岡巡視

　師「書けた？きあこんどは『あした』だ。今、先生見たんだけど『どよう』の時に、

　　この『よ。1を小さく『どようび離と驚いている入カミあるね。これははじめから大

　　きく膚くんだよ。小さく書いた人はなお．しなさい」　　・
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師「じゃあ，あしたは　って書きますよ、穿を上げてください」

　　聖駕ご『琴

師「はい、ここまで書いたら年をおろすんだよ」

　　r響きました」という旛あ．り。

師「ちょっと待ってください。よく見て、このどれが好きだ」

　　板書一ヒ十ナナ
　　みんな「こっち」　「こっち」といって正しい方を指す。

師「そうだね。こう了寧に書くんだね。じゃあ続きを書こう」

　　といって板書のえは、やに続けて、「第窯筆はどの辺からだ」といいながら途

　　中まで書ぎ、　「あとは、おひげかな、いばるかな」という。

　　「おひげ」　「おひげ」　という箔・多し。

　　教師書き終る。

師「じゃあ、それ（あ）と調＝いて」

　　嶺く。

師「じゃあ、その次を書くからね」

　　といって、次の「し　た　は　に　ち　よ　う　び」を嶺：く。そして，’

師「もうこれでおしまいだから、ここのところに1可かつけたいね」

　　幌童たちrマノレ」　「マル」と叫ぶ。

師「そう、ここのところに小さなマルをつけるんだ」

　　「：先．生、お便所」といって料る渚あIJ）。

師「そう、書けたらいっていらっしゃい」

　　だんだん便所へ行く。

　　教師その伍1に、机間巡視して、誹けていない考に対して、指導する。

　　子供達が落ちついたところで、

王X　ノートの点検

　師「さあ、お席について、もう一度『きょうは　どようび、あしたは　にちようび』

　　って書いて、書けた人は、先，髭に持って来てください」

　　　といって、赤チョークで祓書

　　　　もういちど　きれいに　ていねいに　かいでくだ：きい

　　　教師、教卓の前にすわり、ノートを点検。すぐにノートを持って来る子あり。

　　　　「もう一度畿：いて、持っていらっしゃい」といって返す。

　　　でき・た子には「じゃあお道具をしまって」という。・・…　「お丸をもらったら、

　　　お外へ規ていいよ」といってノート点検を続ける。

X第一時終り　’　　　・　　　　　　　（9時40分）
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　　　　　　　4．三つの授業例への批評

　第…遷の授業は次のような特色を持っている。（1）絵本をとりあげている。

点、（2）絵本すなわち本の取扱いについて、こまかい注意と指導をしている。

点、③丈字への導入縮弍みている点、④図爾をかかせたり、歌を歌わせたり

して、自由な表現とたのしいふんいきを作ろうとしている点などである。

　これ／；，はいずれもこの期の授業としては大切なこと℃あって、まことに結

構な授業であると思っている。

　入門期であるこのころにおいては、いきなり、：文字や教科書の読みへはい

らずに、まず自由にたのしく話し合うこと、人の話をよく聞くことが大切で

ある。

　絵本を見させることによって、子どもがひとりごとをいうか、とな9の子

どもに話すか、あるいは先生に話しかけるかするであろうが、どんな片書隻

旬でもよいから、それをとり上げて、育てて行くことが大切である。

　絵本には若干の丈字がその中にはいっていた方がよいが、第…週目の授業

としては、読める子は別だが、…・般的には、：丈字にはあまりふれない方がよ

いであろう。ことにいなかの子どもは、絵の理解だけがやっとであろう。

　次に、いなかでは断煙窒や学級丈庫があまり完備していない学校もあるで

あろう。そうした申合は、何もこの授業のように、一入に一冊ずつ与える必

要はなく、一研の絵本を二三入ずつで見させてもよい。むしろこの方が話し

合いができておもしろいかもしれない。

　さらに’、絵本がほとんどない槍合は、教師が黒板や紙に絵をかいたり、他

の教師の掛図や零真を利用したり、紙しばいをやったりしても、このような

授業ができる。

　要するに、絵本や絵を媒介として、話したり聞いたりする言語活動をさか

んにやらせて、ことばを知り、やがて一字ど結びつけようとしているので

ある。
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　なお、いなかの学校などで、幼稚園へも行かず、子どもが学校へなれずに

おどおどしている揚・念は、信ずしも第一二目から絵本にはいらなくともよく、

遊びや行動を通して、話す聞くことを活磯にやらせ、それからことばの指導

をやることもできる。

　第二：1二遷の授業は、ぱじめて教科書へはいる時のはいリカであるが、こひ）程

度ならxいなかの子どもにも扱えると思う、ただし、・．t一度にこんなにたくさ

んのべー爵を扱うのはどうかと思われる．

　第一．nv一遷第鷲遡の授業を逓じて、気になることは、先生が板書された：文字

「えほんをよみました。」「みなさん　おはよう　き’ようも　げんきで　おべ

んき．tlうを　しょうね」というのである。これが文字板学翌的の意味を持

ち、’三山への…・種の導入であり、親しみを持たせるためのものであるなら

ば、この文字は、むしろ、子どもの言辱つたことばをとり上げて云いてもらい

たい。その方が有効であろう。

　第十遷の読み書きを中心とした授業は、こういうやり方も、もちろんおも

しろいし、大へんよい授業であるが、こうしたやり方は、一般的には少し高

度に過ぎないかと思われるQ

　このやり方ぱ、話し合いからいきなりはいって行くようであるが、これは

一種のテ．スト形式ともいえるやり方である。こういうはいり方でなく、やは

り．教科護i＝やまたは文章を即きに読ませて、よく読めるようになった後に、さ

あ書いてみようといって、暑：がせる。つまり一一・つの文章を旧きによく読ませ

た後に扱った方が自然であり、またその方が：取扱上も、楽ではあるまいか。

もちろん目の中へ丈字を入れさせたり、抜き出させたりすることは、結購で

あるがNこの授業；のように、いつも生活からば1かりばいることばどうかと思

われる。もちろん書く必要感に立たせるという意味はわかるが。

　丈宇の読み書きの繰習は、それ自身取り嵐してこのようにやることもよい

が、単に学習の中で、いろいろの言語活動の中で適切にやることが大切だと
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愚っている。要は、文字の読み書きは、授業者各自がもっともよい機会をね

らって、もっとも有効遡切な指導を考えるべきで爵，ると思われる。

　さらに．一・・需いえば、：文宇や衷記の規期1ま一・度には数えないで単純化した方

がよい。この場合でいえば、　「きょうは」の「よ」と「どよう」の「よ」と

は岡じ、　「よAであっても、大きさのちがうこと、つまり拗音の「よ」とふ

つの揚合の「よ」の大ぎさや紘罹のちがいを同時に教えることは臨難である

と思われる。本時のねらいがそこにあれば別だが。

　総じて、この三つの教授案は、いなかの子どもを対象とした揚合は、少し

く高いと思われる。しかし、その精神はどこまでもまねるべきであり、参考

とすべきで麦，ろうD

　　　　　　　以．ヒ、脇力学校　神奈州県比々多小学校長：宮11i利三郎氏による。
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旺
ア
　
ロ、 この問題に対する研究の大勢

A日本の文献
　冤壷識雛の研究　　沢稗政：太郎・田中末広・長照新共著

　　　　　　　　　　大蕉8年5月発行　菊判　372ぺpmwwジ

　調査は：大1∬三7年4濯1妊1から69201箭までの悶に、域域’」・学校の断入学男児25名を

対；象として、あらかじめ粥意された語彙6867語1こついて行なわれた。

　その結果は

　　最多一5，162語

　　最少一一3，500語

　　：F一：均一一4，G89餐春

このほかに、数詞。助数罰を少なくとも50語μ上知っている。

　語彙収得の禦因として、地環的環境・家庭の職業が語彙の種類に影響があるとし、

語彙鼠においては兄弟の有無、ことに兄姉の有無が賜係が深く、老入に保麿されたも

のは収得数が少ないtと、友人の有無も影響があることなどを考察している。

　連れ月1こよる年令の差は認めにくい。

　冤童の緬性と語彙翫との関係は発見しにくいが、　最少の8．名だけについては次のよ

うな共通性が見られる。

　　内気　従：鑛　女性的　小胆　玩く活発　神経的　温瀬　邊鈍

語彙の多い子供は概して、快活・活濃・こっけい・わがまま・負けずぎらいである。

　以上が龍編の調査報告で、後編に「欧米における児童語彙研究の概観」がある。

　　　新Jk学児奮の語藁の調奮　　千葉県鳴浜小学校職員研究会著

　　　　　　　　　　　　　　　　　大∬三13年11月発行菊判236ページ

　大花11年4穆13日から7房3葺iまでの問に、鳴浜小学校の新入学1“Lrtt、　男14名女15

名（男児は全数、女児は任li：；：抽tj．1）を対象として、選択した質，908語について行なわ

れた。成城のが大都市の晃童を対銀としたものであるのに鴛して、　これは農村の児窟

．について調べたものである点が特色である。

　その結果を晃ると、収得語数は

　　　　　　　　最多一男5，　777　　　女6，072

　　　　　　　　最少・一〃3，972　　　〃3，373

　　　　　　　　：Nr一：ys・一一一　t，　s，oo2　，f　s，036
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：男児においては、大体4，800－5，300語の：音が｝駿も多く、　女児にあっては4，6GO一一・5，500

語を即する者が最も多数である。そして、男女おのおの2ん以上の児魔が共通して鍵解

している語数は3，GGG－3，60G翻1とi報籍きれた。

　語彙収得の嘆陽としては、　成城であげられた兄弟の多少は鴫浜では幾の上にはひび

いて襲ないで、家庭の貧富、教養の渡が、語彙の縄類。数量の上に大きなi整異をもた

らしているという。

　　　児璽の語襲と教育　　問由県良雨燕学校附属小学校i筈

　　　　　　　　　　　　　昭勲10年11月発行　菊判　264　・t　一一ジ

　昭穐9年6月…7R’に、　岡山市及びその附近のi緬入学児男女各14名を被調養i齎と

して調べた：ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　この調喪はs前二者が聴解語を烹とするものでおったのに対して、　聴解物と使擢語

とを区別して、両看をそれぞれ調べた点に；｝寺長が見られろ。

　その鞍果の概要は

　　聴解1濯　最多　　6，906

　　　　　　最少t一一3，338

　　　　　　擁7二∫勾一一・5，230　』

　　　　　最大頻数・r陣勲一　一5，100

　　｛愛三｝毎語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，132

戒城・鳴浜と比べて平均語彙数が多いのは、　調査語が28，661の多きに上の、その内

に方薔・設讃幼児語を約2，　800も含んでいるためであろう。

　　　児蜜の語藁と国語指導　　長野lllli範学校男予吝f；附属飼1箋学校教科研究会著

　　　　　　　　　　　　　　　下和19年3月発行A5糊449ページ

　これは小学校1年3年6年の勇女児覚各i名を調：査対；象とし、　3年の児童は1年の

冤選が進級するのをまって実：施した。したがって調登の静期は

　　1年　餌召和14年4月＿昭＝戸II　15年3月

　　3年　〃　16年4房　・一〃　17惹｛三3月

　　6年　〃　　〃　　〃　一一・一一　il　〃　　〃

　このi綜襲の持色は、児童の使用語（作丈・鴫歌等を念む）を徹底豹に追求し捕捉し

ようとした1点にある。

　結果については、1年生の語彙燈だけを二こに紹介すると

　　男’一5，135
　　　　　　　男女共通＿4，828
　　女一一5，081

5年｝霧の問山の謂茜…その他から見ると、1駄において著しい増加を晃せているが、　この

理由を陶叢i者は時イ懸の変化、　すなわちラジオの聾及や児童読物の盛行など児壼をとり



鎌

　
O

るいてしジに展進の境環的化文弱．
目

差
字王く・

ま

　　　形象と理会　巻一一　　壌内松三著　曙魏8蘇三4月発行　B6判　319ページ

　「初学年蝋片の雷語鷹活」　「初学年児童の読方」なごの章で、　内外の実態講査（ス

ミス、　ドロイシソグなど）に博くデータを紹介し、丈の長さ、種類、語の長さ、　眼球

蓮動などについて論じ、指導上の注意を述べてある。　また、小学読本巻一一についての

徹底的な研究がある。

　　　匡1語学習論　　垣内松三著　〔［：壼i諾教育科学第4巻〕

　　　　　　　　　　　昭諏9年5醤発行　菊判　3雄ベーSジ

　「児嚢の¶斎語能力め発達」　1闇言語能力の発達の口囲子」など、　われわれの研究に酸

接つながる点が多い。因子として、祉会的、　（家庭。祉会環境）　塗理約（牲・遣伝・

身体・言駅馬）心理的（知能など）の諸因子があげられう。

　　　児奮の言語　　松本金認　〔教育科学第1．9鵜所収〕

　　　　　　　　　　　昭和8年4月発行　菊判　38ページ

　大体学齢ごろまでの児章語に関する、霊，三として欧米の研究を、

方懸について紹介している。

　　　児癖語の表現　　松本金建　〔国語科学講座57〕

　　　　　　　　　　　　昭和9無4月発行　菊判　61べ＿ジ

　従肇のわが国における研究業績を主たる資料として、

驚語を考察したもので、

；爵ア欝。言吾彙・文の諸

　　　　　　　　　　　　　　音声・丈法・意味の点から院

「児1童の言語」の嫌面取と言うべきもの。

　　　幼児の言語雛達　　牛島義友・森脇　要　〔細腰霧院所紀要〕

　　　　　　　　　　　　　昭和18年2月発行　　B5判　132べ一一ジ

　第1編　語彙願数調査　　1才一6才の子供約100人について、30分間ずつ3・4
鳳繭1こ話す邸聴とらえて紀録し、語の頻数を調べたもので、その概括の一雫談；をあ

げると、

　　1．動詞の活用形の使用状態を見るに、連用形・未然形・終1ヒ形が数多く使われ

　　　ている。年齢発達的には満2才！尾ごろから現われ、3才児1こ憩．激に増加して居り、

　　　その後は特に増力藷してはいない0

　　2。　助詞は1オ児でに少数のものが使用され始めているが、　大部分の助詞は2才

　　　児から使用され始め、3才児には著しく増加してくる。　しかしてその後の増加

　　　は珊に著しくない0

　　3．子洪の言葉を通じてその心性を知る事もできる。　たとえば敬語の「お」は
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　　　3。4才児ではむやみに使用するが、男児の場合は年と共に減じ▼1＝来て、　男の

　　　子らしい乱暴な権力的な性質が現われてくる。

　　4．　この説3室の結果、われわれが選定1した寡藻：奉的な1．，　5QQ語の語『魏で絵＝零、小学

　　　読本、成八の会話における語彙を測ってYtSるに、　基本語彙以外のものは、小学

　　　1学年’さは10％くらいで、4学隼まで徐々に増加し、5学年から急に増加し

　　　30％くらいにまでなる。

　　　　成入の会言活のrliには平均15，4％含まれている。　即ち吾々の基本語一彙で押入

”　　　の会語の85％まで閃に含うと震える。　これに対して争欝の幼児粥絵本に使駕

　　　されている語彙には14．！％も基『奉語以外のものが含まれて層て、　余りに語彙

　　　が多過ぎると嘗わねばならない。幼児；．簿絵二．｛裏は5％くらいに止むべきであろう。

　　第2編　幼冤の丈章の簿造　　前と岡じ材琴鐸によって、30・；Nj？jに話された丈の数、

　：文章の嚢さ。種類など：こついて調べたものである。

　　そのプく欝は

　　（1）一ウ這欝闘に引せられる文（remarks）の数は、3才児までは年：令と典に増惣

　　　するが、その日増力ilせず、ほぼ一一定である。　男女の差について欝えばそれぞれ

　　　の年含において男の方ゐ；多い鳩禽と女の方が暢合とがあり、　いつれが多いとも

　　　決宛しがたい。

　　（2）文章の」．：をさについて『濡えば3才児までは年令・と共1こ著しく増加するが、　その

　　　後は穴して増諏せず、3才児より4才児へは増加がほとんどどなく、　4才児よ

　　　り5才兜には若干増加vSるにすぎない。男女を∫’ヒ駿すれば、女の方がすぐれてい

　　　る。（而して寄月の研究結；果に於ても同じことが認められている）。

　　（3）　発音（artiCulation）は5オ児において大体完成、ずると干ることができる。男

　　　女を箆目すると、この研究結果からは、いずれがすぐれているとも決窺し難く、

　　　この学外園における1；Jf一究結果と異る。侮artiCtilat三〇nにおいて起きる欠陥は欄

　　　煽の音が発音できない場・含だけでなく、｛固’々の音は：鐙しく発音できても、　それ

　　　らの音がある組合せをな：す時発音できなくなる場当が多い。

　　（4）命令：交は年：令と共に段々に減少して行く。　それは男女いずれについても欝え

　　　る。男女を比較すれば女の方が命・倉丈が多・い。

　　｛5）疑問文は3才號まで年食と共に増力11するがその後は増減せず。　男女を比較す

　　　れば、それぞれの年令においてある時は男が、他の時に女が・多くて、　男女いず

　　　れが多いとも一一・i義的に決喫し難い。

　　（6）従属丈はほぱ年令と共に∫曽冒するが、3才猟が他の年令・に死目して著しく多い。

　　　男女を比較すればいつの場含でも女の方が多い。
　　（7）不完奈文の百分率は2才堅以．ヒは甚して増減なく、　男：女t　｝’／fの…一義約関係も擁ll

　　　シヒし難い。

　　l第3編幼児語彙検．査2才から就学1｝llまでの幼稚1謹彰己1，　eoO．名について1；7繧稲15年：

　　　　婆
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9月　一昭和エ6年7月に調i査したもの。そのまとめの一部をあげると、

　ω　使摺力と理解力との桝掲はO．　6くらいである。

　（2〕性瑚との関係はあまりなく女児の方が特に雷語が発達しているとは君えない。

　（3）　知能との賜係はあまりない。　使耀力の方はO．　45くらいの縮蕩があるが、理

　　解力との絹1掲は0．18以－下である。　　　　　　　　　　　・

　（4）親の職業と子供の語彙成績とは麿接なi鍔係があり、専門的職叢と農業との差

　　は偏差値で15点以上ある。

　（5）親の年齢は父30才代、母25－34才の者が簸もよく、年配の進んだものの子’

　　｛異ほど悪い傾陶がある。

　（6）岡胞数は…入子カミー番成績よく、多くなるほど成績悪くなっている。

　（7）友・達がなくて親と遊んでいる港の：方が成績よく、　多くの：友と遊んでおる者は

　　　よくない。また年長児と遊ぶ春の方が言語発達はよくなっている。

　（8）以上の諸事実により語彙発達には樵会的蔵回条件が箸しく影響しておること

　　を知る。

　　　児童の言語　　矢三部達郎著　昭和24年9澤発行　B6判　329ページ

儲次だけを紹介すると、

　1　言語と晃童漉、2　雷語の習得、3　諸魏と語素検査、　4　交の櫛造、5　言

　　語発達を規定する諸条件

内舛の資料によって平易に説いてある。

言語の発遠　　阪本一錦　〔東京教育大学内舅嚢研究会編「ことばの指導」

　　　　　　　　　　　　昭和25年＝刊　に所」探〕　B6判　85ページ

　著考自身が調査し発表したものを引罵しているが、それによると語彙量の発達は、

わが圏諮の讐通の語彙を10万と見て、推鋒すると次のようになる。　6才から12才

までをあげると、

　　5，661　6，700　7，971　10，276　13，878　19，326　25，668

小学児童の作交における丈章の長さを、語数と丈字微で表わすと次衰のようになる。

〔
学
年
〕
1
2
3
4
5
6

平　均　語　数

　男　　女

　8，3　9．3

　1斗．6　11，4

　13．3　11．7

　15．1　13．2

　14．6　12．S

　IS．7　！4．　i

：平均丈字数

　男　　女

　17．6　25．1

　29．　7　3！．　7

　32．3　32．1

　33．0　34．S

　33．　3　33．　9－

　3フ．7　　34．1
診
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ひらがな’■かたかなの習得の過程と一二法上の問題

　　　神奈川県津久井郡串川村立中央’粒1北畑

　　　　　　昭示li　28捻葬5月多曲行　　プリ》／ト　　B　5⊃縄　　170ページ

　これは昭：fll　27年高の御薄；省！実験学歴に四足さ；｝tて、　かたかな。ひらがなの学習に

ついて調査した結果の報告書である。

　ひらがなは1・2年嵐、かたかなは2。3年生について、その習得の過程や困難点を

門戸な数字によつて示し、指導．ヒの問懸を考察しているQ　今、1年目のひらがなの習

得状況を少し紹介しておこう。

　この学校の地域は由閲のt；1／S村’で丈化的、驚済的に恵まれず、　家腿の職業は農を虫と・

し、それも多くは兼業農家である。調溢の対象となった1昆童は男女奪わせて2組50名

内外である。

調盗は4回にわたって行われた。

海
1
2
3
4

　調．査の期日

27一一6－11．12，　18．19

27一一　9　一12，　13

27一一一一12一一23

28一　3　一24

児葉徽

53　（48）

52　（51）

46

49

　問題の糞料としては、5月末［：1までに使っていた策書（脚日；i本）

ひらがな26丈字で、　これをそれぞれ既修の単語と未修の単語の彌霧彗から読みと魯ぎ

について調べた。

　　既修単語一・①はるおさん　②おとうさん　③おかあさん　④おはよう

　　⑤せんせい⑥さようなら　⑦ただいま　③しろしろ⑨みんなでおはなし

　　⑩おやすみなさい

　　窮1単語一一①よしおさん②あたま　③たろうさん④もち⑤せみ⑥とこや

　　⑦はやい　⑨だるま　⑨からす⑩なでしこ

　ただし第2回だけは、一部省指示に従って、ひらがなの溝・濁・半濁71文字につ

いて1字ずつ調べた。その中から例の26字だけを取り出して比較したものである。

　第1團と第4團の既修単語の読みの正啓率を駆ると、

　　①98％（第1圏）一100％（第4掘）②88．1－100
　　（，1，）　90，　6一一　100　（ii）　69．　8－98，　O　（1！）　92．　5一一　100　＠　73．　6－100

　　（：，）　79，2…98　（ll）　88．8－100　GD　67．9－98．0（ill＞　81．1－100

となって、学年家にはほとんど完査に読めることがわかる。

　叙単語について、同様に第1図と第4蹴とを死較してみると、
　　（ll）　58．5一一一77．1　＠　50．9－100　（ew　49．1一一一95．8　＠　58．5－10e

　　⑤67．　9一一97．　9⑥58．5一一100¢64．レ97．9⑧58．5－93．9

　　＠　5g．5一一・S9．6　（III＞　58．5－IGO

棚概までの国語の時闘i数

　　　46

　　　46

　　　82

　　　64

　　　　の入門輔に提出の



　　　　　　　　　　　　．
　　．20a

　　　第1國の結果を1丈字ずつに禮して、これと第2回の一宇読みの謂査と比較してグラ

　　フに書いてみると、大体相似形をなしている。このことは、丈字の持つ抵抗渡が一字

’　…一字の場合と未修の新単語とでは、庶とんど同様の困難さを示すことを表わしている

　　とい）o

　　　第1回と第4園との調晦において、　示された語形カードを河入が拾い読みするをか

　　みると、

　　　　第1回　既修単語　53人中　9人

　　　　　　　　新単．語　　〃　　32人

　　　　第差回　既修単語　49入中　5入

　　　　　　　　新単語　　 〃　　　2ノ＼

　　国語学習の心理　　阪本一郎編　〔教育心好学講座9〕

　　　　　　　　　　　　　　昭瀦28年5穏発行　A5判

この中に次のような研究がある。読書のレディネス　大西誠一・郎（57ページ）　読Zl手li

　　　能力の発達　依照薪・岡’奉慶六（57ベージ）

入門期の国語i教育　　猟股辰弥i著　ll歪｛和24年4月発行’B6判　219ページ

　著春が樋竃教科騰：編修をこ携わった羅験をもとにして、　書名のとおり入門期の指導一

特に読みを中心として一について説いたものである。

　藩：菅は欝う。『入学してくる児童たちが、もし菩通の発達をとげている児魔であれば、

「聞く」ことと「話す」こととはどうやら身につけているものである。　……一一A般的に

いって「読む」ことと「書く」こととはまだできない。　……入門期の欄F；1｝教育におい

ては、筋肉の発達という身体約条件から考えても、「書く」ということは、　まだ無理

な取り扱いである。まして自分の考えを丈字で書くこと、いわゆる日記をつけたり、

作女を引いたりするこ．となどは、とうてい望んでも得られるものではないのである。

この期においては、「書く」ことの前に、まだ「読む」という困難な仕事カミ待っている。

「読む」ことよPも一・一層やきしいと思われている「話す」．ことすらも、入門期の児童

．はまだ十分に習得してL・るとはいわれない。　名筋をR乎t　C・Xれてもはつぎり返事のできな

い子供がいるし、　また一分の思っている考えをうまく習えない子供も多い。　「話す」

ということも、入門期の児童にとっては大きな教育の対象となるものである。』

　次にアメジカの代表的な教科書を一一一つ選んで、　その1年生柵を分析している。この

教科書はプv・プリマー4澗、プリマー2鴛、第1読本1朋から成っている。

　その彙語負担と薪語の分布をまとめると下表のとおりであろ。
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　なお、　図定のプレ・プリマーである「まことさん　はなごさん」の語彙、単語とか

なの頻渡など調べ出してある。

今戸児童の言語生活の実態　　神奈川畑中i菖i；小学校教育研究会報告黛i：

　　　　　　昭和29年2月発行　プリゾト　B5判　192ぺrジ

　「神奈川県中震障庖：方の児童についての実態調査」と副題がついている。　宮川利三郊

氏を委髄長に・蕎学絞から選ばれた14名の委夢．ミが、小学校1年から6年までの男女12

名についての24時隣灘叢をもとにして、1申し頼手と話す量（発言回数および発言：文徽）

話題、使規されている方欝および敬語などについて分析を加え、さらに、その剥；の児童

2，325名を対象にして、謡しゃすい人、話しにくい人、よくわかる入sわからない人、

よく話せるのはどんな晦か、　こまる時はどんな時か、教室でなぜ話せないかについて

質問紙法によって調庵したものを整理している。

　話し絹手についていえば、農村の児童は学校で話すことは多いが、　家庭で話す機会

が少ない。特に父を話し編手とすることが少ない。

　話題についていえば、実灯」的話題、娯楽的話題、文化酌話題に分けて整燦してある

が、丈化的話題といっても学校の学習事項以上に出ないうらみがある。

　敬語については、使う場藏が少なく、丁寧語の使丹1は1年礁2年生の聞が多G二級

｝こなるとかえって減っている。　謙譲語は5年生6庫．生でないと出て来ない。ところが

方需の使罵は学年が進んでも案外滅少していない。

　よく話せるのはどういう時かというと、安心した環境にある時、うれしい蒔であっ

て、話す事項がないとか、話術がないとかいう条件は、それよりも邊かに比率が低い。

　以．1／：のこ’とが、さらにくわしい項目に砲ナて、たくさんの二二に華ついて報告され

ている。24静間調査の対劣ζとして1年生から6年！宅までのよく似た条件｝こある男女各一

1名が選ばれて、その限りで晋語生活の学年発達について考察が加えてある。
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B 外国の研究状況

この問題に簿する外圏の研究状況を概観するのに必要な最近の文献の解説

　　読み方学習準備

ミルナー『1年能のi読みのレディ皐スと親子関係の塑との州流についての研鱗

　Milner，　E．　1951．　A　study　of　the　relationship　between　readinss　readipess　in

　　　grade　one　school　and　patterns　of　parent－childreR　interaction．　Chilcl．

　　　Deve！op．　Vol．　22．　No．2．　95－112．　’

　il売みの！／ディネスは耳愛に三1鋒…慰問｝事∫の親ニヨニ1潟保の履三2爵の藷難こよってヲ形成きれると考え、

108．八のt見蛮の翼語闘子イ｛1・点と生活の型の3；方彌からの調1轟…によって得た鰐・点とによ

り、仮説を検討した。　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．．

モルヘット、ワッシコーヅルヌ『読みかた学習はどの時期にはじめたらよいか』

　Morphett，　M　and　Wasl｝burne，　C．　1931．　When　should　children　begin　to　read？

　　　Ele．　Sch．　」．　31：496－5e3

　贋蘇手…・含、　碧を補｛臼地学・のちがう費該一ぜ無益焉児童の語い鷺好郵、　臣欝1読、　一環麦貞勺な瀞乙嘗ヲコの発達

を」・ヒ固し、読むことを細める最適の年令は精神年金6．5才だとした。

フtラット　『影をみかた培ξ…野と幼手払閲麟乏験のフ首づ歎｝こついての．一噛玉野．l

　Pratt，　W．　E．1949．　A　study　Qf　the　d搬erence　in　the　prediction　of　reading

　　　success　of　kindergarten　ancl　non－1〈indergarten　children．　」．　Ecluc．　Res．

　　　42　：　525－33．

スァィヒラソ1：’ Aプリヒタ9’第…・学年に入る子供の年令』

　Stichland，　R．　G．　ancl　1’lichta，　P．　1949．　Age　of　entrance　into　first　grade．　Bull．

　　　Sch．　Educ．　25：　7－12．

ベッツ『読みのレ／ディネスの諸1憩子について．．l

　Betts，　E．　A．　1943．　lt－actors　in　readiness　for　reading．　Ed．　Adm．　Sup，　24：199－230．

ウィノレソソ、　フレミソ．グ　　掛第一・三三盗再4三徒の堆穿年令・、　騨｝：得i年・毎、　藁1霧旨‡旨数と｛也の露影ツ」、

特色との編1婿、．9　　　　　　　　「

　Wilson，　F．　」．　and　Fieming，　C．　W．　1937．　Correlation　ef　chrenological　agei

　　　mental　age，　ancl　intelligence　quotients　with　other　abilities　and　traits　in

　　　grade　I．　Ped．　Sem．　50：323－27．

ゲーーツ、ボンド『読みのレディネス：読みかた学習の成功炎敗をきめる困子の考察』

　Gates，　A．　1　and　Bond，　G．　L．　1936．　Reading　readiness：A　study　of　factors

　　　determ．ining　success　and　faiiure　in　beginning　reading．　’1“each．　Coll．　Rec．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．07

　　　37　：　679－85．

デビP一テ．イ『一一年礁のi涜みかた成綾を予診する』

　1）eputy，　E．　C．　1930．　Predicting　first－grade　reading　achievement．　Teach．　Coll．

　　　No．426：45．

グ且．．ノーース『精神年令・別クラス編成の結果についての三二的考舞躍

　Grace，　A．　1925．　A　quantitative　stuciy　of　the　results　of　grouping　first－grade

　　　classes　accorclinsr　to　mental　age．　J．　Educ．　Res．　12：173－85．

　　言売餐：茎聴し・

ゲソトリ『プL．／・プリマの語いに嘱する一調湾慧

　Gentry，　L．　1950，　A　stucly　e’f　the　vocabulary　load　of　sixty－six　pre－priJners．　」．

　　　Ecluc．　Res．　43：525－32．

　1930年以後に発狂11されている　66溜｝のプレ◎プリマに含む・錠｝いを・鱗至べたところ、　全

部で600語のちがう単語が発晃された。

オー躯rプ湿糠いの母膏についての研究．l

　Oaks，　R．　E．　1952．　A　study　of　the　vowel　situation　in　a　primary　voeabulary．

　　　ltt．cluc．　May：604－17．

　　プリマを含む4り一ダーの議し、ついて、‘母音とその結禽とに滅する分析をした。プリ

マでは112の単譜力；えらばれ、音節数122、ちがう母膏のf婿鋤数1．．よ56であった。

ゾノレーム他il効果的魁謹みかたの指ミ擁

　Broom，　M．　E．　and　others．　1951．　Effective　reqding　instruction．　Ailcsrraw－Hiil

　　　Book　Conpany．　p．　89．

　　ウ、s一ゼソクラフトはテキうメワ・で使っているプ…1マ、一．．一年の読本を調べ、児嚢はその

内容がわかるためには2・800界．．．ヒの詮｝い礁対する概念が必要なことを見た。

ヅラックガプリマの1窪羅嘗語いに蘭する弓二音についての硬究遇

　Black，　li　B．　1952．　A　study　of　the　consonant　in　a　primary　reading

　　　vocabulary．　Educ．　618－23．

マ．クラツチー、ワルドウェルr第…学年解冬瓢譜の1］川沼

　Maclatchy，　J．　H．　and　Wardwell，　F．　H．　1951．　A　list　of　cemmon　words．　for

　　　first　grade．　Educ．　Res．　Bull．　’12．　151－59．　’

ゲ．一ヅ『プヲマ段階のための読㌃妻i讃｝い＄

　Gates，　A，　1．　1，935．　A　reading　vocabulary　for　the　primary．　grades．　New．　Yorlc．

　　　Teach．　Coll．　Columbia　Un｛v．

a
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読む能力の発達

バスウェル騨海本的読三島明豊、．　　その発二逮にi劉する研究』
　疇．

　Buswell，　G．　T．　1922．　Funda］crientai　reading　habits　：　A　study　of　their　develop－

　　mept．　Suppl．　Educ．　Monog．　N6．21．

　小学一．一年．生から大群集薫にいた：る読みの発達を眼球運動の禰から＃v5’IJ　e　眼球の停留数

iま一一“行1こつき・、　＝1．5－20　（1年）、　6　（大学）、　一｛；撃留のli与『羅、　500（r　（！隼）、　　250σ・・（大

学）、　停留の逆行、5（1年）、　1以下（大学）となった。

ハ蕩ス影野むで表ツ．」の発源のしかた悉

　Harris，　A．　J．　1948i　How　to　increase　reading　ability．　1．engmans，　155－6．

　1年礁から6年生まで約1，505入の読欝能力の発達をみた。

イノレグ、アムズ『読認行動に鰐する発達的傾向』

　Ilg，　F．　L　and　Aines，　1一．　B．　1950．　Developmenta・1　trends　in　reading　bhavior．

　　J．　Genet．　Psychol．　76：2’91－312．

　1．3才から9才まで50人以上の児童の読書行勤奈般の轟1三含的発達．を考察。

毛穿くことの学習準備

ヘルツペノレグr書きかた璃｝llにつかった諸方法の珪繊考察』

　Hertzbergr，　O．　E．　1926．　A　comparative　study　of　different　methods　used　in

　　teaching　beginners　to　write．　Contri．　Edtic．　No．　214．　Teach．　Coll．　6e．

　児童が簡単な［剰を写すテスト下用iは運動・　知覚能力｝こ1廻する書く’eノデバ木スの発3捻

　　水準を示すものだとした。

ラッセル『つづるレディネスのi診断硯究』

　Russel，　D．　｝｛｛．　1943．　A　diagnostic　study　of　speHing　readiness．　J．　Educ．　Res．

　　37　：　276－83．　’
　つつるレディ皐スの因子を発見するための116入の児童調査。vディ木スは一年．．．ヒ

級で修得されるが、聴覚、視覚能力及び語認知、句読みの離力と書く能力とは密接な

賜係があることを認めた。

書く語い

マッa・　一『学絞内クトでの児童の書く語い』

　Mckee，　P．　CN．S．S．E．　Forty－third　Yearbook　Part　fi　）．　The　wrlting　vocabulary

　　’of　chiidren　in　and　out　of　school．　・
　第一学年から第六学年にわたる児童の作贔から、2，5GO，　OGO語以．．1：．の延語数と12，G

OO語のちがう語いを．見認した。
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　　．1；｝：圭事く倉E…プJu．）発達

クロ　トVス　脆見事の農ぎきことばに関する統晋ξ・的員二i鮫分・析．ヨ

　Clotlos，　J，　W．1944．　A　Statisticai　and　comparative　analysis　of玉ndividual

　　　written　language　samples．　PsychoL　Monog．56．　No．4：77－111。

　108人の児童の書きことばを分析し、年令・、　癩能の発達による言語構成の分化な調

べた：。

リーード　謬・」・ゴ黄校教科・の心・三i璽三：蓋』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は

　ReedうH．　B．1927．？sychology　of　eleraelitary　school　subjects．　Boston：Ginn

　　　and　COInpany．224－72．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

キッ　ト　響・罫弓乏瀦三力～つづることカ：て｝きる1｝華期』

　Kyte，　G．　C．1948．　When　spelling　has　been　mastered　in　the　elementary

　　　school．　J．　i3）duc．　Res．42：47－53．

タウンぜソ郵つづることと1．涜むこと三紫業拶婿責との膜珂系；．こついての調峯…』

　Townsend，　A，1947，　An　investigation　of　certain　relationships　of　spe11圭ng

　　　with　reading　an（王academic　aptltude・J・磁uc・Res・465771・

ノ、ソナ、モール『1講しことばから三：婁きことばにつづる灘

　Hanna，　P．　R　and　Mo（）re，　J．　T．1953．　Spelling　from＄poken　word　to、物量tten

　　　synibol．．Eleni．　Sch．」．53：329＿37．

メソデyハル『つづりまちがいの分析勇

　　Mendenhal｝、　J．　E．！930．　An　analysis　of　spelling　errors．　New．　York：The

　　　Lincoln　Schoo王of　Teachers　College．　P．65

ゾック、．．ハーター『盆徒のつづウの誤り』

　Book，　W．　F．　and　Harter，　S。1925．　Mistakes　which　pupils鶏ake　in　spelling．

　　　∫．Educ．　Res．　X　I　X．106－118．

言回しこと‘薫の言吾し・

スミス『小学盤から高校員完までの甜いの『大きさの測定』

　Slnith，㌫圧．　K．1941．　rVleasurement　of　the　s三ze　of　genera1鷺ng！ish　vocabulary

　　　through　the　elementary　grades　and　high　sc｝100L　Genet．　Psy．choL　Monog，

　　　vo1．24：311－45．

　　1・三ド生より124巨巌1こいたる．生徒の語いを　Seashore　and　Eckerson　Test　により

測定。　第一．・一・学年蝿童の平・均語いを基礎語、16，900語、派4三語7，100語とし、従三1ξよ

りも高い見樹りをした。　　　　　　　　　　　．

ウィリアム、ウィルキンズ『学校に入学する箭の語いについての一研究』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　　Williains　and　Wilkins．1928．　A　study　Of　the、vQcabulary（＞f　chi．ldren　l）efore



c．t　ll　｛）

　　　entering　the　first　grade．　lntern．　Kinclerg．　Union．

アブリノレ『小学荏1の心、鷺1』

　Averill，　L．　A．　1950．　The　psychology　of　．the　elementary－scliooi　chilcl．

　　　1．ongmans．　136－77．

デビス『品詞の分散に関する発達的変化』

　Davls，　E．　A．　1938．　Develepmental　changes　in　the　distribution　of　parts　of

　　　speech．　Child．　Develop．　vol．　9．

　　3才辱対ムより　9才馬券翁こわたる三見歪謹の話し●ことばを分・籾～o　　る赴使ノ舅語数、　ちがう錦L斎巨数と

による各不言1司の昌、1現率、　及び使灘疲の螺重めてi葛い魯奪．語・に関する静劇・貞勺発；達を♂児た。

その結果、入潤関係誘が発達的に増加することが溢贈された。

グッド・イナフ『子供の代名詞の使いかた一一．一職我．．撒識の発達｝こついての覚え書き』

　Goodenough，　F．　L．1938．　The　use　of　pronouns　by　yountsr　children；　A　note

　　　on　the　developinent　of　self－awareness．　J．　Genet．　Psychol．　52．　333－46．

ボイ　ド　響弓二｛舞の文孝際造の発：達遇

　Boyd，　W．　1927．　The　developnaent　o／f　sentence　structure　in　childhood．　Ped．

　Sem．　17：181－191」　’　・　’
　　　　　　げ
　　話しことばの丈弓造

デビスll　5才冤から10才冤までのひとり子と双生児、及び兄弟のある薯通児の雷語

技育疑の発送重選

　DaVis，　E．　A．1937．　The　development　ef　linguistic　skill　ill　twins，　singletons

　with　siblings，　and　only　chi王dren　from　age　5　to　10　years．　Inst．　Child．　Welf　are．

　Mono9．　Noほ4．

　丈構i造を④機能的に完査だが、　丈法国尋こ不完盗な丈、⑧濠．斎セな交、　＠二条難な丈とに

分けて、そのその発遠をみた。

ハーン澤1年焼が大i勢の前ではなす貢語について』

　冠ahn，　E．　1948，　The　speech　of　first　grade　children　in　audience　situations．

　　　Elem．　E等glish．25：39－46．　　　　　　．　　　　　　v

　　児童の会話を歳発．的な話し合いと教師との総を見て話をすることとのこ場面から記

録、応答語数、交の長さ、脚力について死較した。

シールガ1年塩の読みの成績とζよな：しことばの固子との関係曝

　Shire，　S・N軍・L・1945・　The　relation　of　certain　重inguistic　factors　to　readiRg

　　　achievem．ent　of　firSt　grade　children．　Doctors．　Thesis．

　　発　　　音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
ハーン1‘　1年生が大勢の前で話す喬語について麟

1
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　Hahn，　E．1948．　The　speech　of　first　grade　chilclren　in　audience　s｛tuations．

　　　Elem．　Ensrlish．25：39＿46．

　　クラスの　V：；の児童嚢は発餐†の欠賑…があった。　∫監も頻∫逝が高かったのは＜th＞、＞1ス沼三ミ糞

iこよるまちがいはくs．z．　sh．　j．〉である。

デビス　『こと｝．まの技≠薫の発；≧き』

　Davis，　E．　A，1937，硬’h．e　development　of　lill．gui＄tic　ski11．　Univ．　Miimesota．

　　　Press．
　　　ひ　　　　　

　入学蟻初、男子44％、女苧27％に発音の欠［；lllがあり、4年慮になっても男子13

％、女子5％になお’、欠陥が菟られた。共逓したまちがいは＜th＞をq、＜r＞をw、

＜S＞を’t　ズ1よ．th　と’：，1肖るこま二〇

ビノレヅ　影汚遍のヨニf惣と餐8語・守部値を持つ了解真との身斜二軍魏：フ．Jに関する」宅玉嫁祀「究』

　Bilts，　E．　Wほ941．　A　comparative　study　of　certain　pliysical　abilities　of　children

　　　with　speech　defects　and　children　wlth　norma玉speech．∫．　Speech．　Disorders．

　　　6　：187－203．

ウ＝7レマこ．／催r子供の賓三儀愚

　WeLlmanβ。　and　others，1931，　Speech　soumds　of　young　chiidren。　Stud．　Child

　　　Welfare．　vo1．5．　No．2：82．

　　言語発達．．・．一．般

ラッグ、クリューガ～、ゾソデルガール　『子供のパーソナリティの研究　　幼稚國児

　　　　　　　　の餐畠言銭｝こ｝爾づ一る考噛劣ξ』

　　Rugg，　H．　Kruger，　L　and　So簸dergaard，　A。1929．　Stuclies　ill　child　personality：A

　　　study　of　the　language　of　kindergarten　chiIdre1ユ，工　Educ．　PsychQL　20：！－18．

　　27入の幼稚剛猟のことばを、戸外遊戯、お勉強、食纂をしている場面から、3一ユ5

郷．1に採録。獄麺ll：1雌馬：脹、拡穴の稀謙現と社会的？識にめざめていく発達過罷

をみた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

マッカーシー妹欝1娩壼の出語妾礎』

　　Mccarthy，　D．1930．　The　language　development　of　the　preschGol　child：Inst．

　　　Child　Walfare　Mono9．4．

　　発達を規シ1．：tする要因．

デtr　“ドノレ『2才か．ら7才までの児童の発ll達について濯

　Desceetn’dres，　A．　1921．　Le　development　de　1’enfant　de　deux　b　sept　ans．

　　　Recherches　de　psychologie　exp6r三mentale．
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